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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　はじまりは終わり。

　終わりははじまり。




　つながっているよ。

　たぶんきっと。

　どれだけ離れていても──。

















　　　　　冒　険　の　終　わ　り　が　　近　づ　い　て　い　た







【宝ほう王おう暦二七六年　アーマット岳山頂・夢む幻げん城じようにて】






　魔神アルゴスの放つ凍いてつく吐息ブレスが、《女おんな剣けん士し》ラーナ・エルンの攻撃を、体ごとはじき飛ばした。

「ラーナァ！」

　理り人ひとは転がっていく彼女を追いかけた。

　ひび割れと段差だらけの石畳は、ある所でぶつりと途切れており、その先に地面はない。

　──ここは魔神の棲すまう浮ふ遊ゆう要よう塞さい、『夢幻城』。

　俗に『蟲むしの孔あな』と呼ばれる、巨大なクレーターの上を漂う城だ。

　遠い昔に無数の島がぶつかり合い、現大陸を構成する時に、つながりそこねてできたという、世界一の大穴。それがアーマット岳の『蟲の孔』だ。ここから落ちて生せい還かんできた人間は皆無だという。

　幸さいわいラーナは、二、三度転がるうちに意識を取り戻したらしく、自力で体勢を立て直した。

「大丈夫、ラーナ！」

「……ああ、生きてるよ。くそったれなことにね」

　彼女は片かた膝ひざをつき、切った口元を拳こぶしでぬぐう。

　凄すご腕うでの傭よう兵へいとしてならした女剣士は、野生の豹ひようのようにしなやかで毅つよく美しい。

　涼しげな切れ長の瞳に闘とう志しを宿し、けれど彼女の利きき腕でもある左腕は、だらりとのびきったまま動かなかった。

「もしかして、腕を──」

「すまないね、リヒト。こんな時にしくじった」

「たいへんだ。ろ、老ろう師し！　ハギリ老師！　ラーナが──」

　理人の呼び声に応じて、すぐに残りの仲間が駆けつけてきた。

「なんてこと！　ああ、もうだめです。おしまいですなんでこんなことに！」

　早々に弱音を吐いたのが、パーティーの《魔ま術じゆつ師し》、ハイダル・ワムーだ。

　理人がひどいと思う暇もなく、そんな彼の膝ひざ裏うらを、《盗とう賊ぞく》イシュアン・トロールがローキックで蹴けり飛ばした。

「縁えん起ぎでもねーこと言うんじゃねーやハイダル！」

「ですが」

「ですがも出っ腹もデブオヤジもねえって。二度とそんな口きくな！　いーか！」

　この威い勢せいの良さ。年は理人と同じ十一歳だというイシュアンだが、度胸と口の悪さは何倍も上だ。どこにいても目立つ赤いケープは、その証あかしだろう。

「さよう。イシュアン殿のおっしゃる通りですぞ、ハイダル殿。拙せつ僧そうにかかれば、これしきの傷──」

「やめときな、じいさん」

《僧そう侶りよ》のハギリ老師が、ラーナの腕に回復の祈りを捧げようとしたが、当のラーナがそれを止めた。

　老師の長い眉まゆ毛げが、ぴくりと動く。

「なにゆえに」

「この感じじゃ、たぶんちょっとやそっとじゃ戻らない。麻ま痺ひか毒か──」

　理人は息をのんだ。

「じいさん。いくらあんただって、もう無駄弾を使う体力なんて残っちゃいないだろう」

「ですがラーナ殿、魔神を封じるには、破は魔まの聖せい剣けんによる一撃が必要です」

「剣を使えるやつなら他にもいる」

　ラーナは腕の痛みをこらえるように、視線をめぐらせた。

　最後──理人と目が合う。まさかと思った。

「リヒト。おまえがやれ」

「ええっ！」

　理人は悲鳴をあげてしまった。

「ぼ、僕が？　僕がやるの？」

「そうだ。おまえしかいないからやるんだ」

「無理だよ！」

　泣きたかった。

「だって僕、ただの小学生だよ。体育だって『３』なんだよ。六年生にはいじめられるし、ピーマンだって食べられない。野球のレギュラーはぜんぜんもらえないし、それとそれとそれとそれと」

「それでも、勇者だ」

　ラーナが右手で、理人の手に『破魔の聖剣』を持たせた。拒みたかったのに、剣の柄つかは、吸いつくように理人の手のひらにおさまった。

「ショーガクセイでタイイクが『３』で、ロクネンセイがどれだけ邪悪でぴーまんが食べられないかなんてどうでもいい。ヤキュウの話もさんざん聞き飽きた。あたしが知ってるのは、あんたがやれる奴ってことだけだ」

　やっぱり涙が浮かんでくる。でもそれは、悲しかったからじゃない。

　ここに来るまでの旅路を思った。長くて険しい旅だった。

　こんな僕でも、ラーナに認めてもらえる人間になれたんだろうか。勇気の心を、育てることができただろうか──。

「いよおしっ」

　イシュアンが、流れを変えるように両手をたたいた。

「どうせ泣いても笑っても最後の戦いだろ？　なら使えそうなアイテムでもなんでも、みんなこいつに渡しちまえ。みんなかかれっ」

「わかった」

「承知いたした」

「わかりました！」

　そんな仲間の声がこだまする。

　その場にいた全員がぼろぼろと装備を取り外し、理人にあれもこれもと押しつけてきた。

「いいかリヒト。これを使え」

　剣士のラーナからは、鸚おう鵡むの形をした『物まねのピアス』を。身につければ見た技を模も写しやすることができるという。

「あたしの剣技をトレースして突っ込めばいい」

「わ、わかったよ」

「リヒト殿。こちらをお飲みくだされ。拙僧の切り札、ワイト寺じ院いんの秘ひ宝ほうにございますぞ」

「う」

「飲めば竜の加護あり。負傷を恐れぬ体になれまする」

　ハギリ老師からは、『星せい竜りゆうの肝きも』を。その場で飲んだら、ピーマンの何倍も苦かった。

「……頼みますよ、リヒト。失敗は許されませんからね。頼みますよ」

　ハイダルは、青い顔で『底上げ』に役立つ補助呪文をかけまくってくれた。

「ごめんね、ハイダル。がんばるよ……」

「がんばってください。ううう」

「なあリヒト、これも使うか？」

　イシュアンが、つけていた腕うで輪わをはずそうとしたので、慌てて首を横に振った。

「それはだめだよ！　『思い出の護まもり』でしょう！」

「え、なんで」

「だって。大事なものでしょう」

　その腕うで輪わは、ただの魔法の品マジツクアイテムではない。イシュアンの亡くなった両親が遺のこした、大事な形見の品だ。名前を『思い出の護り』といい、致ち命めい傷しようにいたる危機を、高確率で回避してくれる。

　たしかに便利でハイレベルの防具ではあるが、とてもではないが借りられない。

「それはいいよ。ちゃんとイシュアンがつけてて」

「ほんとか？　じじいの薬と合わせればかなり楽できるぞ？」

「そうだけど。だいたいイシュアンじゃないと効果が出ないよ」

「そうかあ？」

「もう、いい。十分だ。大丈夫」

　噓うそじゃなかった。こうしてみんながくれる気持ちだけで、なんでもできるような気がしていた。

　夢幻城の端から中心部を見上げれば、今もなお巨大な魔神が、理人たちの前に立ちふさがっている。

　──魔神、アルゴス。

　その本性をおさえこんでいた大聖堂カテドラルは崩れ落ち、真っ黒い靄もやのような、冷たい炎のような、邪悪な念の塊かたまりがむき出しになっていた。

　魔神がこのパナケイアに降こう臨りんして、今回が二度目になる。一回目が六十六年前。そして今。

　世界に歪ゆがみと混乱をもたらす、怪物の中の怪物。魔獣の発生源にして混こん沌とんの覇は王おう。それが魔神アルゴスだ。

　ふたたび聖剣で封じなおさなければ、未来はない──。

　だからこそ、理人たちはここまでやって来たのだ。パナケイアに明日を創つくるために。未来を描くために。

「行くよ──」

　ラーナから託された聖剣を握りなおし、理人は気合をためる。

「ちょっと待て、リヒト。またやつの核が移動してる」

　横合いからイシュアンが、《盗賊》スキルの『分ぶん析せき』を発動させて言った。

「狙ねらうなら右下だ」

「わかった」

「頼むぜ、ちびったれ」

　ちびったれ、言うな。

　思ったら少し楽になった。

　──大丈夫。怖くなんかない。怖くなんかない。怖くなんかない。

　みんながいるから。ここまでみんなで来たから。

「うわあああ────っ！」

　スタート！

　理人は走り出した。ちびったれた体に似合わない大剣をたずさえて。最後の敵に向かって。

　魔神の輪りん郭かくが、大きく歪む。体を包む黒い靄がふくれあがり、無数の蝙蝠こうもりとなって理人に襲いかかる。

　それは魔神が生む邪気の塊であり、魔獣と呼ばれる凶悪な怪物だ。この世界の人間なら、触れるだけで致命傷となる毒となる。

　しかし、理人にかぎって邪気の影響はなかった。なぜなら理人は、異世界パナケイアの純粋な住人ではなく、地ち球きゆうの小学五年生だからだ。

「来るな！」

　恐れることなく聖剣をふるい、蝙蝠の群を退しりぞける。すかさず魔神は、次の手を打ってきた。

　魔神の周りの空間が次々に歪み、その内側から、巨大な氷の槍やりが出現する。理人めがけて一斉に撃ち出される。

（この）

　理人はバットでフルスイングする要領で、向かってきた槍を打ち砕く。




『弓きゆう矢しよ、灼しやく熱ねつの意思と成せ！』




　さらに後方のハイダルが、援護で呪文を唱えた。生まれた炎の矢が、残りの氷ひよう槍そうに襲い掛かる。

「ありがとう、ハイダル！」

「後ろは任せてください！」

　理人は援護を背に走った。

　加速する理人を捕らえようと、さらに歪みが発生していく。中から巨大な触しよく手しゆがのびてきて追走をはじめた。こちらの足元をからめ捕ろうと、触手が際限なく伸びていく。

「うっとうしいなっ！」

　バスケットのピボットターン。ラーナの剣技を模もして、次々に聖剣で切り裂いた。

　しかし、そうして分断したとたん、その切り口が変化した。上うわ顎あごと下顎に分かれ、牙きばが生えて炎を吐いた。

「──っ！」

　頭から炎を浴びる。慌ててかばっても、ダメージは確実にきていた──が、動けないほどではない。大丈夫、まだ走れる。

（ハギリ老師の薬が効いてるんだ）

　目標はたった一つ。この巨大な靄のどこかに隠れる魔神の核だ。

　理人の猛もう攻こうのせいか、魔神が城の根を引き剝はがすように、ゆっくりと移動をはじめた。地響きとともに石畳が砕け、破片を巻き上げながら、さらに上昇していく。

「逃がさないぞ！」

　理人は強く念じた。聖剣の柄にはまった宝珠が光り、周りに風が集まった。そのまま体ごと浮かびあがる。逃げる魔神を飛ひ翔しようして追い始める。

　核はイシュアンに言われた通り、魔神本体の中央から、右下へと移動していた。

　無数に湧わき出る触手の魔獣をかいくぐり、理人は聖剣をふるった。

「届け！」

　衝撃とともに本体の靄が一瞬吹き飛び、赤い心しん臓ぞうのような臓器があらわになる。鼓こ動どうにあわせて強い光が脈打っていた。

（あった。魔神の核！）

　これさえたたけば。




　──キイイイイイ！




　その瞬間、背後で甲かん高だかい鳴き声が響き渡った。理人は後ろを振り返った。魔神から生み出された巨大な魔獣が、鋭利な牙をむき出しにしていた。

　翼ある──ドラゴンだ。

　核の破壊と、わが身の安全。どちらを優先するべきか、迷う自分がいた。大馬鹿だ。その迷いが致命傷を生むのだとわかっていたのに。

　だがそんな理人の目の前で、ドラゴンの巨体が、短剣一本で切り裂かれた。

「ほんと、おまえってば世話がやけるやつだな！」

　イシュアン・トロールだった。

　浮遊する城の破片にワイヤーを巻きつけ、ここまで接近してきたのだ。最高レベルのスキルを使わないとできない芸当である。

　向こうが軽く片目をつぶったのが見えた。そのまま、破片をつたって赤いケープが遠ざかっていく。

（イシュアン、すごいや）

　この隙すきを、逃してはいけなかった。

　理人は、むき出しの赤い核に向けて、ありったけの力で聖剣を振り下ろした。

「うおおおおおりゃああああ！」

　かえれ。

　かえれ。

　ここからかえれ。




　──イヤダ。ボクハシニタクナイ。




　あどけない子供の泣き声を、どこかで聞いたような気がした。




「あるべき場所へ還かえれ、混沌の魔神よ──！」















　その泣き声ごと、無理やり剣でねじふせる。

　ドン！　と体中がしびれるほどの衝撃がきた。『破魔の聖剣』により切り裂かれた核が、急速に縮んでいく。まるで隔かく壁へきを失ったジェット機だ。周りの闇や穢けがれを猛スピードで吸い込んでいく。

（まずい、もってかれるよ……！）

　吹き荒れる嵐の中、理人も核の中へ吸い込まれそうになったが、浮遊する聖剣にしがみついて必死に耐えた。

　主あるじを失った夢幻城が、端から壊れていく。いくつもの瓦が礫れきや植物が、眼がん下かの『蟲の孔』に落ちていくのが見えた。







　──そして。

　ふと気がつけば、理人は地面に転がっていた。

　あたりは殺風景な火山岩が広がるばかり。急きゆう勾こう配ばいの斜面に突き刺さった聖剣のおかげで、かろうじて体が『蟲の孔』の底へ落ちずに引っかかっている状態だった。

　おそらくはアーマット岳山頂、『蟲の孔』の火口付近だ。

　空は、非常によく晴れていた。死し闘とうを繰り広げた『夢幻城』の姿はなく、もう何年も見えなかったという、雲ひとつない青空だけが広がっている。

（つまり）

　理人は成し遂げたということだ。

「ほんとに……？」

　つぶやきながら、起き上がる。体の上にまで小石がかぶさっていて、ぱらぱらと音をたてて下へ落ちていった。

「あぶな……」

「──いやあ、リヒト！　そこにいましたか！」

　ハイダルが、魔術師の杖を片手に斜面を降りてくる。

「無事ですか。怪け我がはありませんか」

「う、うん……だいじょうぶ」

「それは良かった。まったくよくやりました！」

　彼は赤い眼めをしていた。そして、くしゃくしゃの泣きそうな顔で（この顔つき自体はなじみがあるものだ）手をのばし、理人の体を強く抱きしめる。

「……じゃあ、ハイダル。魔神はほんとに」

「はい。封印されました。リヒト、あなたのおかげです！」

　言葉だけでは、まだよく実感がわかなかった。それでも斜面の上から、ハギリ老師やラーナのような仲間が降りてくるのが見えると、胸の奥が熱くなった。

「僕、勝ったんだね……」

「そうです」

「やったんだね……」

「ええ。やりました」

　ああ。理人は目をつぶり、続けて腹の底から力のかぎりにわんわんと泣いた。

　いつまでも涙は枯れなかった。





　　　　　＊＊＊






　──こうして、闇の魔神アルゴスを封じたパーティーは、歓かん声せいとともにウィルタミア王国の市民に迎えられ、国王からは『五ご英えい雄ゆう』の称号を授さずけられた。

　ここに偉い大だいなる英雄の名をあらためて書き記しておこう。




　名も無き者、《勇者》リヒト・アイカワ。

　目め敏ざとき者、《盗賊》イシュアン・トロール。

　切り拓ひらく者、《女剣士》ラーナ・エルン。

　賢さかき者、《魔術師》ハイダル・ワムー。

　護りし者、《僧侶》ハギリ老師。




　このうちどれが欠けても冒険は成功せず、異世界パナケイアは絶望の闇に包まれたままだったに違いない。それだけは確かだ。




　小学五年の夏休み。

　相あい川かわ理人は、世界を救った。




　大きなものを　引き替えにして。
















「あいかわくーん」

　放課後──路みち葉ば響きよう子この猫なで声が聞こえたとき、少し嫌な感じはしたのだ。

「今日さ、なにか予定ある？」

「……べつに、特には」

「よかったうれしー！　たすかったー！　ありがとう相あい川かわ君！」

　僕は暇か暇じゃないかを答えただけのつもりなんだけどなあ。

　理り人ひとの戸惑いとは裏腹に、響子は飛び跳ねんばかりに喜んでいた（というか実際に飛び跳ねていた。五センチぐらい）。

　市内男子の間で絶大な人気を誇ほこるタータンチェックのミニスカートが、ひらりと揺れる。

　理人は現在、高校二年生。彼女とは高校一年の時に、同じ委員会に入っていた仲だった。ちなみに図書委員であった。

　入学当初、委員会決めのじゃんけん負けにより、一年の任期をこなさざるをえなかった理人としては、進級して当然のように委員会仕事から足を洗ったのだ。ところがこの路葉響子ときたら、自分から図書委員に再さい立りつ候こう補ほし、二年次においては副委員長なんていう役職まで拝はい命めいしているらしい。根本的に理人とは人種が違うのだ。

「……ものは、なに」

　響子はぱっと顔を輝かせる。

「あのねあのね、図書便りのプリント作り。コピーと紙折り。人がぜんぜん足りないの。相川君、お願い！」

　ただ、彼女の清せい潔けつ感かんのあるショートカットや、くるくる表情が変わる顔立ちなどは、そんなに嫌いではなかった。

　だからなんだと思う。

　彼女の『お願い』に、なんだかんだと言ってつきあってしまうのは。







　理人が通っているのは、東京市部の都立高校だ。

　そのごく平均的な設備を誇ほこる図書室は、定年間際の司し書しよの先生と、少々やる気に欠ける委員会メンバーにより運営されている。資金もなければ人も足りず、おかげでなんだかんだと雑用がたまってしまうのだそうだ。

　理人は職員室脇わきの印刷室で、がっこんがっこんと、『にしこう図書便り』を刷り上げた。

（でもなんだかんだ言って、毎月出してるんだから偉いよな）

　図書便りの中身は、入荷した新刊の案内と、それに縛られない本のレビュー。文を書いているのは、ほとんどが響子だ。失礼ながら見ている人間も少ないだろうに、好きなんだろうなとしか言えない。

　ほかほかとまだ温かい紙の束をまとめると、別棟の図書室へとって返した。

「路葉。できたよ──」

　奥の整理室に、響子がいた。

　偉いよなと思ったさっきの自分、ちょっとこっちに来い。

　彼女はパイプ椅い子すの上で体育座りをし、携帯型ゲーム機でレベル上げの真っ最中だった。

「路葉響子？」

「ひゃあう」

　響子は慌てに慌てて、ゲーム機を取り落としそうになる。パールがかった白い機体はお手玉のように手の上を転がり、なんとか落下だけはまぬがれた。

「……人が足りないんじゃないの？」

「そ、それはほんとだよ。徹てつ夜やしてその原げん稿こう上げたから、ほんのちょっとだけ息抜きっていうか、フィールドがあたしを呼んでたっていうか、その……」

　頭にウサギの耳が生えてたら、たぶんペタンとなっている場面だろう。

「ごめんちゃいです」

　理人は、しょうがないなとため息をつくしかできなった。

「もういいよ。あとは折るだけだし、僕一人でもできるから。路葉はそれやってなよ」

「いいの？」

「かまわないよ」

「うう。かたじけないでござる……」

　不ふ思し議ぎな礼を言われた。

　理人は作業台の椅子に腰掛け、紙を折りはじめる。

　響子があらためてゲームを再開する気配がした。

　時計の秒針すら響く静かな時間が、狭い部屋の中に降り積もる。

「それ、アクションもの？」

「うーにゃ。あたし反射神経使うのダメなの」

「へえ」

「やるならＲＰＧが多いなあ。『クエドラ』とか『ラスファン』とか」

『クエイサー・ドラゴン』に『ラスト・ファンタジア』。どちらも『クエドラ』『ラスファン』の略称が定着し、国民的ゲームと呼ばれるほどの人気ＲＰＧだ。形を変えて何作もシリーズが出ている。

「もーね、ベッタベタな冒ぼう険けんモノとかいいよね。パーティー組んで、みんなでクエストとかしてね」

「ふうん……」

　響子は今やっているゲーム画面を、ちらりと見せてくれた。

　青いフィールドに、船か何かが映っている。有名なゲームなのかもしれないが、理人にはわからなかった。

「クエイサー・ドラゴンって言えばさー。相川君」

　ゲーム内で敵と戦いながら、響子が言った。

「あの手のゲーム世界って立体化すると、かなり変になるって知ってる？」

「え？　どういうこと？」

「うん。たとえばほら。フィールド画面上で、西に向かって船で進んでくでしょ？　で、ずーっと進み続けると、いつのまにか東から元の地点に戻ってくるの」

「……普通じゃないの？　球形なんだったら」

「だと思うでしょー」

　おそらく、地ち球きゆうでも同じことが言えるはずだ。西と東はつながり、北と南はつながっている。

「ここまでは簡単に想像できるよね。だって地球は丸いんだからって。たとえばこの図書便りがマップ画面だとしたら、右と左がつながってる状態を表すとこうなる」

　響子は言って、作業台の上から『にしこう図書便り』を一枚取りあげた。

　その右端と左端をつなげて、ぱちんとホチキスで留める。

　いわゆる筒つつ状じようの『にしこう図書便り』ができあがった。

「で、地球上で北を目指すと、どこから上がっていっても必ず北ほつ極きよく点てんっていう一点を通過することになるの。南なら南極点だけど。ほら、こんな感じ」

　言いながら、筒の上端をつまんで絞しぼる。下側も、同じようにつまんで絞った。

　かなり格好悪いが、ふくらませれば地球──球形といえなくもない『にしこう図書便り』ができあがった。

　絞りの一番上と一番下が、地球でいう北極点と南極点にあたるらしい。

「でもね、クエドラ世界には、この北極点や南極点にあたる点がないの。北と南はつながってるけど、その場所は一箇所にまとまらないでばらばらのまんま──」

「ちょっ、ちょっと待って。路葉。わからない。混乱してきた。どういうこと？」

「だから立体に起こすとね、こういう感じ」

　響子が次に示したのは、作業台の端に置いてあったドーナツ屋ミスドの箱だった。箱のふたを開けると、中に狐色のオールドファッションが入っていた。

　穴の開いた、とてもおいしそうな。

「……ドーナツ？」

「そ！　西と東がつながり、北と南が無数につながっている世界──まさしく穴の開いたドーナツ形こそ、クエドラワールドを的確に表す形状なのです。いい加減っていうかファンタジーだよね」

　そのドーナツを、響子がためらいもなくぱくつくので、思わずまじまじと見つめてしまった。彼女はカッと顔を赤くした。

「うわごめん！　まーたあたしったらパンピーな人にいらん解説を！　ごめんねうざい奴で」

「そ、そんなことないよ」

「ううん、わかってるし」

　響子は口元のドーナツくずをぬぐう。

「……相川君ってさ、実のところ、かなりミステリーな出で木き杉すぎ君だよね」

　ぶっと吹きそうになった。

「なに、それ。ドラえもんの？」

「や。去年から思ってたんだけど。見た目おとなしいから誤解しそうになるけど、あんまりオタク要素ないっていうか、図書委員とかアミダで負けて仕方なくーって感じなんだったよね。真ま面じ目めだからさぼらなかったし、今でもこうやってつきあってくれるけど、さ」

　どう答えればいいのだろう。これは。

「本とかゲームとかアニメとか、ぜんぜん興味ないもんね──」

　そう言う響子の声は、同じ部屋にいるのに遠くにいる人に向けているようで、どことなく寂しそうだった。

　──本当は、もっと話せたらいいのにね。

　そう言外に重ねられているようで。

　理人も喋しやべろうとするが、のどが渇かわいてひっかった。

　いつもこうだ。この手の話題になると声が出にくくなる。

「……そうでも、ないよ。昔はゲームとか、むちゃくちゃやりこんでたんだ」

「そうなの？」

「クエドラもラスファンもやった。ほかにもダンジョンの奴とかシミュレーション物とか」

　ランドセルを家に置くと同時に、ゲーム機の電源を入れていた。夢中になって敵や謎なぞを攻略した。

「だから、路葉が話してくれたことも、すごいおもしろいって思うよ──」

　ただもう、二度とやる日は来ないなと思うけれど。

　かわした剣けん戟げきの重さ。人を斬る感かん触しよく。石造りの城の冷たさ。馬のいななき。奈な落らくへ落ちていく瓦が礫れき。思い出してしまうから。

　本音はなかなか口にできない。それでも、目の前の路葉響子はうれしそうな顔をした。

「ありがとう」

　理人はほっとした。







　小学五年の夏休み。それは、ごく普通の少年だった相川理人にとって、唯一特別な出来事が起きた夏だったといえる。

　異世界パナケイアという、地球とは次元を異ことにするファンタジー世界に、突如として召しよう喚かんされたのだ。

　長く封印されていた闇の魔神アルゴスの復活によって、パナケイアの大陸は混沌とし、魔ま獣じゆうと呼ばれる怪物が跋ばつ扈こする苦しみを味わっていた。

　理人を召喚したのは、ウィルタミアという王国に仕える見習い魔術師だ。名をハイダル・ワムーと言った。

　危機に瀕ひんする王国を救ってくれというハイダルの申し出に、小学生の理人はひっくり返りそうになったものだ。

　ただの子供だった理人の冒険は、もちろん決して楽ではなかった。それでもハイダルをはじめとした旅の仲間の協力を得て、数々の苦難を乗り越え、魔神アルゴスを再び封印することに成功した。

　魔神討伐を命じたウィルタミア王国は平和を取り戻し、理人は英えい雄ゆうの一人に数え上げられた。今考えても夢のようだ。

　勇者リヒトの冒険は、六年前に終わっている。これはもう変えようがない。

　魔神のために旅をした三カ月間と、その後の式しき典てんや祝しゆく宴えんに追われた一週間。ふたたび現実世界に還かえってきた相川理人の時計は、召喚前から一秒も進んでいなかったが、それでも百日の記憶や経験が消えるわけではないのだ。それゆえ理人は、大きすぎる現実とのギャップに振り回され続けることになった。

　なにしろ、背中にいつも背負っていた剣がない。魔法がない。ドラゴンがいない。これはもう大変なことだ。

　王様もいなければ英雄の称しよう号ごうもない。そんなことよりテストの点を上げなければいけない。跳び箱が跳べないなんてもってのほかだ。日曜日の野球の試合はどうする？

　パナケイアに還りたいなんて、泣くことはできなかった。

　そんなことをすれば、一緒に戦った仲間たちに笑われる。こっちの世界でもちゃんとやれると、誓って別れたのだ。唯ゆい一いつ打ち立てた功こう績せきにまで、泥を塗ぬるようなことはしたくなかった。

　だから理人は、あらゆることに注意深くなった。

　人の話を聞いて合わせ、空気を読んで出すぎないように落ちこぼれないように。

　そうして、苦労に苦労を重ねて出来上がった人格は、ある人いわく『ミステリーな出木杉君』──まあ、上出来だろう。

　図書便りを完成させると、すでに閉館の時間だった。

「相川君。あたし鍵かぎ閉めてから行くから、先に下げ駄た箱ばこ行っててくれる？」

「わかった」

「ほんと今日はありがと」

　響子といったん別れ、理人はショルダーバッグを持ち上げると、図書室を出た。

　本日の労働の報ほう酬しゆうは、ドーナツ一個と下校後の缶ジュース一本ということに落ち着いている。たぶんこのまま、一緒に駅まで帰るのだろう。

　路葉響子はよく喋り、自分はそれを聞くだろう。本のことゲームのこと、好きなバンドや歌手のこと。

　つきあっているのかといわれれば、間違いなくノーと答える。では三カ月後の予定は？　そんな未来は誰だれにもわからない。

　本校舎への渡り廊ろう下かを歩いていくと、サッカー部員の掛け声が聞こえた。

　まだ練習が終わらないメンバーが、グラウンドをところ狭しと駆け回っている。その上の空が、怖いぐらいに赤かった。

（明日も晴れかな）

　これでいいのだと思う。こうやってときどき立ち止まって、明日の天気とか、夕飯のメニューとか、なんとなく程度の予想をたてる。理人の目の前に渡された、見えないロープから落ちないレベルで。

　たぶんそれが、日本の高校生・相川理人に求められる空気なのだと思うのだ。

　見上げるのにも首が疲れ、ふたたび歩き出そうとした──ときである。




　──ザアァ……ン──。




　まるで潮しお騒さいのような音を、聞いた気がした。

　理人は、はじめ気のせいかと思った。

　遅れてあたりを見回すが、誰もいない、何もない。ふたたび歩き出そうとしたとたん。




　──ザアァ……ン──。




　まただ。

　理人は、かわりにとんでもないものを見つけてしまった。

　部活が盛んなグラウンドとは反対側──校舎裏のプールから、滝のような勢いで水があふれ出しているのだ。

「な、なんだよ、これ……っ」

　理人は、驚きプールのフェンスに近づいた。

　今は十月で、水泳の季節はとっくに過ぎ去っている。地上とプールとの高低差は、およそ一メートル半。無人のプール内からあふれ出た水が、プールサイドを越えて、こちらの方にまで流れ落ちている。

（誰かがバルブをいたずらした？）

　それにしても、水の勢いがひどすぎる。こうしている間も、ごぼりごぼりと、大きく水面が波うち泡立ち、そのたびに大量の水が、押し流されてフェンス外に流れこんでくる。あっという間に、理人の制服まで濡れた。

「──うわ、どうしたの相川君それ！」

　路葉響子だった。

　渡り廊下の端で、顔色を変えている。

「故障？　いたずらなの？」

「来るな路葉！」

　理人は叫んでいた。

「いいから職員室！　誰か呼んできて！」

「は、はい！」

　不気味な水音が耳じ朶だを打ち、さらに大きな鐘かねの音が、二人の間で鳴り響く。




　──ディン・ドン・ディン・ドン・ディン・ドン──。




　まるで大だい聖せい堂どうの鐘の音だ。

　その上、理人は気づいてしまった。これだけ大量の水が流れ出ているのに、肝かん心じんの注水口は、一いつ滴てきの水も吐いていないことに。

「わ、わかった！　ちょっと待っててね！」

　響子が近寄らずに走り出す。助かったと思った。

　それでも嫌な予感がやまない。理人はこの感覚を肌で知っていた。これは予兆だ。『あの国』への扉が、現実に開く鐘の合図──。

　プールサイドから落ちてくる水が、生き物のようにうねった。




　──リヒト。




　ああ、なんて美しい水の乙女ウンデイーネ。飛ひまつが赤すぎる空に光る。

　次の瞬間、理人は水の中に飲み込まれていた。深く深く、深く沈んでいく──。





　　　　　＊＊＊






　六年前は、市民プールの帰り道だった。

　のんきに自転車で橋を渡っていたら、突然の川の増ぞう水すいに飲み込まれて意識を失った。

（落ちる──）

　あの頃と同じく、ひたすら水の中で沈み続ける体が、ある一定のところで浮力を取り戻す。理人はそこを逃さず、水面へと泳ぎはじめた。

　ゆらゆらと揺れる水面の向こうに、ぼんやりとした光が見える。あそこを目指していけばいいはずなのだが、これがなかなか距離が縮まらない。

　視界を何か大きな影がよぎる。

　それはぬらりとした曲線の、黒々とした何かの生き物のようだった。水面から差し込む光線の具合で、大きな鱗うろこらしい模も様ようが赤しやく銅どう色いろに光った。魚だ。

　理人の三倍はありそうな巨大魚が目の前に。

「──っ！」

　ごぼっと大きな泡が口から漏れる。気づいた魚が旋せん回かいし、大口を開けて寄ってきた。

　理人は必死に水をかいた。

（あと、ちょっと……）

　幸さいわいにして巨大魚は、途中で理人に興味をなくしたらしく、ふたたび水底へもぐっていった。だがまずい。こちらの肺はいの酸素も限界だ。

（保もってくれ……！）

　頼む。

　あと水面まで三メートル。二メートル。五十センチ。一かき。

「ぷはあ！」

　ぎりぎりで水面に顔が出た。

　空だ。空が見えた。

　学校で見た夕焼けではなかった。澄すんだ青空だ。そして双子のように寄り添う、二連の太陽も見えた。

　瞬まばたきをしても、それは変わらなかった。

（は──）

　悪い夢としか思えない。理人は水面に顔を出したまま顔をおおった。

（地球じゃ、ない）

　ビンゴ。

　完全に異世界パナケイアの空だった。『あの世界』だ。あそこでは、太陽が二つあるのが普通なのだから。

　理人が浮上してきたのは、大きな石造りの人工池である。

　おそらく昔は、屋根もついていたのだろう。水面には朽くちた石柱が何本も突き出ていて、淡い色の睡すい蓮れんが浮かんでいる。聞きなれない鳥の声が高く響いた。

　池の周りは、うっそうとした木々に覆われている。むせかえるような、水と緑の匂においだった。

　岸に向かって泳ぎ出す。

　柱の間に安置された、折れて首から上がない女め神がみ像ぞうにも見覚えがあった。あれはこの世界の創そう造ぞう神しんパナティーアだ。すっかり苔こけむしてしまっている。

　理人の記憶が確かなら、ここは王国ウィルタミアの領地だろう。王都の郊外にある古い遺い跡せきで、『水の神しん殿でん』と呼ばれていたはずだ。昔もここからパナケイアにやってきたのである。

　なけなしの力を振り絞って岸まで泳ぎつくと、立ち上がることもできないほど体が重かった。

「……はっ、はあ」

　とにかく水が冷たすぎるのだ。ただでさえ長なが袖そでの制服に、教科書を満まん載さいしたショルダーバッグという、無理ゲーな重りバラストつきである。

　理人は驚きを通り越して、悪あく趣しゆ味みさに笑いがこみあげくる。

　ぼたぼたと全身から水をたらし、寒さと理り不ふ尽じんさに震えた。

　ふざけてる。まったくもってふざけている。六年前に必死になってクリアして、なんとか元の世界になじんだところでなぜいまさら？

　濡れそぼつスニーカーを脱ぎ捨て、理人はナイロンの鞄かばんを地面に下ろした。その場でかみ合わない歯の根を叩き続けていると、頭の上で人の気配がした。

「──ワムー様。いました。成功です。『名無しノーネーム』の勇者のようです！」

　茂しげみをかきわけ、兵士らしい男が現れた。

　明らかに日本人でない赤毛の男は、剣の先で、ぶしつけにこちらを指してくる。

　言葉に関しては、聞き取りだけなら問題ない。召喚時に自動で調整される仕様らしいと聞いている。

　そして、密林に新種のサルでも発見したような口ぶりではあるが、『名無しノーネーム』『勇者』という単語を使うということは、ウィルタミアの人間で間違いはないだろう。それ以上のことは──まったくわからない。

　抜き身の刀とう剣けんが、嫌でも気になる。こちらは丸腰。はたして敵か、味方か──。

「ワムー様！　早く！　動きます、逃げられます！」

「これ、言葉が過ぎますよ。仮にも救きゆう国こくの英雄に向かって」

　続けて聞こえてきたのは、おだやかな、ともすれば弱々しいとさえ取れる声だった。

　兵士の後ろから、背の高い長髪の男が現れる。

「あまり無礼な口をきくと、彼に打ち滅ほろぼされてしまいますよ」

「ひっ」

「気をつけましょうね」

　年の頃は──三十前後だろうか。頰きよう骨こつの高い痩やせた男だ。

　艶つやのある黒地のローブには、金糸銀糸の刺し繡しゆうが、豪ごう奢しやに刺し込んである。

　男は、ずぶ濡れで立ち尽くす理人を見て、もともと細い目をさらに細くした。

「……ああ、やはり見違えましたね。おひさしぶりです、リヒト」

「…………だれ？」

「私ですよ、ハイダルです。ハイダル・ワムー」

　理人は、目をむいた。

「ハイダル？　って、ち、ちょっと待って。いま何年？　あれから何年たってる？」

「宝ほう王おう暦れき二八二年です。あれから六年がたちました」

「六年……」

　ということは、大きな時間のずれはないらしい。同じだけの時間が、こちらの世界でも流れたということだ。

　ハイダル・ワムー。

　六年前に、他でもない理人をこの世界に召喚した張本人だ。その後は旅の仲間としてパーティーを組み、魔神アルゴスに立ち向かった五英雄の一人である。

　あらためて見るハイダルは、端たん的てきにいえば六年ぶん──いや、それ以上に老けていた。

　着ているローブは、半比例する勢いで派手に豪ごう奢しやになっているというのに。

「元気そうでなによりです。あのまま帰してよかったのか、みな心配していたんですよ」

　いまさら言うなといいたかった。

　かわりに理人は、目をそらす。

「べつに、もう平気だよ」

「良かったです。あれは不幸な事故でした」

「だからもういいって」

　これ以上下手につつかれたら、どうなるかわからない。

「そっちで勝手に喚よびつけたのならさ、遠巻きにしてないでさっさと来てくれればいいのに」

「それはすみません。以前の経験で言えば、もう少し『界かい渡わたり』の衝撃が激しいはずだったのです。経過を観察しておりました」

「腕が上がってよかったじゃないか」

「こういう時は、別なところに被害が出ている可能性があります。調べてみる必要がありますね──」

　こちらの当てこすりなど意に介さず、気になることだけを気にしている。こういうところは、心配性のハイダルらしい。

「別な被害って？」

「いろいろありますね。自然災害の形で出たり、想定以外のものが現出していたり……なんにしろ、あなたのことを歓かん迎げいしますよ、リヒト──リヒト？」

「──へくし！」

　濡れねずみの理人は、盛大なくしゃみをした。

「…………なんか拭ふくものある？　寒くてさ……」







　──かくして。実に六年ぶりとなった異世界パナケイアは、頭から借り物の毛布をかぶり、震えながら箱馬車に揺られるところからはじまった。

「すみませんね。替えの服を用意しておりませんでした。私のミスです」

「……いいけど、べつに」

「うちまで行けばなんとかなりますから。すぐですよ」

　どうにも間抜けで格好がつかないことが、少々おもしろくないだけだ。

　むくれて無口になる一方の理人を気き遣づかい、車中のハイダルはいろいろ話しかけてくるが、あまり頭には入ってこなかった。

　馬車は林の中の一本道を進んでいく。

　対面式の座席は、ほどよくクッションがきき、車輪の振動をほとんど伝えてこない。ビロード張りの調ちよう度どひとつ取っても、かなり上等な馬車であることがわかった。

「というかさ」

　理人はぼそりと呟つぶやく。

「出世したよね、ハイダル」

　ハイダルは、黙って相そう好ごうを崩した。

「──まあ、王城に研究用の部屋を用意してもらえるぐらいにはなれましたか」

「筆ひつ頭とう魔術師になるとか言ってなかった？」

「はい。円えん卓たく会議にも出ております」

　それはそれは。式典があった後から、また格が上がったのか。

　六年前の、駆け出し見習い魔術師という立場が噓うそのようだ。

　半ば捨て鉢ばちで試したという召喚の儀ぎ式しきで、彼の運命も大きく変わった。今や国王の覚えもめでたい五英雄の一人。この国の魔術師の頂点に登り詰めもするわけだ。ただの平民としては、異例の抜ばつ擢てきだろう。

　いっそ成金の風格さえただよう馬車の造りや、ど派手きわまりないローブを見ていると、理人は冷ややかな気持ちになるのを止められなかった。

　あの頃は、宿代や魔術書の支払いにさえも汲きゆう々きゆうとして、心配事に胃をいためていたというのに。

「そのぶん責任だなんだで、しがらみも多くなりますからね。出世も痛し痒かゆしですよ。もう少し気楽な地位だと良かったんですが──」

「そんなハイダルが、僕を喚び直したんだ。目的はなんだろう」

　喋っていたハイダル・ワムーの苦笑が、わずかに翳かげった。

「ただの同窓会目的じゃないことぐらい、僕だってわかるよ。狙ねらいは何？」

　理人はハイダルから目線を固定して動かない。じっと彼を見つめ続ける。

　ハイダルは、一拍おいて「参りましたね」とため息をついた。

「できればもう少し懐なつかしく語り合いたいところだったのですが。あなたに会えてうれしかったのは本当なんですよ」

「空気読めないって？　教室じゃないのにそんなこと求められても知らないね」

「あなたを我々の世界に召喚したのは、ほかでもない──」

　彼は、ゆっくりと口を動かした。




「封印が、緩みはじめています」




　理人は耳を疑った。

　思わず狭い車内で立ち上がった。

「……そんな」

「偵てい察さつ隊たいが、いくつか『歪ゆがみ』を確認しています。北部の国境沿いで、家か畜ちくが怪物らしき集団に食い荒らされたという報告も上がってきています」

「野犬や狼おおかみのたぐいじゃ」

「二百頭の牛が一夜にして臓ぞう物もつを抜き取られていてもですか？　反対側の村の井戸は邪気で汚染されていました」

「────」

「派遣した神官が、邪気の浄化をして事なきを得ましたが、おそらくはクロ──アルゴスの魔獣の仕業です」

　目の前が暗くなっていく。

　ハイダルもまた、理人から目をそらさなかった。

　戯たわむれに噓うそを言うような人間ではない。それだけは、何より理人がよくわかっている。まして魔神アルゴスにまつわる噓など。

　魔神アルゴスの恐ろしいところは、世界の均きん衡こうを狂わせ歪みを生み、そこから『魔獣』と呼ばれる怪物たちを送り込むことだろう。

　魔獣は凶暴で生き血を好み、しかもその体は常人が触れられない邪気に満ちている。長く定着した地は汚染され、場合によっては、彼らの邪気を直接注ぎ込まれたせいで、魔獣化してしまう例もあるぐらいだ。

　魔神が封印から復活するたび、パナケイアはこの歪みと魔獣の始末に苦しめられ続けてきたといっていい。

　理人は、呆ぼう然ぜんと座席に座り込んだ。

　ハイダルは眉み間けんに厳しい皺しわを刻み、膝ひざの上で拳こぶしを握り締めている。

「……『蟲むしの孔あな』に、行く必要があります」

　そうだ。まずはそれしかない。

「孔の上空に、再び夢む幻げん城じようが出現しているかどうか。確認の上、封印にほころびが見られれば、聖剣を使って再度の封印を。今度こそ被害が拡大する前に処理しなければなりません」

「当たり前だろ。なにもたもたしてるんだよハイダル。今すぐ出発しないと──」

「ただし、私はここを動けません」

　理人が目を見開くと、ハイダルは力なく笑った。

「上層部──円卓の意見です。五英雄の一人、賢さかき者ハイダル・ワムーの名は大きくなりすぎました。私が王城を離れて『蟲の孔』を目指せば、いたずらに混乱が起き、民を不安がらせる。それは避けるべきだと」

「いたずらって……意味がわからないよ。魔神がよみがえるかよみがえらないかって話なんじゃないの」

「まだ確定じゃないから、じゃないですか。たぶん、宮きゆう廷ていでの腹の探りあい。『政治』ってやつが通じると思っているんですよ。彼らは」

　その声の冷ややかさといったら。

「言ったでしょう、リヒト。出世も痛し痒しだって。騎士でも貴族でもない人間が、これ以上勲くん功こうを重ねるのをよしとしない一派がいるんです。彼らはいまごろ予算を組んで、騎士団を派遣する手続きにおわれています。春までに決けつ裁さいが通ればいいのですが」

　間に合うとはとても思えない。

　ハイダルは疲れた顔をしていた。豪奢な上級魔術師の衣装でも隠せぬほど。いや、だからこそ余計に魂たましいは疲ひ弊へいすると言わんばかりに。

「もちろん、これは特上級の馬鹿の意見ですが」

「並の馬鹿もいるんだ」

「そうですね。潤じゆん沢たくといいますか、種類には富んでいますよ。老後は図鑑にまとめようと思っています」

　理人は、ハイダルの境きよう遇ぐうにはじめて同情した。

「もっとも、その並の馬鹿の中には、一いち概がいに否定できない意見もあるんです、リヒト」

「え？」

「民ではなく、国につけ入る隙を与えるべきではないと。イエンマルドやルガリアが力をつけてきていますから」

　ハイダルは、ウィルタミアが接する隣国の名を挙げた。北のルガリア独立国、南のイエンマルド首長国。どちらも六年前は、ウィルタミアの足元にも及ばないような小国だったはずだ。

「魔獣が減って、大陸の物流もだいぶ変わりました。ここで魔神復活のおそれを気け取どられれば、非常事態の名のもとに、条約で取り決めていた関かん税ぜいも、騎士団の駐ちゆう留りゆうも、すべて覆くつがえされるかもしれません」

「わかるけどさ、でも！」

　それでもあの旅を経験したハイダルなら、このまま手をこまねいていることが、どれだけ危険かわかっているはずだ。

　本当に魔神が復活してしまえば、犠ぎ牲せいは挙げた条件の比ではなくなる。

「ええ。わかっていますよリヒト。私は愚おろかで恥はじ知しらずな人間です。六年前、己の無力を棚に上げてあなたをこの世界に召喚しました。今またその罪を塗ぬり重ねます。私を置いて魔神の再封印をしてきてください。他の王侯貴族たちに知られぬよう、秘ひ密みつ裡りに。お願いします」

　ハイダルは、六年前より生地の厚くなったローブを着て、昔のように頭を下げた。

「他の誰にも頼めません。あなたにしか──」

　ずるいとしか言いようがなかった。

　理人は、言葉につまった。続いて胸に熱いものがこみあげてきたのは、悔しいからでも、腹が立ったからでもない。

　ハイダルはハイダルなのだ。ただそれだけなのだ。

　そちらの都合なんか知ったことじゃない。帰りたければ言うことをきけと、どやしつけることだってできるだろう。あの頃だって、やろうと思えばできたはずなのだ。

　だがどれだけ年を重ね、地位を登りつめても、それでも変わらず不器用で生き真ま面じ目めで。目的を果たすためには、子供相手に手札をさらすこと、誠意を見せることでしか対応できない。それがハイダル・ワムーなのだ。

　そんなに簡単に頭を下げていたら、馬ば鹿かの図鑑ができそうな王宮では、さぞ息苦しいだろうに。馬鹿なハイダル。

　本当に馬鹿だ──。

「……いいよ、ハイダル。頭を上げなよ。魔神なら僕が始末をつけてくるから」

　理人は言っていた。

　ハイダルが、はっと顔を上げる。

「リヒト」

「もともと僕が封印したんだ。六年で解けたんじゃ、アフターサポートの範はん疇ちゆうってやつだろ」

「あふた……さぽ？」

「当社が責任をもって面倒みますってやつ」

　理人はいたずらめいた顔で笑ってみせた。

　こうなったら腹をくくるしかない。いわゆる自分は、サポセンの勇者だ。呼び出しコール一本でどこにでも行こう。工具箱に聖剣をつめて。

「ありがとう……ありがとうございます！」

　馬車の中で、ハイダルは何度も礼を言った。六年前のあの感覚を、理人は思い出していた。







　箱馬車は、王都の市し街がい地ちに入っていった。

　中央の王宮を起点に、放ほう射しや状じように大通りが広がり、どっしりとした石造りの建物が軒のきを連ねている。大勢の人が往おう来らいを闊かつ歩ぽしていた。馬車が通りを進んでいくうちに、理人は既き視し感かんを覚えた。

「ハイダル……たしかこの道って……」

「覚えていますか。凱がい旋せんのパレードでも通った道ですよ。向きは逆でしたけど」

　そうだ。アルゴスを封印して、国王陛へい下かからメダルと報ほう奨しよう金きんをもらって、城から馬車に乗せられパレードまでさせられたのだ。

　まるでメジャーリーグの優勝パレードのようだった。いやもっとすごかったように思う。沿えん道どうを埋める人、人、人。万ばん歳ざい三さん唱しようの声。建物の窓という窓から手が振られ、紙ふぶきが空へと舞った。

「あの時はラーナ殿が降りると言ってきかなくて、止めるのに苦労しましたね」

「そうだね……」

「老ろう師しに説得していただいて助かりました」

　気軽にそれを語るハイダルは、おそらく何も感じていないのだろう。こちらは今も、手のひらに脂あぶら汗あせがにじんでくるぐらいなのに。

　ならば、慣れなければいけないのは理人なのだと思った。

　今までだってやってきたはずだ。どんな痛みも違和感も『調整』しろ。チューニングを周囲に合わせて適応しろ。

「何を笑っているんですか、リヒト」

「──ううん、べつに」

　ほら。笑えているなら大丈夫。

　最終的にたどりついたのは、パレードのゴールだった王宮ではなく、彼の自宅の方だった。

　貴族のタウンハウスが居並ぶ高級住宅地はあえてはずし、魔術師の見習いや学生が多く下宿する下町に居きよを構えているあたり、出しゆつ自じを忘れぬハイダルらしいのだろう。しかし、広々とした庭に池や噴ふん水すいまでついた、実に立派なお屋や敷しきだった。

「うわ、でか……」

「そんなに大きいですかね。これでも質素なものを選んだつもりなのですが」

「や、ごめん。つい日本の感覚でもの言った……」

「五英雄や筆頭魔術師の格がどうとか、周りの意見がうるさいのですよ」

　妙に恥じた顔をしているハイダルを申し訳なく思う。

「……そういえばハイダルってさ、結婚とかしたの？」

「そんな時間ないですよ」

「あ、そう」

　そういうものらしい。

　しかし、一人暮らしだという屋敷の中には、それでも身の回りの世話をしているという執しつ事じやメイドが大勢いた。

　主人と一緒にずぶ濡れのまま現れた理人を見て、それはもう上を下への大騒ぎになった。

「んまあああああ旦だん那な様ったら！　お客様になんて真似を！」

「すぐにお湯の用意を。着替えも早く」

「ほんとに旦那様は抜けてるんだから──」

　ぶりぶりと怒りながら機き敏びんに動きまくる使用人たちに囲まれ、主人＝ハイダル・ワムーはいっそう小さく見えた。

「……うるさいでしょう」

　笑ってもいいのだろうか。いいよね。ははは。

　それでも彼が、この家の中では暖かい暮らしをしているようで、安心もするのだ。

　理人は早々に風ふ呂ろ場ばへと案内された。そこでたっぷりの湯につかって一息つき、乾いた布で体を拭くことができた。

（生きかえった……）

　本当に。心から。

　用意されていた着替えのボタンをとめていると、いきなりドアが開いてぎょっとした。

　さきほどの若いメイドさんだ。

　あたふたと慌てまくる理人もなんのその。彼女は無言で中に踏み込んできて、理人の濡れた制服と鞄を籠かごに入れてとって返そうとする。

「あのっ！」

「──なにか」

　メイドは、目をぱちくりさせた。

「どうするんですか、それ」

「……お洗濯をしようと」

　当然のように言われてしまう。

　はたしてこの世界に、ドライクリーニングマークに適応できる洗剤と洗濯機があっただろうか。何か母親が制服を洗うたびに、あれこれ口うるさく言っていたように思うが──。

　しかし目の前にいるメイドさんのお仕着せも、一応は似たような感じの生地だ。

　いいやめんどくさい。そのままお任せすることにした。

「お願いします」

「下で旦那様がお待ちです。簡単なお食事を用意いたしました」

「あ、ありがとうございます」

　メイドは思いがけない言葉を聞いたように、そばかすの浮いた顔をほころばせた。

「こちらこそ。勇者様」




　──おのれハイダル。メイドさんまじ羨うらやましい。




　突発的に浮かんだ黒い感情をもてあましながら、理人は階段を下りた。

　ハイダルは食堂にいた。

「さっぱりしたようですね。気分はいかがですか」

「……一種のハーレムみたいなものだよね」

「なんですか？」

　いいや、この感覚はハイダルにはわかるまい。現代日本においては、若い女の子を囲ってお世話をさせる独身野郎なぞ、御お伽とぎ噺ばなしに近い暴ぼう挙きよなのだなんて。

　テーブルでは、ほかほかと温かい食事が湯気をたてていた。まったく、『簡単な食事』などとんだ謙けん遜そんだ。メニューは骨付き肉のシチューに新鮮なサラダやフルーツ、焼きたてのパンも山ほど籠に盛られていた。

　向こうの世界にいる時も夕飯前で、そういえば腹が減っていたなと思ったとたんに空腹を意識した。ぐううと。

「──まずは、破は魔まの聖剣を取り戻す必要がありますね」

　夢中で胃に肉を入れていると、向かいでハイダルが言った。

「聖剣？」

「はい。魔神を封印するためには、聖剣が必要でしょう」

　魔神と聖剣。

　確かに、どちらも切っても切れないものだ。

「聖剣って……あれ、今ここにないんだっけ？　僕ここ出るときどうしてたっけ」

「リヒト。あなたがご自分の世界に戻るときに、あなたが身に着けていた装備はすべて私のところに残されましたよね」

「うん。だったよねたしか」

　かなり記憶が怪しいのだが。

「ただ、聖剣はアイテムとしても特別ですから。破魔の聖剣本体はハギリ老師のいらっしゃるワイト寺じ院いんが管理し、柄つかの宝ほう珠じゆは、ラーナ殿が別に持つことにしたんです」

「へえ。そうだったんだ……」

「今のお二人に事情を話せば、きっとあなたに力を貸してくれるはずです。私と違って、王宮のしがらみからは抜けている方々ですから」

　自じ嘲ちようするところが切なかった。

　五英雄の一人、《女おんな剣けん士し》ラーナ・エルンは、夢幻城から凱旋した後、騎士団に取り立てられる話があったり、貴族の求婚を受ける話まであったが、けっきょくすべて蹴けって傭よう兵へいに戻ったのだそうだ。

　そして数年前に、辺へん境きようの開かい拓たく村むらに腰を落ち着けたと連絡があったらしい。

「へえ。なんかラーナらしいっていうか……じゃあ、老師のいる寺院に行くのが先かな」

「おそらくは。お二人によろしくとお伝えいただけませんか。私もなかなか連絡が取れないのです」

「わかった。よろしく言っとくよ」

　ひさしぶりに仲間に会えるのかと思うと、少しだけ楽しみだった。

　ワイト寺院で聖剣本体を借り受け、そこからラーナのいる開拓地の村へ移動。彼女から宝珠をもらって聖剣を完成させ、三人でアーマット岳の山頂にある『蟲の孔』を目指す──というのが、一番スマートなルートかもしれない。

　その日は館の客間で眠らせてもらい、翌朝から出立ということになった。

　そして──異世界の夜もふけていく。

　理人は鳴り止やまぬ風の音のせいで、なかなか眠れなかった。

（……葉ずれがうるさいんだよな。都心のド真ん中のくせに）

　明日のことを考えるせいで、頭が変に冴さえてしまっているのかもしれない。

　理人は思い切って、寝ね床どこから起き上がった。

　靴くつをはいて廊下へ出ると、斜め向かいの部屋から明かりが漏れていた。

「──ハイダル？」

　覗きこむと、彼の書しよ斎さいのようだった。

　たくさんの、それこそ駆け出し時代から集めてきた古こ書しよの数々が壁を埋め、中央の大きなテーブルの上には、なにやら警察の押おう収しゆう品ひんのようにこまごまとしたものが並んでいる。

　テーブルの前で、ハイダルが振り返った。手には魔術師の杖を持っていた。

「起こしてしまいましたか」

「いや、こっちが勝手に起きたんだよ。何かやってたの？」

「あなたの持ち物を、魔術で元に戻そうと思いまして。不具合がないといいのですが」

　言われてみれば、理人の筆記用具や教科書だ。驚くべきことに、みなちゃんと乾いている。濡れた跡もなく新品同様だ。

　心配していたスマホや音楽プレイヤーも、操作してみればきちんと起動した。食べかけのカロリーメイトまで戻してくれたのには脱だつ帽ぼうするしかない。

「ありがとうハイダル。大丈夫みたいだ」

「良かった。私はこちらの世界の文明に明るくないので……」

　ハイダルは言いながら、一番手前にあった『世界史Ｂ』の教科書を手に取り、ページを開いた。

「わかるの？」

「いいえ」

「だよね」

　異界の人間と意い思し疎そ通つうを図れるのは、今のところ話し言葉のみのはずだった。

「ですが──以前に見せてくださったものに比べて、字が小さくなってますね。ページ数もずいぶん増えています。つまり、リヒト・アイカワは、ここ以外でも積み重ねてきたんですね。たくさんのことを」

　目を細めてそんな同意を求められ、理人はうっかり泣きそうになった。

　やめてほしい。埋まらないギャップを埋めるため、空気を読むことに苦心した六年間。

『ミステリーな出木杉君』な日々を、そんな風に言ってくれる人なんていなかったのだ。





　　　　　＊＊＊






「──いやいや待て待て。こりゃあないって……」

　そして夜が明けると、理人は、ベッドの前でうなるはめになった。

　出立の準備として、六年前に使っていた装備を出してもらったのだが。

　いやどれもこれも、身に着けるには小さすぎる。厳しいどころの話ではない。

　夢幻城にたどりつくまで使っていた武器、『レッドライジングソード』は半端に短く、防具の『風ふう神じんのローブ』にいたっては、ぱつぱつのつんつるてん。まるで玩具おもちやと子供服の世界だ。

（……ほんとに子供だったんだけどさ……）

　いくら当時で最強の装備とはいえ、これをいまさら身に着けて出歩くのは、精神的にかなり辛つらいものがある。

「本当にこれ着て歩いてたのか……そうなのか……」

「成長期は怖いですね」

　ハイダルが、扉を開けて入ってきた。

「勘かん弁べんしてよ、ハイダル。コントか罰ゲームになりそうだよ」

「そう思って、こちらを用意してみました」

　彼はその手に、一振りの剣と防具を持ってきていた。

　剣を受け取る。反りのない、真っ直ぐな長剣だった。

　鞘さやはひんやりと黒く、細かな螺ら鈿でんの文様が、星のように彩られている。そこからゆっくりと抜き放った刀身は、半透明で静かな光をたたえていた。

「銘めいは『月の滴しずく』といいます」

　右腕にかかる適度な重さも、刀身の長さも申し分ない。

「これ……振ればほとんど見えないかもね」

「ええ。聖剣の神しん力りよくに比べれば劣りますが、今のあなたには合うでしょう」

「──うん。すごいいいよ。助かる。ありがとう」

　防具は鎧よろいではなく、黒にわずかに蒼あおを垂らしたような外套コートだった。袖そでを通してみる。生地の厚さに比べて、おどろくほど軽くて動きやすい。

「これさ、何か魔法かかってる？」

「少々」

　そう言うハイダルの顔は、かなり自信に満ちていた。相当高レベルの魔法の品マジツクアイテムらしい。

　剣を剣帯に装着し、旅の支度は一応整う。

　理人は少し考え、昔の装備品をもう一度あさりはじめた。

「リヒト？」

「これなら今もつけてられるかな」

　ラーナがくれた『物ものまねのピアス』だ。

　当時の旅との共通点はそれだけになってしまったが、何もないよりはずっといいだろう。

　ハイダルは笑った。

「いいですね」

「決定」

　両耳につけていくことにした。

　そして旅立ちだが、とにかく周りに気取られぬよう、ひっそり出発する必要があったので、まだ朝もやもただよう早朝のうちに、屋敷の勝手口から出ていくことにした。

　この点に関しては、一番年かさのメイド長が、一番ぶりぶりと怒り続けていた。

「本当に、うちの旦那様ときたら！　こんなお若いお客様にどこまで失礼な真似を」

「いや、気にしてないんで大丈夫ですよ……」

「これじゃ夜逃げじゃないですか……ううう」

　どうも理人が五英雄の一人だからというよりは、息子のような年の子供が、ひどい扱いを受けて憤いきどおっているように見えるのだが、気のせいだろうか。

　彼女の後ろには、例のメイドさんもいた。

「これ、道中で食べてください。勇者様」

「あ、ありがとうございます」

「どうかウィルタミアを守ってください。ご武ぶ運うんを」

　心のこもったお弁当までもらってしまった。理人は、気恥ずかしさを隠すため、短くうなずいた。メイド長はまだぶりぶり怒り続けている。

　そのまま勝手口を出て、裏門へと向かった。

　ふと思って振り返ると、二階の窓に館の主人、ハイダル・ワムーの姿があった。

　彼の薄い唇が小さく動き、かざした指先に魔術の光がともる。




　──どうかあなたの道行きに光あるように。




　この世界の魔術師がよくやる、はなむけの合図だ。

　それ以上はもう振り返らなかった。たぶん、ハイダル以下使用人一同が、いつまでもいつまでもこちらを見送り続けているだろうから。わかるからこそ、早く屋敷の外へ出たかった。

　とりあえず、当面の目的地は──。

「ワイト寺院、か……」

　そこでハギリ老師に会い、聖剣の本体を受け取るのだ。

　理人はコートの内ポケットから、地ち図ず帳ちようを取り出した。

　薄手の紙だが、開くと地図上に赤い点がいくつも浮かび上がる。理人がいるウィルタミア王都は、地図の中央からやや西寄り。起き伏ふくの少ない平野部の一都市として、特に白く点てん滅めつしていた。

　これは六年前の冒険でもらった魔法の品マジツクアイテム、『旅のしおり』だ。

　過去に自分が行った街や迷宮ダンジヨンは、たいていここに記録されている。ワイト寺院は、すでに踏とう破は済みの街として、地図上に記載されていた。

　理人もよく覚えている。ワイト派の総本山であるワイト寺院は、この世界ではかなり有名な山岳寺院のひとつだ。

　ウィルタミア南部の山中に、城じよう砦さいのような建物を擁ようし、大勢の修行僧が自給自足で生活をしていた。寺院の門もん前ぜん町まちのカウラギも、信者の巡じゆん礼れい地ちとしてそれなりのにぎわいを見せていたはずだ。

　ウィルタミア国教会に属し、全国に派遣されている公的神官と違い、ワイト派の僧そう侶りよは自主自立がモットーだ。同じ創そう造ぞう神しんパナティーアを崇あがめながらも、どこの権力者の庇ひ護ごも受けずに、独立した地位を保っている。人々は、女神を信じ厳しい修行にいそしむ僧たちを、ワイトの修行僧として尊敬していた。

　ハギリ老師はワイト派の宗そう主しゆであり、当時でも十分に人望があり偉かった。なにしろ七十二年前、魔神がはじめてパナケイアに降こう臨りんした時の討伐隊にも参加していたという、伝説級の僧侶である。

（仲間になってもらうまでが大変だったんだよな……）

　しみじみと懐なつかしくなる。

　王都から南部へは真っ直ぐ行って、半月ほどの旅になるだろうか。

　たしか途中で峠とうげをいくつか越す必要があるから、体力勝負になるだろう。

「…………」

　しかしよくよく考えてみれば、だ。そんなに長い期間を一人で旅したことがあっただろうか。地球でもパナケイアでも。

　旅のはじまりにはハイダルがいたし、その後はイシュアンも加わりワイト寺院を目指したのだ。その後は、ハギリやラーナが加入して、旅はなんだかんだといつもにぎやかだった。

　おいおまえ。簡単に安やす請うけ合いしたはいいけれど、本当に一人でたどりつけるのか？

「……いや、大丈夫だよ。うん。平気。たぶん。きっとぜんぜん平気」

　漠ばく然ぜんと浮かんだ不安を、むりやり飲み込んだ。

　これでも自分は、五英雄の一人だ。まがりなりにも世界最大のミッションクリア済みの身である。今さら一人が嫌などと言える立場ではないだろう。

「おいそこの間抜け面づら、止まるがいい」

　理人は、はっと顔を上げた。

「こんな朝っぱらからこそこそウロウロ、夜逃げか夜や盗とうか？　ここの家主はしみったれた魔術バカだから、ろくなものはないぞ」

　門柱の前に、小こ柄がらな人影がたたずんでいた。

　フード付きの赤いケープを目ま深ぶかにかぶり、その背格好から一瞬物もの乞ごいの子供かと思ったほどだ。しかし、向こうがフードをはずした瞬間、理人は驚きのあまり、持っていた地図帳を取り落とした。

　薄うす闇やみの中に浮かび上がったのは、明るい金髪と勝気そうな青い瞳。

　つんと気まぐれな猫を思わせる面おも立だちは、一瞬性別を見間違うほど整っている。

　この顔。六年ぶんの時はたっているが、どう見ても──。

「……イシュアン・トロール……」

　理人は呆然とつぶやいていた。

　間違いないだろう。六年前にともに旅をした五英雄の一人。

　目め敏ざとき者、《盗とう賊ぞく》イシュアン・トロールである。












「ははっ、ひさしぶりだな。相変わらずのちびったれ……ってわけでもないか。くそ」

　近づくと、目線が頭一つ近く違っていた。理人の方が高い。そのことに気づいたイシュアンが、ちっと舌打ちした。

「なんだこれ。おまえちょっと詐さ欺ぎじゃないか？　なにを食ったらそんなにでかくなるんだ。巨人の豆か？　変へん化げの杖か？　靴底にコルクでも仕込んでないだろうな。犯罪だけはやめておけよ」

「いや、普通だと思うけど……」

「噓をつけ」

　それ以前にどうしてここにいるのだ。

　だってイシュアンは。イシュアン・トロールは──。

「あ。なんだ。まさかおまえ、ハイダルになんにも言われなかったのか？　こっちはおまえを喚び出すって前々から聞いてたんだぞ」

　軽い頭痛をこらえていると、イシュアンはあきれたように言った。

　理人は首を横に振った。ぜんぜんまったくだ。ノン知識だノーマークだ。

「はあん。あいつめ、オレ……じゃない、私が稼か業ぎようにいそしむものだから気を利かせたな。余計なことしやがって」

「稼業？」

「決まってる。金かね儲もうけだよ。銭ぜにだよ銭」

　イシュアンは、少女とみまごうばかりの秀しゆう麗れいな顔にそぐわない仕草──親指と人差し指を丸めて、『お金』のマークを作った。

「金、儲け……？」

「そう。封印が終わってこっちに戻ってきた時、国王や市長からけっこうまとまった金をもらっただろう？　貴族とかになるのは興味なかったけど、この金を元手にいろいろはじめたんだ」

　なんでも討伐の報奨金を使って、故郷の村を買い上げ、農園を整備し、農場主としてばりばり稼ぎまくっているところらしい。

「……すごいね、それは」

「だろう？　まあ聞いてくれリヒト。いまやトロール商会の錬れん金きん術じゆつといえば、知らない人間はいないぐらいだぞ。村のワイナリーで作るぶどう酒が街の連中に大うけでさ。作っても作っても追いつかないんだ。今度はチーズやハムもセットで売り込んだらまたまた大ヒット。評判が評判を生み金がざくざく。経営陣一同、笑いが止まらないぐらいなんだ」

　実際イシュアンは笑っていた。

　そういえば、冒険が終わった時になにをするか、六年前に話していたことがある。

　ハイダルは律りち儀ぎに研究。ラーナはつれなく保留。ハギリ老師は即答で修行。金がたまったら商売でもするかと言っていたのはイシュアンだ。

　本当に夢をかなえたらしい。

「……じゃあ、うまくやってるんだ。困ってたりは、してないんだね」

「当然！　経営としちゃすこぶる安定しているからな。だからおまえの手伝いをする時間はじゅうぶんあるんだ。リヒト」

　ぽんとこちらの腕を叩く。勝気な瞳が、あの頃のように明るく輝いていた。

　なあリヒト。楽しいことをしようと。

「一人が不安なら、このイシュアン・ブリリアント・トロール様がつきあってやらなくもないぞ。今ならゴージャスな馬車付きだ」

　いつのまに苗みよう字じが増えたのだ。

　後ろにひかえた幌ほろ付きの馬車は、おそらくイシュアンが経営しているという『トロール商会』のものだろう。側面にブドウの絵が描いてあった。

　かなわないなと思ってしまう。

　どうしていつも、助けが欲しいなと願ったときに現れるのか。

　これでは跳ね除のけられないではないか。

「……お願い、できるかな」

「なに、聞こえない」

「行こう、一緒に！」

　イシュアンは、尊そん大だいな顔つきから一転、ニッとうれしそうに顔をほころばせた。

　羽のような身軽さで、馬車の荷台に飛び乗る。

「全速、前進！」

「なに、僕が御者なの？」

「当たり前だろう！　オレ、じゃない私の馬車だぞ！」

　ハイサー。

　馬車はせきたてられるまま、朝もやの市街を走りはじめる。昨日の道で感じた息苦しさは、もうなかった。

　仲間がいればどこへでも行ける。なんでもできる。その気持ちで前を向いて進み続ける。

（そうだ。ずっとこうしたかったんだ）

　あの頃からずっと。

　さあ、ここからがニューゲーム。『今度こそ』世界を救いに行くのだ。

　冒険の、はじまりだ。
















　あの頃、村を出て隣町に行くのにだって勇気がいった。

　人里から離れた山や森には魔ま獣じゆうがはびこり、商品を持って移動する商人たちは、積つみ荷に以上の傭よう兵へいを雇い、魔獣の脅きよう威いからわが身と荷物を守っていた。

　貴族たちは、大勢の衛えい兵へいとともに城壁の内側に引きこもるか、すべてを代官に任せて都心での社交を謳おう歌かしていた。丸投げされた代官による悪あく政せいも横行していた。

　町に暮らす人の世界は狭く、遠くから届く手紙はそれだけで奇き跡せきのようだった。

　宝ほう王おう暦れき二七六年。

　魔神アルゴスが封印されたことにより、人々は魔獣の恐怖から解放され、同時に移動の自由も得たといわれている。

　──そう以前に理り人ひとが聞いていた通り、道は本当に快かい適てきになっていた。

　魔神降こう臨りん時代なら魔獣の餌え食じきになっていたような、人里離れた平原の一本道すら、牛や羊が放牧されて草を食はんでいるのである。村から村への定期便や、郵便馬車とも何度かすれ違った。

　何より、ウィルタミア国内の仕組みがだいぶ変わっていた。

「──へ、転てん移い門もん？」

「なんだ。リヒトは知らないのか？」

　街道を馬車で進みながら、しばらく行った頃である。

　理人は『旅のしおり』に従い、途中の分かれ道で道を曲がろうとしたのだ。道の片方はウィルタミア西部、もう片方は南部へと進む道だ。ワイト寺院は南にあり、当然後者を選んだのだが、なんで遠回りするんだとイシュアンが言った。そこから転移門なる話になったのだ。

「ううん、知らないよ。なにそれ」

「転移門っていうのはだな──」

　イシュアンは馬車の幌ほろの中で、自由気ままに寝そべっている。まるで優ゆう雅がな猫か王侯貴族様だ。

　床の上で組んだ足が、ぷらぷらと揺れていた。

「ようは魔術師が常じよう駐ちゆうしてて、人や荷物を拠点に飛ばしてくれるんだ。ウィルタミアにはいま四つある。金はかかるけど時間は短たん縮しゆくできるぞ」

「ちょっと待って。何それ。初耳すぎるんだけど」

「当たり前だろう。おまえが出ていってからできたんだから」

「えー……」

　御者台の理人は、愕がく然ぜんとした思いで『旅のしおり』を見つめ直す。

（……載ってない……）

　たいていのところはクリア済みだと思っていたが、その後にできたものには対応できないらしい。

「なんか国が宝ほう物もつ庫こに入れてた転移用の宝ほう珠じゆを、一般に開放したんだよ。魔獣がいなくなって、人の移動も活発になったしな。ワイト寺院に行くなら、このまま西に真っ直ぐいって、途中にある転移門を使って、トムカムまで出るルートが手っ取り早いと思う」

　理人は落ち込んだ。ひどい。ひどすぎる。あんまりだ。トムカムなんて、予定の半分以下の日程になってしまうではないか。

　あんなに苦労して旅をしたのに。山を越えて川を越えて、魔獣の危機にも負けず、風にも負けず、雪にも、夏の暑さにも負けない丈夫な体を持ち、欲はなく、けして怒らず、いつも静かに笑っている、一日に玄米二合と味み噌そと少しの野菜を食べ──いやいやそうじゃない。

「……ごめん。ちょっと一人で考えていいかな」

「は？　いきなり何いってるんだよ。リヒト！」

　魔獣がいなくなったどころか、ワープ！　ワープゾーン！

　浦うら島しま気分をなだめるのに、半日は口をきかずに押し黙った。

　そして、浦島気分といえばもう一つ。

「──なあ。もういつまでもふてくされてないで機き嫌げん直せよ」

「べつになんとも思ってないよ」

「動く死体みたいな顔してるぞ」

「単に転移で酔っただけだよ」

「めんどくさいやつ……」

　街道に新しくできたという転移門は、なるほどちょっとした町か道の駅のようだった。

『物』を届けて欲しい人間、受け取りたい人間が受付に列を作り、『人』ごと転移したいときは、別にチケットを買い列に並ぶ。なかなかの人の入りだ。

　しばらく順番待ちをした後、理人たちはまず馬車を転移させた。

　石造りの建物内に常設した魔ま方ほう陣じんが、明かりもないのに光を放つ。中の係員の指示のもと、馬の鼻先から荷馬車の後輪まで、そっくり陣の内側へ入れた。

　制服を着た魔術師が、転移の呪文を唱えた。

　ヴン、という空気がぶれるような音がして、あっという間にその姿が消えた。これで馬車の転移は完了だ。

　続いて理人たち人間の番だった。同じ手順で魔方陣に並ぶ。

　そうして無事にトムカム側の魔方陣にまで転移したのだが、ちょっと二度目はないなと思うぐらい気持ちが悪かった。

「あれはさ、人間が使うものじゃないと思うんだ……」

「個人差ってやつか？　オレ……じゃない、私はべつになんともなかったぞ」

　ふうんそれは良かったね。ひどくすっきりしたイシュアンの横顔に、思わず恨うらみがましい気持ちにもなってしまう理人である。

　いわゆる荷物の運うん搬ぱんには利用するが、自分自身は利用しないという者も多いらしい。ネックはずばり運賃の高さで、庶民にはおいそれと手が出ない料金だということだが、使い心地の部分も大きいだろう。もう時代遅れの人間でいいと理人は思った。

　馬車の受け取りは、また後ほどでもいいということなので、まずは外に出ることにした。

　建物を出ると、本当に景色が今までのものと違っていた。

「うわ……これは……」

　王都周辺の、どこまでもなだらかな田でん園えん風景から、起き伏ふくに富んだ山間の街に。

　いきなり目の前に山が見えて、理人はぎょっとした。

（ほんとにトムカムまで来たんだ……）

　トムカムは、森と山に囲まれたウィルタミア南西部の街だ。鼻を動かすと、匂においからしてもうぜんぜん違う気がする。

　すでに一番険しい峠は越えている。このまま東に向かってずっと進めば、目的地であるワイト寺院もそう遠くはないはずだ。

　人々の服装も、都会風の服装と、山間部の民族衣装を着た人間が入り混じっている。傭兵らしい武装した人間の数は、以前に比べてぐっと減っていた。

　昔は寺院に向かう巡じゆん礼れい者しやや、旅人が装備を固める中継地点の色が濃かったのに、土産みやげ物もの屋までできている始末で、ずいぶん気楽な場所になってしまったようだ。

「食事にしないか。腹がへっただろう」

「え……」

「あんまり腐くさるな。オレ……じゃない、このイシュアン様がおごってやるぞ。電撃的カンであの店に決めた」

「えー」

　食事や休憩どころがずらりと並ぶ通りを、とぼとぼと歩き出す。正直、まるで食欲がわかなかった。

「──と、すみません」

「あぁん？」

　すれ違い様、肩が触れたかと思ったとたん、男が勢いよく振り返った。本能的にやばいと思った。

「なんだぁおまえ。ぼーっとしてんじゃねえや！」

「す、すみません」

「謝りゃいいもんじゃねえだろ。やる気か、ああ？」

「とんでもないです。すみません」

「気をつけろ！　どこに目ぇつけてやがる！」

「以後気をつけます」

「くそバカ野郎！」

　怒る人には、ひたすら低姿勢でやり過ごす。もともとこちらの顔色が悪かったせいもあり、男は怒鳴り飽あきたようだった。

「とんだ弱腰野郎だ」

　舌打ちしながら、仲間のところへと歩いていく。

　そちらのご面相もあまり上品とは言いがたく、やはり言い返さなくて正解だったのだと思う。

　イシュアンがこちらを振り返った。

「大丈夫だったか？」

「……大丈夫だと、思いたいね……」

「おまえもいいかげん平和主義だな」

「だってさ……」

　理人はこっそり彼らを見やった。

　食べ物屋が並ぶ界かい隈わいでたむろする姿は、まるで餌えさの足りない野犬のようだった。

　そして、イシュアンが選んだ店は、『銀ぎん狼ろう亭てい』という、比較的こぎれいな定食屋であった。中はランチタイムの活気に満ちていた。これから王都方面へ行く者、逆に王都からこちらへ来た者、いろいろな人間が食事を楽しんでいるのだろう。客層はバラエティに富んでいた。

　空席につくと、看かん板ばん娘むすめらしいウェイトレスが、理人たちの前にやってきた。

「いらっしゃい！　ようこそ銀狼亭へ！」

　ピンクがかった金髪のボブカット。かなり『豊満』という言葉が似合う体つきだが、素朴で化粧っ気がないせいか嫌みがない感じだ。

　イシュアンが、メニューを開く前に言った。

「おすすめはなんだ？」

「ぜーんぶ！　と言いたいところだけど、羊の網あみ焼やきがおすすめよ、かわいこちゃん」

「じゃあそれにミモザサラダとベリーのプディングをつける。最近はこのあたりの景気はどうだ？」

「そうねえ……」

　注文の品を書き留めながら、ウェイトレスは考えこむ。

「ご覧の通り人がいっぱいで商しよう売ばい繁はん盛じよう。忙しくてたまんないわ。カビのはえたご老人方は、昔の方が静かで良かったってぼやくけど、本気で言ってる？　って感じ」

　なにやらご老人扱いされた気がして、心が痛む。

　イシュアンは、なるほどねとつぶやいた。

「確かに、いいことだけじゃないだろうな」

「それでも三食ごはんが食べられることが一番よ。ほんと五ご英えい雄ゆうさまさま。あなたたちは、転移門から来たの？」

「よくわかったな」

「わかるわよお。だって服のくたびれ具合がぜーんぜん違うもの。自分の足で山越えして来た人間は黄ばんでるものね、全体的に」

「ああ、そうなのか。私たちはワイト寺院に行くつもりなんだ」

「巡礼？　いーわねえ、それも定番よね。ほら、こっちの奥様方も同じらしいわよ」

　ウェイトレスは、理人たちの隣のテーブルを見やった。

　そちらは品のいい若いご婦ふ人じんと、五、六歳の女の子の二人連れだった。

　六年前なら、こんな組み合わせの旅行者がトムカムにいること自体、ありえなかっただろう。本当に隔かく世せいの感だ。

　理人たちと目が合うと、婦人が軽く会え釈しやくをする。女の子のほうは、もじもじとフォークをにぎりしめた。

「こんにちは、はじめまして」

「……じめ……して」

　女の子は、ますます真っ赤になった。どうやらかなり恥ずかしがりやさんらしい。

「ごめんなさいね、人見知りで」

　ご婦人の方が謝った。

「昔から体が弱くて、一度お参りしようと思ったんですよ。門前町のカウラギに親しん戚せきがおりますから、お山の本ほん殿でんまで上がるのは無理でも、そこから一目だけでもと」

「いいですね」

　理人たちも笑顔になった。

「そうそう、だ・か・ら！　さっきも話したところなんだけどね、ここからワイト寺院を目指すんだったら、川沿いの道はぜーったいに行っちゃだめだって」

「え？」

　理人も意外だった。

　そちらは起伏も少なく道も整備され、一番安全なルートのはずだ。

（──はっ）

　よもやまた『旅のしおり』に漏れがあったのか。

「それがねえ、この間の大雨で、橋が流されちゃったのよ。知らないで行くと遠回りになるから、面倒でも森側から行ったほうがいいわよ」

「なるほど。情報感謝、だ」

「どういたしましてかわいこちゃん」

　相あい槌づちを打つイシュアンの隣で、理人もこっそりと安あん堵どする。

「……で、そっちの僕は？　ご注文はなに？」

「あ、僕も同じのでお願いします」

「りょーかい。じゃ、そういうことで」

　ウェイトレスは腰を振り振り、テーブルを離れていった。

　短いスカートで、太ももの半ばまで脚が見える仕様だ。

「……ふうむ。まあ、ご立派な尻ではあるな」

「い、いやべつに」

　イシュアンはつまらなそうに目を半眼にした。

「さあどうだ、リヒトよ。これがいわゆる、地元でしか得られない貴重な情報という奴だ。来た甲か斐いがあったろう」

「わかってるよ──」

　おそらく、イシュアンも同じことに気づいたのだろう。『いいことだけではない』とは本当だ。

　ただし、答え合わせをしようにも、ここで口にするには危険すぎる。

　しばらくすると、よく焼けた羊の肉とサラダがテーブルにやってきた。理人たちは気を取り直し、籠に入ったフォークとナイフを手に取った。

（へえ）

　こういうときに意外に思うのは、イシュアン・トロールの、おもいのほか綺麗なナイフ使いだった。

　昔は山奥からクマの子供が降りてきましたとばかりに、ものすごくワイルドな食べ方をしていたものだが。今はどうだ。首から下だけ見れば、テーブルマナーは完璧だ。

　まじまじ見ていたら、向こうも視線に気づいたようだった。

「なんだ。おまえにはやらないぞ。自分のをまず食べろ」

「……いや。なんていうかさ。お上品になったよね、イシュアンて」

「あちい！」

　熱い肉をまともに口へ入れてしまったようで、慌ててグラスの水をあおっている。

「い、いきなり、なんだっ」

「オレじゃなくて、『私』って言うようになったしさ」

　思えばこれもまた、六年の間に変わったことといえば変わったことなのだろう。

　野や生せい児じから、一丁前の人間に。あまり乱雑な言葉は使わないようにしているような感じだ。

　そんな素直な感想を述べると、イシュアンは、居心地が悪そうに目をそらした。

「……べつに、大した意味はない。商売をしようと思ったら、信用を得る努力は必要だってな。うちの経営陣が、いろいろうるさいんだ」

「へえ。でもえらいよ」

　うつむくその頰に、かすかな赤みがさす。

「まだ間違えてばっかりだけどな」

「うん。一歩間違えると女の子だよね」

　冗談めかして笑った。

　同じように笑ってもらえるつもりだったのだが、イシュアンは笑わなかった。

　かわりに自分のフォークを、突如として逆手に握り直し、理人の皿の肉をすべて突き刺して自分の口に突っ込んだ。

「わ──っ」

「ふまひな」

「自分のから食べろって言わなかった!?」

「食えばいいだろう。けふ」

「飲んだ。飲み込んだ」

「さあ遠えん慮りよするな」

「もうないよ。付け合わせのニンジンしかないって。あああ」

「おまえが悪い」

　開き直るイシュアン。理人は空の皿を見つめて途方にくれる。まったく──変なことを言うものじゃないと思った。





　　　　　＊＊＊






　銀狼亭で食事を終えた後は、馬車を回収してトムカムを出た。

　緑の山がダイナミックに迫る街道は、他の道と同じように、以前より整備され広くなっていた。小型の荷馬車で通るのも、ほとんど苦にならない。

　イシュアンは、「体力の温存だ」と言い張って、荷台で昼寝を決め込んでいる。

　御ぎよ者しや台だいで馬の手た綱づなをにぎる理人は、もちろん寝るわけにいかないわけで。

　空には千切れ雲が点々と浮かんでいた。

　間に見える太陽は、例によって二つ昇っていて、しかし地球の二倍暑いかというとそうではない。

　こちらの世界の人間は、この二つの太陽の距離感や角度によって、驚くほど正確に日付や時間を把握している。なにせ路ろ地じ裏うらの子供ですら「西にあって陽が真っ直ぐに並ぶ頃」「縦に遠く並ぶ頃」と当たり前のように話すのだから驚くだろう。

　理人は当然、そんな達人のような境きよう地ちには達することができない。しかし、頭の上につねにカレンダー付き時計があるような感覚なのだろうと想像している。

　この世界がどういう仕組みでできているのか、六年前からわかるようでわかっていない自分がいる。

　いっそ学校で習ってきた物理の知識が通用するか、試してみたい気持ちにかられたが、教科書を置いてきてしまった。暇つぶしぐらいにはなっただろうに。残念だ。

　そして、道は途中で二手に分かれていた。

「イシュアン、イシュアン。どうする？　道が分かれてるんだけど」

「……地図はどうなってる」

「右」

「ウェイトレスが勧めてたのは」

「左、かな」

「じゃ、左だろ」

「わかった。左、と」

　銀狼亭のウェイトレスが勧めた道は、川と合流する大きな道ではなく、森へと分け入る小さな道だった。

　こちらの道は、分け入るほど曲がりくねって蛇だ行こうし、見通しはあまりよくない。車輪に伝わる衝撃も格段に上がる。

　やがて、二つの太陽が次々に沈んでいった。

　道の真ん中で、理人は馬車を止めた。

「……リヒト」

「……うん。わかってるよイシュアン」

　気づけば理人たちは、複数の人間に囲まれていた。

　茂しげみの間から、武器を手に持った男たちが現れる。

　粗そ末まつな剣や斧おのだ。あまり上等な装備ではない。

　おそらくは廃はい業ぎようした傭兵が、食い詰めて野盗に成り下がった類たぐいだろうか。まさかこんなところで、魔神封印の影響を見ることになるとは思わなかった。

（いいことだけじゃないってね）

　野盗と盗賊の違いは、まず盗賊組合ギルドに所属しているかいないかが大きいだろう。

　イシュアン・トロールを含め、職業として盗賊を名乗る者たちは、この手の略りやく奪だつ行為を『店で魚を買ってくる漁師』と軽けい蔑べつし、掟おきてでも固く禁じている。

　彼ら盗賊の本分は、未知なる迷宮の踏とう破はと、希少な財宝の発見だ。そのためには、フィールドにはびこる魔獣さえも臆おくさず屠ほふってきた歴史がある。

　先頭の男には、見覚えがあった。

「よお。また会ったな弱腰クン」

　昼間にぶつかって因いん縁ねんをつけてきたチンピラである。手には、反りのある太た刀ちをぶら下げていた。

「あなたは……」

「お会いできてうれしいよ」

　刀傷のついた唇くちびるの端を、男はニッと引き上げる。

「……ずっとここまで、尾つけてきたんですね」

「は、その通り。おまえらなんざいいカモだよ。転移門から馬車ごと出てくるなんざ、さぞかし懐ふところのあったまったいい金ヅルだってな！」

「銀狼亭の店員もグルだった」

「ご名答！　さあ、痛い目にあいたくなければ、有り金置いてくんだな！」

　理人はため息をついた。

　おそらく『上客』と見れば、噓の情報を吹き込んで、人ひと気けのない襲撃ポイントに誘い出していたのだろう。とんだお食事どころである。

　ここは近道どころか、飢えた狼たちの餌えさ場ばである。

「……あのウェイトレスさん、太ももの刺いれ青ずみがあなたと同じ柄がらだったんで、たぶんそうなんだろうなと思いました」

「げはははは！　なのにのこのこやってきたっていうのか。バカじゃねえの」

　男たちは、どっと笑った。

「ああいいぜ、頭の弱いかわいい僕ちゃん、怖いんならそこでじっとしてな。俺たちが丁寧に身み包ぐるみはいでやっからよ」

　刀傷の男は、抜き身の太刀をちらつかせつつ、にやつきながら馬車によじ登ってきた。

　その回答は、踏み込んだ幌の中からあった。

「うぼあ！」

　男が、悲鳴とともに幌から弾きだされた。大きく弧を描き、地面に落下する。

　しんと場がしずまりかえった。

「──汚い足で、このイシュアン・トロール様の馬車に踏み込むな。下げの下の下め」

　イシュアンが、荷台から顔を出した。

　その右手にはまる腕輪が、警告のように赤く発光していた。

　失われたトロール家がイシュアンに残した遺い産さん、『思い出の護まもり』だ。

　持ち主の命の危機を、高確率で回避してくれる魔法の品マジツクアイテムである。弾き出されたということは、主人に何かしら良からぬことをしようとしたと判断されたらしい。

　やられた側は、キツネにつままれたとしか思えないかもしれない。

「馬車の清掃と消毒代で二百ガル。精神的苦痛を味わった慰謝料で五百二十ガル。合計七百二十ガル請求するところだぞ」

「ふ、ふざけんな！　いきなり何しやがる！　この糞くそチビ！」

「ほーう。チビの上に糞ときたか。また加算だな」

　イシュアンは、左手を持ち上げる。今度は袖から高速で繰り出されたワイヤー付きの錨アンカーが、食って掛かろうとした男の体を直接吹き飛ばした。

「ぐあぁっ」

　さらに遠くへ吹っ飛んでいく。

　イシュアンが、伸びたワイヤーを巻き取りながら地面へと飛び降りた。

　トレードマークの赤いケープの裾すそを払い、細い腰から短剣を抜く。そのまま男に向かって切っ先をつきつける。

「こ、この」

　イシュアンの口上は続いた。

「おまえらの悪事ぐらい、こちらはとっくの昔にお見通しだ。それでも何な故せここまで来たかと言えば！」

「僕らよりも先に、この道を進んだ親子連れがいたはずです。彼女たちはどうしていますか」

「こらリヒト！　おまえ人の話の腰を折るな！」

　抗こう議ぎを受けるが、あまりのんびりもしていられないのである。

「どうなっていますか？」

「は──どうもこうもねえよ。なんでおまえらがそんなこと気にする」

「気にしちゃいけませんか」

「頭おかしいんじゃねえのか。馬鹿だ馬鹿」

　野盗たちは、本気で理解できないようだった。

「いちいち心配しなくてもな、この先でおいしくいただかせてもらってる最中さ。有り金出して命いのち乞ごいするのは無様の一言だったがな！」

　大口を開けて笑っている。

　その笑う男の体が、次の瞬間、悲鳴とともにくずおれた。

　あたりにいた仲間も、次々に得え物ものを取り落としうめき声をあげる。

　理人が腰の剣を抜いたまま、そんな彼らの後ろに着地する。黒い鞘におさまっていた半透明の刃は、全員を斬り捨てた後もくもり一つなく、輝きも失っていない。

「……お、おめえ剣士か……？」

「見えないかもしれませんけど、一応」

　ずっと剣はさげていたのだが、玩具おもちやかお守りにでも見えていたのだろうか。

「馬鹿な……は、速すぎだろ」

「その腕で、黒髪の剣士、リヒト──ま、まさかおめえ」

　二度目の剣けん撃げきが、男の首筋を狙ねらう。鋭利な刃を首の皮に沿わせながら、男はかすれた声でつぶやいた。

「……『名無しノーネーム』の、勇者──」

「リヒト！　こいつらは私がまとめて絞しめる！　先に行け！」

「わかった」

　理人は剣を振り走った。イシュアンの絞める宣言に、残された野盗たちが悲鳴をあげた。

　くれなずむ薄闇の中、蛇だ行こうし見通しの悪い山林の道を進んでいく。

　なんとか間に合ってほしいと願い続け、緩い坂道を登る──その時だった。

「いやああああ！」

　理人の進行方向で、絹きぬを裂くような悲鳴がきこえた。

　これは絶対に空耳ではない。間に合わなかったか。理人は舌打ちしたくなった。

　足をさらに速めると、地面に人が倒れていた。すわ最悪の展開かと覚悟したが、どす黒い血だまりの中に横たわっていたのは、例の親子ではなかった。

（どういうことだ……？）

　野盗の一味らしい、武装した男なのである。

　その体は、鋭利な爪か牙のようなもので、装備ごとえぐり取られていた。

　男から目を離した理人は、さらに息をのんだ。

　わずか二十メートル先では、理人の想像を超えた惨さん劇げきが繰り広げられていた。

　怪物だ。巨大な双そう頭とうの狼が、両断した野盗の上半身と下半身を、別々に食らっている最中だった。

　狼の輪りん郭かくは、常に陽炎かげろうのように歪ゆがみ、踏みしめている地面は灰へと帰る。

　少し離れた木の下では、衣服の乱れた母親が、子供にだけは見せまいと、必死にその顔を覆い隠していた。

　──間違いない。魔神の歪みが送り出した眷けん族ぞく。アルゴスの魔獣である。

（なんで）

　ここまで安全な旅だった。普通に人も行き来していた。どうしてここに来て、また魔獣に出くわさないとならないのだ。

「た、たすけ……」

　怪け我がを負った野盗が、血まみれで這はい進んでくる。その体は直接的な負傷以上に、魔獣の邪気で汚染されていて、虫の息と呼んで良かった。数分後には死亡するだろう。

　母親が叫んだ。

「逃げなさい、あなた！　ここは危険です！　早く！」

　そんなこと、できるはずがない。

　理人は『月の滴しずく』を抜き放つ。

　魔獣がこちらに気づいた。食べかけの遺体を放り出し、こちらを向いた。唾だ液えきにまみれた口から、黒い邪気が漏れていく。

「……我は、戦う者なり。敵を屠ほふり下すまで止まらぬ者なり。歩め走れ、切り開け」

　それはかつて友に教えてもらった、戦端を切り開く甚じん句くだ。

　弱い自分を鼓こ舞ぶし、体中に血を走らせるまじないだ。ひさしぶりに口に出して唱えてみたが、体はちゃんと覚えていた。

　速まる脈みやく拍はくを身近に感じる。一方で、意識はクリアに冴えていく。

　魔獣に向かって疾しつ走そうする。

　正面からその巨体が飛び掛かってきた。理人は剣を一いつ閃せんさせ、双頭の分け目に刃を叩き込む。

　重い衝撃とともに、その体が中途で止まる。遅れて猛もう毒どくの体液が噴き出し、理人は頭からそれを浴あびた。

「いやあ！」

　母親が悲鳴をあげる。

　無理もない。魔獣の体液は邪気の塊かたまりだ。しかし理人は倒れない。全身から毒素を漂わせながらも、突き刺した剣を支え続けている。魔獣が苦しげにもがき続ける。

「──僕に邪気は通用しないから」

　あとは純粋に技と力比べだ。耳につけたピアスが光った。

「剛ごう・圧あつ・熱ねつ・破は──砕けろ！」

　その瞬間、剣を突き刺した魔獣の体が真紅に変わり、内側から膨ふくれ上がって砕け散る。

　もともとは女剣士のラーナの得意としていた技である。物まねのピアスで模も写しやし、身につけたものだった。

　四し散さんした魔獣は、草の上に小さな宝ほう玉ぎよくを落としていた。

　これは今までに魔獣が食らってきた、人間の持ち物だ。骨や皮は消化されても、金や宝石などは溶けずに体内に残るらしく、たまにこうして地上に落とし物をして消え去るのである。

（ハイダルにも感謝しないと……ちゃんと使えるやこの剣）

　華きや奢しやな外見なわりに、強度は十分だ。魔獣にも通用する。

　理人は剣をおさめて、宝玉を拾った。今回はかなり上等なエメラルドだった。

「リヒト！　大丈夫か！」

　イシュアンがこちらに駆けてくる。

「僕は大丈夫だよ。僕の方は」

　そう言ったのは、気がかりな人がいたからだ。

　理人は後ろを振り返った。賊ぞくの姿はなく、少し離れた木の下では、呆然と座り込む親子の姿があった。







　母親はアイネ。娘の方はニナと名乗った。

　森の中で火をたき、荷馬車に入れてあった毛布も彼女たちに手渡した。

「周りに怪物モンスター除よけの罠わなを仕掛けた。ここは絶対に安全だぞ」

　イシュアンはそう言って、親子の心を落ち着かせることに腐ふ心しんした。

　暖かい毛布にくるまれると、ニナの方は少し安心したらしく、やがてアイネの膝ひざ枕まくらで眠りはじめた。その頰ほおには、痛々しい涙の跡あとが残っていたけれど。

「……助けていただき、ありがとうございます」

　アイネが言った。

　小さな声だ。だが、はじめて自分から発した言葉と言ってよかった。

　炎に照らされた顔は、青ざめ憔しよう悴すいしきっている。無理もないだろう。あんな恐ろしい目にあえば。

「僕らこそ。来るのが遅くて、すみません」

「とんでもないです。この子が助かって本当によかった。感謝しています……」

　アイネはそのまま何度も、娘の髪をなでている。

　今はあまり多くのことは考えられないのだろう。

　二人は王都の生まれで、門前町カウラギにある家は、アイネの母親の実家だという。

　アイネはニナを見つめて目を細める。

「……この子はですね……もともと父親の顔を知りません。この子が生まれる前に、亡くなりましたから。それでも戦乱が終わってから生まれた子なんです。魔獣の恐怖も、外に出られない不自由さも、何も知らずにすんでいました。嫁とついでから一度も里帰りできなかった私の母に比べれば、この子は恵まれていると思います。できればこのまま、怖い目にも苦しい目にもあわずに生きてほしいって。そう、願ってきたんです」

　中心で燃える焚たき火が、何も変わらずぱちりと爆はぜる。

「甘かったんですね」

　それは違うと言いたかった。

　子供の幸せを願わない母親がどこにいるだろう。彼女の願いは、人としてごく普通のことだ。誰だって傷ついていいはずがない。

「私にはわかりません。この世界は、元に戻ってしまったのでしょうか。魔神は偉い五英雄の方々によって討伐されたと聞いていますが、本当はそんなことはなかったのでしょうか」

　理人は、無言で拳こぶしを握り締めた。

　確かに倒して封印したつもりだったのだ。だがしかし、それを口にすることはもはやできなかった。現げんに魔獣は現れ、彼女たちの命を脅おびやかしたのだから。

　だからアイネの独白に近い問いかけは、そのまま独白として終わった。

「……寝ませんか。ふりだけでもいいですから」

　かろうじてそう言って、その日は荷馬車の中を寝所として親子に提供し、理人たちは外で休むことにしたのだ。

「──リヒト」

　そして──深夜。

　理人は耳元で、小さなささやきを聞いた。

「おまえ、起きてるだろ？」

　隣で横たわるイシュアンからだった。

　雑ざ魚こ寝ねで仮眠を取るはずだったが、眠れるはずがなかった。

　魔獣が復活している。こんな町に近い森の中で。

　小さくした熾おき火びが、森の木々に複雑な影を生む。

「……起きてる」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、認めた。

「だろうな。おまえのことだろうから。腹ん中でぐるぐるぐるぐる考えこんでガチョウの胃袋みたいになってるだろ」

　そっけない口調だった。理人は、思い切って起き上がった。

　そうして見下ろしたイシュアンの顔は、こちらを責めるでもなく、むしろ淡々としているように見えた。

「おまえのせいじゃないからな。なんでも背負い込むのは、間違いだ」

「でも、僕がちゃんとやってたら？　このぶんじゃ、封印は完全に解けてるよ。前のアルゴス戦では、何十年も封印できてたのに。僕が、きちんと魔神を封印できてたら、そしたらアイネさんたちは──」

「だったら僕らがって言え。このド馬鹿が」

　理人は言葉につまった。

「リヒト。いいか、オレ……じゃない、私たちはパーティーなんだ。ハイダルも、ハギリのじじいも、ラーナも、みんなでアルゴスを封印したんだ。確かにやったのはおまえだ。でも、おまえにやってくれってみんなで頼んだんだ。イシュアン・トロールの技も眼めもナイフも、みんなおまえを助けるために使ったけどな、責任は一緒だってずっと思ってるぞ。他の奴らだって一緒だ。私たちが『一』英雄じゃなくて、『五』英雄な意味を忘れるな」

　すこぶる偉そうな口ぶりなのに、反発する気にはなれなかった。

　そう──みんなで。

「起きたことは起きたことだろ。今は封印のために聖剣を取りに行くのが第一だ。違うか？」

「……うん、ごめん……」

「ハイダルだって馬鹿じゃない。何か対策ぐらいたててるはずだ」

「うん、そうだね……」

「いいから寝ろ。ちょっとでいいから」

「わかった」

「ちょっ、おまえどこで寝る気だ！」

　理人は十一歳のあの頃のように、ふざけてイシュアンの腹の上に頭をおろしてみた。

「快適だよ」

「勘かん弁べんしろこのドすけべが。くすぐったいって……だああもうっ」

　暴れようにも、馬車で眠る親子に遠えん慮りよしたのか、イシュアンも抵抗するのをやめた。おとなしく理人に体を貸し出した。本当になつかしい。

「こういうのさ、昔もよくやったよね。森でも山でも、迷宮ダンジヨンの中でもさ」

「ああ、おまえよくシクシク泣いてたよな」

「ちょっ、そんなのはじめだけだったって」

「どうだかな」

　イシュアンは意地悪く笑った。

「なあ、リヒト」

「ん？」

「おまえって実は……」

　続きを待ったものの、そこから先の言葉は聞こえなかった。

　夢かうつつか幻まぼろしか。睡すい魔まが襲う中では、すべてがあいまいになっていく。

「……ほんと、おまえって馬鹿なやつだよな」

　そんなつぶやき声を聞いたような気分になりながら、理人はひさしぶりに深く眠った気がしたのだ。







　そこから聖剣を得る旅は、イシュアンと二人旅から、親子が加わる四人になった。

　事件があった翌朝から、理人たちはワイト寺院を目指して出発した。トムカムに引き返す道も考えたが、親子の希望もあって進むことにしたのだ。

　へたに危険な記憶を呼び覚ます銀狼亭に近づくより、寺院を目指して門前町カウラギの親戚の家に行った方が安全だと考えたのである。

　こちらの本名を告げるのもまずいので、微妙に変えて『リート』と『イシュア』と名乗った。これなら適当に呼び合っていてもあだ名だと思ってもらえるからだ。

　そしていざ一緒に動きはじめると、恥ずかしがりやのニナもしだいに打ち解けてくるようになった。

「りぃとー。これおはな見て、おはな」

　馬車の幌から顔を出し、彼女はくしゃっと相そう好ごうを崩す。

「うん、綺麗だねニナ」

「ふふふ。あげる」

　そう言ってまた引っ込んだ。

　理人は御者台の上で、もらった花一輪をしげしげと眺めた。

「……もらっちゃったよ、イシュアン」

　イシュアンは、理人の頭上──馬車の屋根に寝転がっている。

「どうすればいいと思う？」

「好きにすればいいんじゃないか？」

「好きにって言われてもさ……」

「食うとか鼻はなにさすとか」

　この花、どう見ても煮ても焼いても食べられそうにない、小さな雑草である。鼻に入れるのはもっと却下だ。摘つんできて時間もたっているので、すぐにしおれてしまうだろう。

（なんか女の子って、花とか人形とかの遊び好きだよな。不ふ思し議ぎだけど）

　荷台の中では、ニナとアイネが摘んだ花を使って、ままごと遊びをしている。

　理人は、もういちど空を仰いだ。天気は比ひ較かく的てき安定していて、左右から迫る木々の、枝の花も満開だ。八や重え桜ざくらかなにかによく似ている。

　一つ思いついたので、道がしばらく真っ直ぐなことをいいことに、手綱を手放して立ち上がった。

「よっと」

　そこから狙いを定めて跳躍。剣で枝を切り落とす。

　落ちた枝をつかむと、思った以上に大きく、一メートル以上になってしまった。

「あのー」

　理人は幌の中に声をかけた。

「これ、使います？」

　わさっと枝の一部を見せる。

「まあ」

「うわあ！」

　親子が歓かん声せいをあげた。中に入れると本当に大きく、薄暗い幌馬車の中が、にわかに花だらけの花盛りになってしまった。

「綺麗」

「ありがとう、りぃと！」

「はは」

　ここまで手放しに喜ばれると照れてしまう。

「母さま。これね、女神様のお花ね。一番綺麗だから」

「そうね、それがいいわね」

「はい女神様。お花をどうぞ！　まあすてき」

　ニナは嬉き々きとして花房をむしり、なりきり遊びを続けている。

　アイネが言った。

「リートさん。イシュアさんにも差し上げたら？」

「え、イシュアン？　まさか」

「お花をもらって喜ばないひとなんていないと思いますよ」

　そういうたまじゃないだろう、あの現金主義は。

　ためらうものの、アイネは何やら確信をもって微笑ほほえんでいるのである。

「……でも」

　鼻の穴なんですよ。

「だまされたと思って。ほら」

　アイネは小さな葉付きの花を一輪、強く言って手渡してきた。意外に押しの強い人だったようだ。

　理人はけっきょく根負けし、のそのそと振り返って屋根の上に顔を出した。

「なあ、イシュアン。こういうのって興味あったり──」

　ところが肝かん心じんのイシュアン・トロールは、屋根の上で寝息をたてていた。

　木から飛んできた花びらが、髪や形のいい鼻び梁りようにいくつかついて、眠りながら手ではらいのけている。

　理人は小さく吹いた。

　やっぱりそうだよな。そういうもんだよな。女の子じゃあるまいし。思い直して御者台に座りなおした。

　背後からは、親子の歌うわらべ歌が聞こえてくる。





　　まあるいあな、まあるいあな、なにすてる？

　　すてたすてた、ぼろぐつすてた

　　あなあきくつしたすてた

　　ガミガミとうさんもすてた

　　ピリピリかあさんもすてた

　　すっきりさっぱり

　　だけどつぎのひ、てんからぼろぐつふってくる

　　うえはした、したはうえ

　　はじまりはおわり

　　おわりははじまり

　　みんなぜんぶもとどおり！






　なんだか変な歌だなと思いつつ、その不思議な旋せん律りつは、妙に頭に張りついて離れなかった。

　そこから理人たち一行は、山の裾すそ野のを平行して走る街道を進んだ。思いがけず気温が上がった日が数日続き、さらにその翌日の朝のことであった。

　前夜は道端の草地で野や営えいをし、食事をしてから火を落としたのは覚えている。

　理人は、鳥の声で目をさました。

　薄目を開けると、すでに二つの太陽が昇る時刻は過ぎていて、森の動物たちの活動もはじまっているようだった。道端に置いた馬車の荷台からは、なんの物音も伝わってこない。まだアイネとニナは休んでいるようだ。

　理人は、あくびをしながら起き上がった。

　野の宿じゆく生活もだいぶ体が馴なれ、起きたとたんに骨が鳴る悲鳴が上がるということもない。少々雨の日を呪ったり、地面の硬さと冷たさに辟へき易えきしたりもするが、ハイダルの装備に助けられている部分も大きかった。おかげで六年ぶりの冒険に、生活面から音ねを上げることだけはしないですんでいる。

（……ほんと現代人なめんなよって話だよな。なまってるからなー……）

　魔獣とは、あの時以来まだ遭そう遇ぐうしていない。

　理人はあたりを見回し、近くにいるはずのイシュアンがいないことに気がついた。

（トイレか……？）

　特に気にもとめなかった。そう思う自分も似たようなものだったので、毛布をはねのけると、野営地を出てさらに森の中へと分け入った。

　寝ぼけた体は夢心地で、半分地に足がついていなかった。




　──ザアァ……ン。




　鳥のさえずりに混じり、聞こえた水音はどこからか。




　──ザアァ……ン。




　理人は、遅れてあたりを見回した。

　うっそうとした茂みの向こうで、心しん臓ぞうが止まるようなものを見た。

「────」

　それは──今期二度目の水の乙女ウンデイーネ。

　泉だ。

　森の水場に鳥や鹿が集まってきていて、同じように金髪の少女が、生まれたままの姿で水浴びをしていた。

　一糸まとわぬ裸ら体たいは、余分な肉もなくしなやかに引き締まっている。それでいて、細いながらも腰や胸元のラインは、娘らしい曲線をゆるやかに描いていた。

　朝の光に肩や背中の水すい滴てきが反射し、髪と一緒に白い肌がまぶしいぐらいに輝いていた。

　思わずその場に立ち尽くしたのは、惹ひかれる気持ちと混乱が入り混じっていたから。

　余裕もなく、一歩後ろに退いた。踏みつけた枝が大きな音をたてた。

「──誰だ！」

　理人は、どうしていいかわからず、「出てこい！」という二度目の警告で、少女の前に出頭してしまった。

　少女は腰まで水につかりながら、目を丸くする。

　間近で見ても、やはりその顔は変わらなかった。綺麗な、一見して少女と見まごうようなその姿。

（どういうことだって）

　誰か教えてくれ。

　顔がイシュアン・トロールだったのだ。












「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　互いに言葉を失っている間、鳥の声だけが響き続けた。

「──い、いきなりなんだ！」

「──ごめんごめんごめんごめんごめんごめん！」

　イシュアンは首まで水につかりなおし、理人は頭に血がのぼりながら背中をむける。

「仕方ないだろう。いつもは馬車の中で体ぐらい拭ふけたけど、最近は無理だったし。昨日なんてすごい暑かったし」

「まさか、こんなとこにいるなんて思わなくて。わざとじゃないんだ。ほんとだって」

　お互い自分の言いたいことしか言わない状態だった。

　あのイシュアンが。女の子だった。いつから。いや途中で変わるわけないだろう。じゃあ昔から？

　美少女に見まごうどころか、本当に美少女だった──。

「……そこ、どけって。そんなところにいたら水から出られないじゃないか」

「ご、ごめん」

　理人はぎくしゃくと、背中を向けたまま五歩進んだ。そのまままた止まる。

　しばらくした後、イシュアンが水から上がってくるのがわかった。

　まぶしい裸体が、ハレーションのように頭に焼きついてしまっている。背中を向けているのに、彼女の動く姿が手に取るように思い浮かんでしまうのだ。

「ほんとに、びっくりしたっていうか」

　かすれた声が出た。

「……おまえ……まさか本当に私が男だと思ってたのか？」

　イシュアンの静かな問いかけに、理人は口ごもるしかない。

　男か女か、どちらなのかと問われれば。

「…………どっちなんだろうなあ、って迷ったことはあるよ。ただ、そのうち考えないようにしてたかもしれない。それどころじゃなかったし、聞かれるの嫌がってた感じがしたから」

「私が？」

「うん。自分は自分だっていつも言ってたじゃないか」

「そんなところか……」

　そう。考えることに蓋ふたをして、目の前の難題だけをクリアするような人間関係だった。イシュアンはイシュアンなのだと。

　イシュアンは、そんな問題など関係なく強くて、いつだって理人の上にいたので、いつしか触れないことが不ふ文ぶん律りつのようになってしまったのだ。

　先送りの蓋は反動で弾け飛び、理人の前に立ちふさがった。こんな風に、思いもかけないような形で答えを投下してくれた。

「……確かに、そう思われてた方が都合は良かったとは思う。あの頃は、弱点になるものは一つでもない方が良かったんだ……だからまあ、そうだな。今さらそういうおまえに、こんな見苦しいもの見せてすまなかったってところだな──」

「そんなことな」

「おいこらこっち向くな！」

　その瞬間、遠くで幼おさな子ごの悲鳴が聞こえた。

　頭上を大量の鳥が飛び去っていく。

「──いまの」

「ニナだ！」

　理人は、はじかれたように走りだした。

（なにが起きた？）

　最短で野営地の馬車の前にたどりつく。御者台に置いていた剣をつかむ。

「ニナ！」

「リートさん！」

　アイネが蒼白な顔で、街道の先を指差していた。

　一人で道を歩いていたニナが、雑草の花を手にして立ち尽くしている。その頭上を、三羽の鳥型の魔獣が、けたたましい声をあげて飛び回っていた。

　魔獣はこの間の狼よりも小型だが、抜けた羽根一枚でもニナに触れればただではすまない。魔獣の邪気は、この世界の人間にとって猛毒だ。

「ニナ！」

「あ、あの、ニナね、ニナね……みんなにおはな、とってこようって……」

「大丈夫そこにいて！」

　理人は『月の滴』の鞘を抜き放ちながら、ニナのところへ駆けた。

　鳥の魔獣が、ニナを狙って急降下してくる。無色の剣が、その首を横合いからはね飛ばした。すかさず動けないニナの襟えり首くびをつかんで駆け抜ける。魔獣の体液は、すべて理人たちの後ろに飛んだ。魔獣の首と胴体も離れて落ちる。

（セーフ！）

　すぐさま体勢を立て直して、二羽目を狙う。

　そんな理人の目の前で、魔獣がワイヤー付きの錨アンカーに貫かれた。

　少し離れたところで、イシュアンが錨銃アンカーガンを構えていた。特殊素材の錨アンカーに急所を破壊された魔獣が、勢いよく地面へと落下する。

　最後の三羽目が降下してくるが、理人は正面から迎え撃って斬りつけた。内側から強く圧力をかける。狼の時のように爆散させる。

　街道の上に、大量の宝石がまき散らされた。

「かあさま！」

「ニナ！」

　理人の後ろにいたニナが、半泣きでアイネのところに走っていく。

　母親の腕に包まれて、本格的に泣き声をあげた。

　理人は息をつき振り返った。

「助かったよイシュアン」

「あのぶんなら、怪我はなさそうだな」

　イシュアンも、ほっとしたようにワイヤーを巻き取って銃じゆう身しんを下ろしている。

　そう言う彼女はといえば、本当に速度優先でやってきたらしく、衣服は最低限のものしか身に着けていなかった。嫌でも体つきのラインがはっきりわかってしまうというか、目の置き所に非常に困る。

「にしてもすごい量の宝石だな。カラスは光物が好きとかそういうやつか？」

「イシュアン。あのさ」

　嬉々として宝石拾いをはじめた彼女に、理人は言った。

「……なんだ？　変な顔して」

「その……まずは服着たら？」

　言われてはじめて、自分の格好に気づいたらしい。

「～～～～～～～～っ！」

　声にならない悲鳴をあげ、耳まで真っ赤になりながら森の中へ取って返していった。

　なんだその反応は。勘かん弁べんしてほしい。魔獣のことさえ一瞬忘れてめまいを覚えた。

　通りいっぱいに、きらきらとした宝石たち。そしてイシュアンのしなやかな肢体の残像も。

（……どうなるんだこれから）

　自分でもよくわからなかった。
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「イシュアン様の、分ぶん析せきたーいむ」

　旅は、今まで以上に細心の注意が必要になった。

　できるだけ安全なルートを選んでいるつもりだったが、ワイト寺院に近づくにつれ、魔獣の遭遇率が上がってきてしまったのだ。数としては、もう六年前の冒険となんら変わらないほどではないだろうか。

　理人たちの目の前には、山の峡けい谷こくにかかる、たった一本のつり橋があった。

　橋の手前では、ニナやアイネが乗り込む馬車が、進むこともできずに立ち往おう生じようしている。

　さらに向かい側では、こちらの通路をふさぐように、大きな岩が転がっていた。

「落石で転がってきたって感じだけど──？」

「いーや違うね。それが奴らの擬ぎ態たいなんだ」

《盗賊》イシュアンの、『索さく敵てき』の眼が発動していた。彼女の青い瞳が、対岸の岩にそそがれている。

　理人は馬車の親子に振り返った。

「すいません。もうちょっとだけ待っててもらえますか」

「やっぱり魔獣ですか」

「すいません」

　アイネが顔を曇らせる。理人も気持ちとしては同じだった。何やってんだ五英雄。倒したんじゃないの聞いてないよ。己のことを棚に上げて突っ込みたくなってしまう。

　しかし、今はあれこれと考えている場合ではなかった。問題の解決につながる寺院への道はこの一本しかなく、迂う回かい路ろを探せばまる二日以上のロスになるだろう。

　イシュアンが指摘した魔獣は、ふだんは巣の中にこもって餌えさを待ち、近づいた時点で飛び出し捕食するタイプらしい。遠目には無機物の岩にしか見えないが、あれが魔獣の巣だという。

「出会いがしらにこっちから叩けば、有利に始末できる。おまえが苦労するレベルじゃないだろうが、深追いはするなよ。こっちに飛んできたやつは、ちゃんとこっちで始末するから」

　炎えん天てん下かの日差しに、イシュアンの金色の前髪が、白く透けていた。額ひたいの汗をぬぐう右手の、手首の細さがやけに目立った。

「リヒト？」

「──う、うん、わかった」

「ほんとか？　気をつけろよ」

　理人は剣の柄に手を触れると、一人でつり橋を渡りはじめた。

　橋はかなり丈夫にできているようだった。それでも足元のずっと下を、細く清流が流れていくのが見えると、背中のあたりがすっと寒くなる。

　無事に対岸まで渡りきると、目の前に魔獣の巣が迫った。

（……こうやって見ても、岩にしか見えないんだけどな）

　しかし、それを魔獣だというのがイシュアンで、理人は叩く係だった。

　彼女の声を思い出しながら、わずかに重心を低くすると、剣の柄に手をかける。

　耳のピアスが光った。

　一気に突き刺す。

「──破！」

　手ごたえは、およそ岩らしくなかった。むしろ生肉を断つような鈍い衝撃だ。気づけば『月の滴』の剣先に、蜂はちのお化けのような生き物が突き刺さっている。ぞわりと全身が粟あわ立だった。

　残りの仲間が、震えながら飛び上がる。その数は……四匹！

　理人は残りの魔獣に標的を変えた。返す刀で斬りつける。

（やっぱりイシュアンの言ったとおりだ。まだ動きが鈍い）

　一匹、二匹と倒していき、三匹目に手をかける。

　最後の一匹が、理人の手を逃れて飛んでいった。峡谷の反対側へ逃れようとしている。

　逃がすかと思った。あちらにはアイネやイシュアンがいる。

　理人はすかさず体を反転させると、魔獣を追ってつり橋を逆走した。見えているのは頭上の魔獣のみ。目で追いながら跳躍し、後ろから斬りつけ両断した。

　しかし、ほっとするのもつかのまであった。着地しようとする足元に、地面がなかった。

「え」

　ぎりぎりでつり橋のロープの上につま先を残すものの、バランスをとりきれずに──落下。

「馬鹿リヒト────っ！」

「やばいやばいこれマジでやばいって！」

　左腕一本で橋の踏み板にぶらさがり、大騒ぎでイシュアンたちが駆け寄ってくるような目にもあった。







　とにもかくにも。

「……つかれた」

　その一言につきる。

　野営形式で簡単な食事をとり、あとは眠るばかりとなる頃。小さくした焚き火を前にしていると、ついついぼやきの一言も漏れた。

「しんどいのか？」

　イシュアンが、理人の向かいに腰をおろす。

「……ん、ああ、ごめん。べつに平気だから。気にしないでいいよ」

　理人は、失言をごまかすべく笑った。

　なにしろ今は、イシュアンと二人だけの旅ではない。アイネはニナを寝かしつけるために、一足早く馬車に入っている。同どう伴はん者しやである彼女たちに、こんな弱音めいたことを聞かせるわけにいかなかった。

「なんだかな。一度通った道のはずなんだけどね」

　そう考えると情けない。六年前と同じ行程でも、守る物が多いとこんなにも違うものなのだろうか。

「何か違うのか？」

「違うっていうか……重いのかな」

　振る剣が微妙に。

　終わるごとに疲れがたまるというか。リセットできないというか。

「やっぱり昔はハイダルに頼りきりだったんだろうな……」

「そりゃあ、戦力が減ってるんだから勝手も違うだろうよ」

「そのぶん腕は上がってると思ったんだけどな」

「ただまあ……一いち概がいに人数の問題ってわけでもなさそうだけどな」

「？　どういうこと」

「なあ、リヒト。おまえ本当に今回出てきてる魔獣、前と同じだと思うか？」

　理人は思わず目を見開いた。

　イシュアンは、探るように静かな目を向けてくる。

「おまえぐらいのやつがそんなに疲れるっていうなら、それは馴れと錯さつ覚かくのせいもあるかもしれない。前と同じのつもりで戦うと、タイミングが違う。軌き道どうが微妙にずれる。それを力技でむりやり埋めてるから疲れるんだ。そういう可能性もあるかもしれない」

「待って……ありうるのそんなこと。まるで敵が」

　敵が、進化しているとでも言わんばかりの。

「さあ。でも変わらないっていうのも希望的観測だろ？　条件は一緒。誰も証明していないんだこんなこと」

　イシュアンは、恐ろしい可能性をさらりと口にする。理人は絶句しかけた。

『旅のしおり』に載っていなかった転移門。それよりもっとたちがわるい。

　まるで世界が、理人たちが相対しようとする敵が、絶えず別の生き物に変わっていくような不安感だ。

「そんな顔するなよリヒト。このままワイト寺院に行ったら、ハギリのじじいに聞いてみるのが一番手っ取り早いと思う。前の前の魔神の時はどうだったんだって」

「そうだ。それがいいよ」

「無む駄だに年とってるわけじゃないしな、あれ」

　ハギリ老師は、世界で唯一の『二度の魔神封印戦』を経験した人間だ。理人たちには出せない結論も出せるかもしれない。

「さ、そうと決まったら寝るぞ。明日も早い」

　イシュアンは言って、早々にその場に転がろうとした。

「──あ、イシュアン。待って。これ使うといいよ」

「なんだ。おまえの毛布じゃないか」

「僕はハイダルからもらった装備があるからさ。あんまり気温とか感じないんだ」

「ふうん……」

「なんならアイネさんたちと一緒に、馬車の中で休ませてもらいなよ。見張り役なら一人いれば十分だ」

　イシュアンが、すいと目を細めた。理人は気づかず、焚き火の火量を調整しようと腰を上げ──。

「！」

　その瞬間、イシュアンの繰り出した短剣が、理人の横合いから襲い掛かった。

　理人は地面を転がり、高速の一撃をかわすことしかできなかった。

「イ」

　身を起こす前にイシュアンは理人の上に馬乗りになった。左袖に収納していた錨銃アンカーガンが展開。照しよう準じゆんは理人の眉間。絶対に外す事のないゼロ距離射撃。

　月明かりに彼女の輪りん郭かくが浮かび上がっていた。

　美しい碧へき眼がんが、激しい怒りの色に染まっていた。

「……紳士的でけっこうなことだな、リヒト・アイカワ。薄気味悪い出来すぎ男は犬の餌にでもくれてやれ。むかっぱらがたちすぎて吐きそうだ」

　理人は言葉もなかった。

「私が男じゃないってわかったとたんにこの対応か？　しんどいくせにパーティーの戦力から荷馬車のお道具箱に格下げか」

「ちが」

「見くびるな！　昼間のときだってそうだ。私はあの魔獣のことを分析して、変化してる可能性も安全のマージンに入れて、おまえに『深追いするな』って言ったんだ。なのにおまえは無理して危険な目にあった。後ご衛えいの私のことが信用できなかったからだ」

　違う、と口にしたかったのに、即答できなかったのはなぜだろう。

　あのとき自分は何を考えていた？　敵を倒すことだけで何も考えてない？　彼女の指摘は完全に的外れ？

　本当に無意識でも、気持ちに変化はなかったのか。

　彼女のことも、アイネやニナのように『守らなければ』と──。

　ここに来て気づいた感情に、血の気がひいた。

「なあ、教えてくれよ……いくら気をつけたところで、荷物になるんだったら、一緒にいる意味なんてないじゃないか……」

　吐と息いきのようなつぶやきが、イシュアンの嘆なげきのすべてのような気がした。

　彼女はゆっくりと錨銃アンカーガンをおろした。馬乗りになっていた体を持ち上げ、理人の上から離れる。

　自由になったとたん、理人はバネのように飛び起きた。

「あの、イシュアンごめん！」

　勢いのまま謝ると、イシュアンは目を細めて笑えんだ。

「こっちこそ。ちょっと頭冷やしてくる」

　そう言って、たった一人で明かりの届かない闇の方へと歩いていってしまうのだ。

　理人は、その背中を追いかけることもできず、その場に座り込むことしかできなかった。

「…………っ！」

　拳で地面を殴りつける。

　最低、最悪だった。

　遅れて腹の底から、名前のつかない感情がこみあげてくる。怒り。後悔。憤いきどおりと自じ己こ嫌けん悪お。どれでもあってどれでもない。

　どうして自分は──。

「リートさん」

　その時、馬車の中から小さな声が聞こえた。

「ごめんなさいね。ちょっと聞こえてしまったから」

「アイネさん……」

　幌の天てん幕まくをめくり、アイネがひとり荷台から降りてくる。

「本当は、じっとしているのが作法なのでしょうけど。許してくださいね」

　彼女は羽は織おりもののショールで肩をおおいながら、理人の横にやってきて腰をおろした。

　やわらかく包み込むようなまなざしが、今は受け止めきれずにうつむいてしまう。

「仲良し、ですものね。たまには喧けん嘩かもしますよね」

「たまには、ですか……」

　そんなのんきなことを言っていていいのだろうか。

「ええ。とってもいいコンビ。冒険者の方々はパーティーと呼ぶのでしたっけ」

　顔を上げる理人に向かって、アイネはふわりと笑んだ。

「ねえ、リートさん。聞いてくれます？　私たち親子が無事に旅を続けられるのは、あなたがた二人がいてくれるおかげ。そのことは違たがえようがない本当のことですから、どうか自信をなくさないで。守るために剣を持つあなたの背中を、イシュアさんが守る。とても心強かったわ。ニナといつも一緒に感謝しているんですよ」

　彼女のやさしい言葉と問いかけが、ただただ──ありがたかった。

「すみません。ありがとうございます。ご心配おかけして……」

「どうしてそんなに急に、お姫様扱いするようになっちゃたのかしら」

「姫っていうか……それは……その……やっぱり、男じゃないんだってわかったから……今まで通りはまずいかなって……なんとなく……」

「ああ、やっぱりそうなのね。でも聞きたいんですけど、今までのイシュアさんは、そういうお姫様扱いが必要な子だったの？」

「いえ、ぜんぜん。むしろ僕が助けられてたぐらいで──あ」

「そうですよね。だったら変わらなくても大丈夫なんですよ、この場合は」

「そうなん──ですよね」

　反省しきりだ。

「あせらなくていいの。大丈夫。彼女は何も変わっていないわ。それでね、そういう旅の相あい棒ぼうとしてじゃない、今まで知らなかったイシュアさんのことは、これから少しずつ知って埋めていけばいいと思うの。急にいっぺんになんて無理だもの」

　急にじゃなくて少しずつ。アイネの言う意味は、なんとなくわかった。

　けっきょくそれしかないのかもしれない。

　自分は決して器用ではないのだ。そして剛ごう胆たんでもない。そのくせなんとかバランスをとろうとしてしまう。普通のふりをしてしまう。一見涼しい顔をして、頭の中は、正常な判断ができないぐらいにパニックに陥っていたのだ。

　帳ちよう尻じりを合わせて驚きや衝撃をごまかそうとするのは、地球に帰ってから拍車がかかった理人の悪い癖くせだった。

「僕は……馬鹿なんですよ。今までそうだと思ってたものが違うと、すごい混乱するみたいで」

「それも大変よね。私にとってはイシュアさん、どこからどう見ても可か愛わいい娘さんだけど」

　そう。だから困ってしまうのだ。

　一度知ってしまった事実から目をそらすことなく、かといって過か剰じように反応することもなく。できたらどれだけいいだろう。

　──それにしても。

（薄気味悪い出来すぎ男だってさ、路みち葉ば）

　地味にへこむ。よりにもよってその言葉かと思った。

　この世界にはドラえもんも出で木き杉すぎ君もいないはずだが、言い当てる言葉はみな一緒なのだろうか。







　理人はそのまま、起きてイシュアン・トロールのことを待っていた。

　彼女は夜よ更ふけ過ぎになって野営地に戻ってきた。

　速攻で謝ろうと思ったのだが、イシュアンは異様な早足で理人の前にやってきた。

「これ、見てくれ」

　いきなり皮袋を突き出してくるので、ぎょっとした。

「魔獣化した野ネズミだ」

「ネズミ？」

「そう」

　うなずくイシュアンは両手に手袋をしていて、厚い皮袋の中で、小さな生き物が暴れているのがわかる。

　魔獣の邪気は、パナケイアの人間にとっては猛毒だ。素手で触ることができないのだ。例外は外部から来た理人ぐらいである。

「リヒトも知っていると思うが、魔獣ってやつには二種類ある。歪みから出てきた大元の魔獣と、その魔獣の邪気を取り込んで眷属になるタイプの魔獣だ。私の記憶が確かなら、魔獣の眷属になりうる生き物は限られてる。たいていが大型か、知能が高いタイプだ。でもさっきこいつを見つけた。増えてなきゃいいんだが」

　イシュアンが袋を開けると、小さな獣が飛び出していった。

　それはネズミにしては目が大きく、毛皮が蛍けい光こう塗と料りようをかぶったように光っていた。

　明かりが届かない茂みに逃げ込もうとする魔獣を、イシュアンの錨銃アンカーガンが的確に射い貫ぬく。

　ワイヤーを巻き戻す。

　理人たちは、互いに顔を見合わせた。

　六年後の魔獣は、以前と違って確かに変化しているのだ。

「寺院に急ごう。のんびりしてられない」

「わかった」





　　　　　＊＊＊






　山の道を馬車は進み、時に敵と戦い、親子とともに目的地を目指した。

　決めた合言葉は少しでも早く。そして、少しでも確実にだ。

「りぃと、いしゅあ、がんばって！」

　ニナの可愛らしい声せい援えんを受けながら、理人たちは剣を取る。

　魔獣が三匹、理人の前に立ちふさがっていた。それは炎のように燃えるたてがみを持つ一角獣だった。長い角は虹色に輝き、時に空気中に火花を散らした。

「角の先端にまず注意しろ。赤く染まったら炎。白は電でん撃げきの合図だ。効果は三秒だからもちこたえて叩け」

「──了解」

　理人は言われたことを頭に叩き込み、敵陣に走りこむ。

　魔獣の角が、赤く染まった。イシュアンの忠告通り、たてがみにあった炎が全身に回って燃え上がる。予想していた理人は、直前でブレーキをかけてタイミングを計った。

　炎が途切れた瞬間、相手の防御がゼロになったところに剣を叩き込む。

　二匹目の首をはねたところで、向こうの魔法が復活する。角の色は白だった。

（電撃。長距離攻撃だ）

　これは、相手の懐ふところに飛び込んだ方が当たらない。迷うことなく突進する。

　だがそこで魔獣が放った魔法は、雷ではなく再び炎だった。

（──変化した！）

　魔獣に触れる寸前で踏みとどまる。しかし、体勢は大きく崩れた。剣を持つ手が地面につく。魔獣が大きく跳躍した。

　対応しきれない、と思った瞬間、イシュアン・トロールが、理人と同じ前衛に飛び出してきた。炎が消えた魔獣の首に、短剣ですばやく斬りつけつける。

「いまだ！」

　わかってる！

　この好機を逃す理人ではなかった。理人は『月の滴』をふりかざし、最後の魔獣を袈け裟さ斬ぎりに葬ほうむり去った。

　すべてが終わって剣を鞘に戻しても、まだ鼓動は速まったまま戻らなかった。

「大丈夫か？」

　振り返れば、イシュアンが肩を上下させながらこちらをうかがっていた。

　理人も額の汗をぬぐった。

「……よく間に合ったね。いまの」

「そりゃあ、それが私の役目だからな」

　当たり前のように答えるイシュアンに、理人は素直に礼を言いたくなった。

　本当に敵が変わることも計算に入れて、理人のバックアップをしてくれているのだ。豊富な知識と技の両方を使って。

「助かったよ」

　対するイシュアンの返答は、「当たり前だろ。私を誰だと思ってる」と大おお威い張ばりのイシュアン様モード──ではなかった。

「へへ」

　まるで堅い花のつぼみが太陽でほころぶような、破は顔がん一いつ笑しよう。

　彼女はスキップでもしそうな足取りで、馬車のニナたちのところへ戻っていく。ニナが小さな手を使って、ハイタッチをせがんでいた。

　彼女は理人の相棒だ。頼りになる《盗賊》イシュアン・トロールだ。

　だけど、今の笑顔に目を奪われる自分も確かにいた。

（いいのか？　イシュアンなのに）

　ばくばくと動く心臓を、無視できそうにない。

　これもアイネの言う『今まで知らなかったイシュアン』なのだろうか。知った先には何があるんだろう。

　とりあえず、その先のことは、おいおい考える。今はたぶん、それでいい──。







　翌日、ついに理人たちは目的の場所にやってきた。

　両側から絶壁が迫る、狭い狭い切り通しを抜けると、急に視界が開けた。幌の上に座っているイシュアンが、真っ先に声をあげた。

「町だ」

　続けて理人たちも。

「町だ」

　寺院だ！

　それは五色の旗はたがひるがえる、ワイト派の里。信仰に彩られたワイト寺院の門前町、カウラギだ。

　山の斜面を階段状に切り開き、同じ白壁と赤い瓦かわら屋や根ねの家々が並んでいる。煙えん突とつからは、昼食の時間帯のせいか、支度のための煙があちこちから上っていた。

　一番奥に見える石段をさらに登れば、ワイト寺院の礼らい拝はい堂どう。さらにハギリ老師を筆ひつ頭とうに修行僧たちが暮らす、奥の院へと続いていくはずだ。

「母さま、ついたの？　ついたの？」

「そうね。ついたわねニナ」

「やったあ！」

　町中への門をくぐりながら、気持ちが高ぶるのを止められなかった。やっと第一の目的地に到着である。一刻も早く老師のところに行きたかった。

「アイネさん。親戚の家っていうのは──？」

「はい。目抜き通り沿いの雑貨店のはずです。すぐわかると思います」

「じゃあ、そこまで送りますね」

　理人はそう言ってから、はっと気づいた。

　長らく一緒に旅を続けてきたが、この親子とのつきあいも、ここでおしまいだということに。

　アイネが深々と頭を下げた。

「……本当に今まで、お世話になりました」

「いえいえこっちこそ。なんか相談ばっかりしてもらった感じで」

「お宿はどちらに？　できれば叔お父じもご挨あい拶さつしたいはずなんですが」

「いえ……たぶん奥の院に行くことになるので……」

「奥の院って……ハギリ老師様がいらっしゃる……」

　ちょっと言い過ぎただろうか。

「…………もしかしたらリートさん」

「う」

「お若いから違うかとも思ったんですが……勇者リヒ」

　しーっ。

　理人は真剣に人差し指を口に押し当てた。

「……できれば内緒にしていただけませんか。いろいろ事情がありまして」

「そんな。やっぱり」

「なに、どうしたの母さま。りーと」

　急に言葉少なになって見つめ合う二人の間で、ニナがきょろきょろしている。

「ニナ。僕らはね、ここでお別れなんだ。行かなきゃいけないところがあるから」

「行かなきゃいけないとこって？」

「うーん……ニナはまだ入れないとこなんだ。もっと大きくならないと」

「えっ」

「今までありがとう。楽しかったよ」

　ニナの顔が、みるみる崩れた。

「や、やだ。そんなのやだ。ぜったいいや！」

「こら。わがままを言わないのニナ。失礼よ、こちらの方は」

「いやあ！　りぃとはニナとはなれちゃダメだめなの！」

「ニナ！」

　ニナ嬢は、それはそれは子供らしく泣いてだだをこね、アイネや理人たちを困らせた。

「いやいやいや。いやったらいや！」

「ああわかったよニナ。後でもう一回会いにくるから」

「……ほんと？」

「本当。約束する」

　けっきょく、馬車を親戚の店の方で預かってもらうことにして、もう一度顔を出すから勘かん弁べんしてと約束することで、納得してもらった。

　理人は問題の店の前で、何度も何度もニナと約束をかわした。

　指きりげんまんは、この世界にはないらしいが、とにかく誓う。

「噓をついたら針を千本飲むよ」

「えっ」

「それじゃあね、ニナ。今はお別れだよ」

　そうしてなんとか、理人のコートの裾すそから手を放してもらった。

　アイネは恐縮しまくっているが、現実の勇者などお子様の了解を取りつけるのにも一苦労なのだ。

　後ろで一部始終のやり取りを見ていたイシュアンは、実際かなり呆あきれ顔だった。

「なんでよりによって針」

「……あっちの世界の慣用句みたいなものだよ」

「おまえは幼女に甘いもんな」

「……ひ、人聞きの悪いこと言わないでくれないかな……」

　とにかく二人に戻って、目抜き通りを歩いていく。

　ここカウラギは、パナティーア教ワイト派の信者が集まって作った、寺院のための町だ。修行僧たちの教えを受け、同じワイト派の巡礼者を受け入れる門前町として、古くから機能してきたという。

　通りの軒のき先さきには、ワイト派を表す五色の旗が下がり、それが礼拝堂の門までずっと続いている。中で祈りをささげてきたらしい住民や、旅の巡礼者の姿もちらほら見えた。

　ずいぶんと厳しく苦しい旅だったに違いない。道行く人がみな、歴れき戦せんの戦士に見えてくる。

「それにしても」

　イシュアンが、頭の後ろで手を組んだ。

「賭かけないか。山の上。ハギリの爺じいさん、今頃なにしてると思う」

「そりゃあ……修行じゃないかな」

「それしかないか」

「むしろ他に何があるっていうか」

「修行だよな」

「うん」

　めでたく賭けは不成立となった。他に挙げようがないとも言えた。

「なんだかな。あの爺さん、暇さえありゃ修行修行修行って、あれは人生なにが楽しくて生きてるんだか」

「修行が楽しくて生きてるんじゃないかな……」

　思い出すのは、旅の途中で祈き禱とうや瞑めい想そうをはじめる老師の姿や、断だん食じきと称して食事を拒否する様である。

　枯れ木のように痩やせた老人は、しかしてワーカホリックならぬトレーニングホリックであった。

　天の神様の声を求める人の情熱は、時として変態チックですらある──理人が彼を通じて、学んだことの一つである。

　石段を上がり、礼拝堂の門をくぐる。

　ここは一般の信者や、外部の巡礼者のための施設だ。ウィルタミア国教会における、教会と同じ意味を持つと聞いている。

　しかし理人たちが行きたいのは、このさらに上にある奥の院だ。おそらく門は閉められているはずで、取次ぎを頼む必要があった。

「……リヒト。オレ……じゃない、なんだか私は腹が痛くなってきた」

「は？」

「戻って休きゆう憩けいしてきていいか。ニナも喜ぶはずだし」

「ちょっと待って。戻るってなに」

「聖剣と魔獣の件は頼んだぞ。じゃあな！」

「イシュアン！」

　理人はそんなイシュアンのケープを、後ろからひっつかんだ。なんでこう次から次へ。

「は、離せリヒト！」

「イシュアン。君さ」

「リヒト！　頼む後生だ」

「単に面倒なだけだよね」

　図星を指したという確信があった。ぐっさりと深くえぐりこんだ。

　その証拠に、イシュアンの体が、ぴくりと震えた。

「…………だ、だってな、おまえも覚えてるだろ？　奥の院に上がる階段。変態御ご用よう達たしみたいな長さの」

「六年前だって登ったじゃないか」

「過去は忘れた。私は未来に生きる。明日の幸せな食と暮らしを提供する未来型農園、トロール商会」

「なに宣伝部長みたいなこと言い出してるの」

「ぶっちゃけ苦手なんだって。寺とか教会とか役場とか税務署とか」

「ハギリ老師が悲しむよ。僕だけ会うわけにいかないって」

「でもな」

「挨あい拶さつだけでもいいから。ちゃんと顔出そう」

　そこまで言うと、イシュアンは、不承不承という調子で振り返る。

「顔だけ？」

「うん顔だけ」

「…………わかってるさ。単に言ってみただけだ」

　そうだよイシュアン。理人はケープから手を離し、彼女と一緒に歩き出した。

　庭を掃はき清めていた若い僧侶を見つけ、声をかけた。

「すいません。ハギリ老師にお会いしたいんです」

　それを聞いた僧侶は、よくある話のように苦笑した。

「申し訳ないが、老師は修練のため潔けつ斎さいし籠こもっておられる。誰ともお会いすることはないのです」

「伝言だけでもしていただけますか。リヒト・アイカワとイシュアン・トロールが来たと言えば、わかってもらえると思います」

「リヒトォ……？」

　口の中で名前を転がしていた僧侶は、突然はっと顔色を変えた。

「しょ、少々お待ちください！」

　箒ほうきを放り出す勢いで奥へ走っていく。

　イシュアンが、横で口笛をふいた。

「へえ、やるな。下手すりゃいたずら扱いされると思ったんだけど」

　確かにその可能性はあったかもしれない。名前だけでパスできるとは破格だろう。

　しばらく待っていると、その若い僧侶のかわりに、より年配の僧侶が、五人ほどやってきた。

「──これはこれはリヒト様にイシュアン様。ご無ぶ沙さ汰たしておりました！」

　まずいなと思った。誰か一人ぐらい見覚えのある人はいるかと思ったが、六年前の記憶はおぼろげだ。よくわからない。

　しかし向こうは覚えているようなので、より気まずい。

　満面の笑みで握あく手しゆを求めてくる僧侶に、理人はつられた笑顔を浮かべるしかなかった。

「ど、どうも。また来ました」

「ご立派になられて」

「老師はお元気ですか」

「それはもう。お会いになられますか」

「お願いします」

　僧侶はにこにことうなずき、「こちらへどうぞ」と、一般には立ち入り禁止のエリアへといざなった。

　礼拝堂の脇を抜け、さらに山の奥へと分け入るための道のりは、長い塀と大きな門により隔てられている。武装した僧兵が両側に立つものものしい大門も、僧侶らの合図で簡単に開いた。

「開、門──」

　きしんだ音をあげ、木製の門が開いていく。

　その先に待つのは、イシュアンが言うように、長い長い石段だ。左右は山の木々がうっそうと茂っている。

「さ、どうぞお二人とも」

　この、登りきるのを考えるだけでうんざりするような道のりを越えた先に、ハギリ老師はいるのである。たしかに変態御用達と言うだけのことはあるかもしれない。

　こちらの考えを見み透すかすように、イシュアンが背中をたたいた。

「──いくぞリヒト」

「大丈夫？」

「こうなりゃヤケだ。前より速く上がってやる」

　この負けん気の強さこそイシュアン・トロールであった。理人は苦笑し、そんな彼女の後に続いた。

　僧侶たちの先導で、長い階段を登りはじめる。その後ろでふたたび、門が閉まる音がした。

　異変に気づいたのは、それからしばらくしてからだ。

「──どういう真似ですか」

　理人は低く尋ねた。

　ワイトの僧侶たちは、理人を見て福ふく々ぶくしい笑みを浮かべている。ただし、そのたっぷりとした僧服の袖から、金属製の槌つちがすべり落ちて右手におさまった。

　彼らはその手に槌や棍こんを持ち、理人たちの退路を断つように取り囲んだのである。
















　ワイトの修しゆ行ぎよう僧そうたちは、武器を片手に少しずつ距離をつめてくる。

　それぞれの顔に張りついた表情はほとんど変化がなく、能のう面めんのように真意が読み取れない。

　気づけば背中に、イシュアンの気配があった。

「……どうする、イシュアン」

「どうもこうもない。坊さん方の殺気は読みづらいから読むだけ無む駄だだ」

　なるほど。つまり当たってみないと何もわからないということだ。腹をくくるしかない。

　理り人ひとはごくりと喉のどを上下させ、『月の滴しずく』の柄つかに手をかける。




「ひょおおおおおお！」




　奇き声せいとともに僧そう侶りよが仕掛けてきた。武器の鉄てつ槌ついを旋せん回かいさせ、竜巻のように襲い掛かってくる。

　理人は、後方へ飛んで攻撃をよけた。しかし、石段という足場の悪さはいかんともしがたい。ブーツのかかとが石段を踏み外しそうになる。

（このっ）

　対する山暮らしの僧侶たちは、なんら負担に思っていないようだ。遠えん慮りよなく重い槌を振り回してくる。

「この一撃は、我が神のものなり。神のものなり」

　横殴りに鈍器が、鼻先をかすめる。

「神のものなり！」

　さらに旋回の速度が上がった。こちらの剣でもふせぎきれない。左上腕に衝撃が走った。

（いっつ──）

　まともにくらった。理人は階段の上でよろめいた。剣を取り落とさないだけで精一杯だった。これは──。

「リヒト！」

　イシュアンの声を、振り返る余裕もない。コートの防御力でも削けずりきれず、骨にひびぐらいは入ったかもしれない。

　好戦的な僧侶の笑みが恐ろしい。信じる神への祈りによって、打撃の速度や威い力りよくを上げているのだ。

（これがワイトの修行僧！）

　それでも戦うしかない。片腕一本で『月の滴』を握り、左手をかばいながら鉄槌をいなしていく。

　ずきりずきりと、左側全体が熱を持ったように痛んだ。

「ひょぉう！」

　僧侶が槌を槍やりのように突き出した。紙かみ一ひと重えでそれもよける。

　逃げるばかりではらちが明かないが、その先の突破口がつかめない。

　ただただ逃げて。逃げて逃げて逃げ続けて。

　違い和わ感かんは、その後にやってきた。

（──あれ？）

　気づけば熱と痛みが、左半身から消えている──気がする。

（もしかして──）

　二度、三度と僧侶の攻撃をかわしているうちに、理人は違和感の正体に気がついた。

「パナティーアよ。この一戦に祝しゆく福ふくあれ！」

「減めつ・恐こう・豪ごう・腕わん」

　理人は試してみることにした。一か八かだが、この状況を打開するにはこれしかない。

　祈き禱とうと遠心力でさらに威力を増した鉄槌が、理人をとらえにかかる。理人は高速のその一撃を、

「来い！」

　剣の腹と腕だけで受け止めた。

「なんと！」

「……ってえ！」

　衝撃だけで、骨の一部に亀き裂れつぐらいは入った気がする。しかし、あくまでヒビ程度だ。しばらくすれば別の回路が働き、体が猛もうスピードで骨の異常を修復するはず。

　そう──大丈夫いける。

　無理やり槌を押しのけると、がら空きの懐ふところへと『月の滴』ごと飛び込む。

「な、なぜ動ける……っ？」

「昔、ここの老ろう師しからいただいた薬のおかげですよ」

　すでに二回受けた攻撃の痛みはないに等しい。

　魔神討伐の最終局面で、理人はよってたかってさまざまな方法で『ドーピング』をされたのである。ハギリ老師がくれた『星せい竜りゆうの肝きも』という秘薬もその一つだった。致ち命めい傷しようにいたらない小さなダメージは、戦いの中で自動的に回復してしまう。

　現実世界に戻ってから、理人の体は常人に戻った。超人的な回復能力もなければ、剣による必殺技も使えない。一度常人離れした動きを知った体は、むしろ前より調子が狂ってうまく動かなくなるぐらいだった。

　普通になろう。早く忘れよう。そんなことを念じて日々をこなす六年間だった。

　しかし、今は違う。ここはパナケイアだ。

　旅の再開と同時に、魔神戦で与えられたステータス補助も、しっかり引き継いでいたようだ。こちらの狙ねらいは、相手の心しん臓ぞう一いつ択たく。絶対に外さない。

「剛ごう・圧あつ・熱ねつ・破は」

「参った参った参った！」




「──よろしい、やめ！」




　僧侶の悲鳴と、短い制止の声が重なった。

　理人は剣をすんでで止めた。イシュアンも、『思い出の護まもり』と錨銃アンカーガンを駆使して敵の棍から逃げ回っている途中だったが、あっけにとられたように声の主を探した。

　石段の上段に、僧侶が一人立っている。

　理人はその顔に、見覚えがあった。たしか六年前、ハギリ老師の側そば仕づかえをしていた修行僧だ。眼鏡めがねをかけた僧侶は珍しいので記憶に残っていた。

　あの頃に比べれば、僧服の色合いが通常の黒色から、より高位の白に変わっている。出世したのだろう。

　理知的な面立ちに反して、鋼のように鍛え込んだ肉体は、ワイト派僧侶独特のものだ。

　たしか名前は──。

「ツグノさん……？」

「その剣技。その胆たん力りよく。確かにリヒト・アイカワ殿どのとお見受けした。実にお見事」

「はああ？」

　抗こう議ぎの声をあげたのは、イシュアンだった。

　汗だくの額ひたいをぬぐってツグノをにらみつける。

「おまえな。勝手に襲い掛かっといて、見事もなにもないだろうが。見み世せ物ものにしたかったんなら金払え金を。お・ぜ・に・を！」

「ご無礼は承知の上。どうしても貴き殿でんらが偽者か否かを確かめる必要があったのです。我が老師のご指示ゆえ」

　老師の？

　ツグノは重々しくうなずいた。

「詳くわしい話は奥の院うえで。あらためてお話をさせてください」







　山中を、鐘かねの音が鳴り響いている。

　いわゆるワイトの修行僧は、この鐘の音に合わせ、日に六回もの礼れい拝はいをこなすらしい。他にも多くの儀式や雑事、武芸の鍛たん錬れんなどが山積みで、早朝から深夜まで休みらしい休みがほとんどないと聞いた。

　話してくれたのは、当時のハギリ老師だ。

　そんな話を、理人はあらためて思い出していた。

　ただもう暇すぎて、あまりに暇すぎて、他にすることもなかったゆえ。

「……むかつく」

「イシュアン」

「まるで反省室だよな」

「イシュアン。聞こえるよ」

「聞こえるように言ってるんだ。これだから坊主ってのは嫌なんだ。そのうち耐え切れなくなって不思議な踊りをおどりだすのを、隣の部屋で雁がん首くび揃そろえて観察してるんじゃないのか？　あの鏡の向こうとかさ」

　──不吉なことを言わないでほしい。

　それでもなんとなく、言われた鏡をめくってみたくなる理人であった。

　苦労して石段を登りきり、理人たちが通されたのは、奥の院の一室だ。

　その部屋は壁の石材がむき出しで、窓の向きが悪いせいか、日当たりもあまり良くない。あるものはテーブルと椅い子すと、古びた壁の祭さい壇だんだけ。パナティーア像の顔もなんとなく景気が悪い。イシュアンと並んで座ると、見えるのはその祭壇だけ。信者でない理人でも、何か悔くい改めないといけない気がしてくる。

　しかし、足元には擦り切れているとはいえ毛織の絨じゆう毯たんが敷かれ、テーブルにははじめの一杯だけでも茶が置かれたのだから、歓迎されているのだと思いたい。

　もっとも──もう一時間近く、この部屋で待ち続けているとはいえ──。

「だあっ」

　イシュアンはテーブルに突つっ伏ぷした。

「……リヒト。私は決めたぞ。あと一分待っても来なかったら、この反省という名の牢ろう獄ごくを出る。そして馬車に戻る」

「いやまずいよそれは」

「挨あい拶さつだけって言ったじゃないか！」

「だからそれできてないでしょ」

「無理だ！　神経がもたない！」

「がんばろうよ僕のお茶もあげるから」

「なんだ自分ばっかり無敵キャラになりやがって」

「いまそれ言う!?」

「あの女め神がみ像ぞうがボクをいじめるんだ！」

「そんなキャラじゃないでしょ君。ていうか誰だれの真似？」

「空気！　外の空気！」

　なだめるがイシュアンは本気のようだった。

「好きに踊ってもいいからさ」

「あーあーあー」

　せつない声で歌いはじめたときである。

　閉まりきっていた扉が、いきなり開いた。

「お待たせいたしました」

　ツグノが部屋に入ってきた。

　理人たちは、大慌てで元の位置に戻った。

「下の礼拝堂で、信徒の相談にのる予定が入っていたもので」

「だったら先に言えって、クソ失礼な奴だな」

「ええ。申し訳ない」

　淡々とした返答だった。

　こちらの鬱うつ屈くつなどまるで気にしていない──いや、気づいていないのかもしれない。

（時間の感覚が違うのかな）

　そしてこの部屋がもたらす圧迫感も、彼は感じていないのかもしれない。

「我々は、この地において変わらぬ信仰を守らなければなりません。神パナテイーアに規き範はんを求める信徒の日常を守り、より高みを目指す修行者の志こころざしを尊重する。それを成せるだけの力を持ちて、あらゆるものから特立独行すべし。ハギリ老師の教えです」

「そんなことはわかってる。なんで私たちに襲い掛かる必要があったのか、キッチリ説明するんじゃなかったのか？」

「ええ。ですからまずは、こちらをご覧ください」

　ツグノは、持ってきた荷物をテーブルの上に置いた。

　それは、白い陶とう器きの壺つぼだった。

　大きさは、両手のひらに少しあまるほどで、同じ陶器製の蓋ふたがついている。なんの絵付けもされていない、かなりシンプルな壺だ。

《盗とう賊ぞく》のイシュアンが、いぶかしげに目を細めた。

「なんだこれ……別に魔法の品マジツクアイテムとかじゃないよな」

「老師でございます」

　蓋を開けようとしていた手が固まる。

　理人も、殴られたようなショックを受けた。

「は……え……？　じじい？」

「享年、九十二歳。一昨年おととしの暮れにご逝せい去きよされました」

　死。

　まるで予想していなかったところからの一撃だった。

「この壺の中身は、遺体を焼いて残った骨。そのうちの一部です。残りは奥の院の敷地内に埋まい葬そう済みです」

「遺体……焼いたって……」

　テーブルを乗り越えて、ツグノに殴りかかろうとした彼女の肩を、必死に止めた。

「こいつ！」

「イシュアンやめろ！」

「信じられない。なんだってそんなひどい真似ができるんだよおい！　それでも聖せい職しよく者しやか？　人の心があるんだろ!?」

「やめるんだって！」

「だって。でも！」

　イシュアンは泣かんばかりだった。

「ツグノさん。僕は彼女よりも火か葬そうに理解はある。そういうところで生まれたからです。でも、彼女はそうじゃない。ここの常識でも普通じゃないでしょう。何かあったんじゃないですか」

　厳しい顔つき──常にその表情を保って唇くちびるを嚙かみ締めているツグノに聞いた。

「ツグノさん！」

「……火にかけざるをえなかったのは……老師の遺ゆい言ごんです。苦しむことのない最期であらせられたが、長く魔神や魔獣と相対してきた自分の体は、おそらく普通に土に還かえることはないだろうとおっしゃっておられた」

　がんじがらめのイシュアンの右目から、涙が一筋流れ落ちた。

「老師の遺言は、他にもあります。自分の死による混乱を避けるため、他への通知は三年遅らせるべし。そのうちに寺院の体制を立て直すべし。ただし、聖剣の持ち主が自ら訪れたときは、秘ひ匿とくの禁を解くこと──」

　そして理人たちは、ツグノたちの前に現れたのだ。何も知らずに。

　ツグノたちは、慎しん重ちようにそれを見定める必要があった。寺院の存そん亡ぼうを揺るがす秘匿事項を、彼らに告げなければならないから。

　山中に、祈りの鐘が鳴り響いている。

　ハギリという名の英えい雄ゆうの火が消えた。それだけが、消しようのない事実だった。







　あれは、いつだったろう。魔神討伐の旅を続ける途中のことだ。

　当時十一歳の理人が、岩の上に向かって声を張り上げる。

『ろうしー』

　高みで祈りをささげる僧侶は、なかなかこちらに気づかない。

『ねえ。ハギリ老師。おなかへらないんですか。ごはんとかいらないんですか』

『……今は祈りたい時なのです』

『なんでそんなにお祈りするんですか』

『祈りがつきないからです。女神の掌たなごころは有限ゆえに』

　意味がさっぱりわからなかった。

　このおじいさんは、いちいち話すことがこんがらがって難しすぎるのだ。

　途方にくれる理人に、老師は目を開けて言った。

『女神パナティーアは創そう造ぞうの神。しかし同時に繰り回しの神とも呼ばれておりまする』

『くりまわし？』

『節約の名人なのです。限りある材料で、世界をより広く作り上げた』

『はあ。えらいですね。僕のお母さんとか、トンカツ用のお肉を叩きまくって倍ぐらいにして揚あげますけど』

『ほほ。かようなものだと思っていただければよろしかろう』

『お風呂のバスクリンとかもうっすーいです』

『そのおかげで我々は、分に似合わぬ広大な世界を得うることが叶かなったのです。しかし、広げたぶんだけ綻ほころびもまた多し』

『ほころび？』

『さよう。慈じ悲ひの届かぬ不幸な民人は絶えず、地は埋まりそこね、蟲むしの孔あなと呼ばれる。かの魔神アルゴスも、女神の繰り回しをきわめた創造によってできた、綻びの一つやもしれませぬ』

　……それは、良いことなのだろうか。不幸な人に埋まらない穴に。とんだ欠陥世界じゃないだろうか。

『この世界は、生まれながらに限界を抱えているのです。良くも悪くも、出自からしてそうなのです。薄く脆もろいがゆえに永久無限というものは存在せず、必ずどこかで破は綻たんや揺り戻しが起きる。《女神の帳ちよう尻じり》と拙せつ僧そうどもは呼んでおりまする』

　老師は言った。

『ハギリ老師は、アルゴスに会ったことがあるんですよね』

『ありますとも』

『こわくなかったんですか？』

『それはもう、恐ろしいと震えましたとも。ただまさか二度もおよびがかかるとは、さすがに拙僧も思ってもおりませなんだが』

　理人は、まだ老人の思うようには笑えない。そんなに長く生きてはいないし、アルゴスにはこれから会うのだ。

　そんなこちらの心を読むように、ハギリが地上に降りてきた。

『……祈ることでしか乗り越えることはできませぬよ、リヒト殿。今日という日が良き日であれば、明日の無事をより祈る。逆なら慈悲を希こいねがう。そうして来きたるべき昇天にそなえて生きるのです。ぎりぎりまでこの地であがきながら』

『……そうなんですか』

『そうなのですとも』

　理人はなんとなく神妙な気分になり、やり方がわからないなりに手をあわせて合がつ掌しようしてみた。












　どうかこの旅が、うまくいきますように。あといきなり明日、女神がなんか言って、隕いん石せきが降ってくるとか嫌だから。

『なんみょーほーれんげーきょう』

『なんですかなそれは』

『おいのりです』

『興味深いですな』

『いっしょにやりますか』

『ええでは』

『なんみょーほーれんげーきょう』

『パナケイアの創そう造ぞう主しゆよ。ここに静せい粛しゆくなる光あれ』

『なむあみだぶつーなんまいだー』

　ワイト派の宗主の横で、念仏を唱えたのは自分ぐらいだったろう（しかも間違えていた）。

　目に見えないもの。触れられないものにこそ価値があると言っていた人だった。

　ただひょっとしたら、理人には見えないものが見えていたのかもしれない。

　理人には感じられない輝かしい何かを知っていて、そのために命を賭かけて惜おしまない人だったような気もするのだ。ちょっとだけ、それがうらやましかったのだ。







　ハギリ老師の墓は、想像していたよりも簡素だった。

　彼が生前に生活をしていたという居きよ室しつが見える、日当たりの良い山の斜面に、磨みがいた墓石が一つ建っていた。

　周囲に生える白い花の野草だけが、天然の手た向むけで。

　名前もなければ生せい没ぼつ年ねんの表示もない。訃ふ報ほうが正式に発表されれば、後入れで刻まれるのかもしれないが、言われなければそこに誰が眠っているなど、誰もわからないだろう。まして五英雄の一人の墓であるなど。

「……しけた墓だな」

「イシュアン」

「なんだよ。死んでからも修行ときたか。馬鹿じゃないのか。アホじゃないのか」

　イシュアンのののしりは止まらない。

「私は、ぜったい、こんなびんぼったらしい墓なんて建てないからな。死ぬときはその時点で残ってる金ぜんぶつぎ込んで、金かダイヤモンドの墓石ぶち建てるって決めてるんだ。イシュアン・ブリリアント・トロールここに眠る。近隣の村々にウチのぶどう酒くばりまくって、涙なみだ酒ざけで川が氾はん濫らんするぐらい大泣きさせて、ほんと、なんて惜しい人を亡くしたって──」

　理人は、震えるイシュアンの肩に手を置いた。

「くそ馬鹿じじいぃ……っ」

　涙をこぼす彼女の隣で、理人もまた、老師の冥めい福ふくを祈った。

　彼はどこまであがいて生きたのだろう。

　世界の破は綻たんに二度も立ち向かい、大勢の人を救った。

　きっと女神の帳尻を合わせてもプラマイゼロどころか、たくさんの幸いを抱えて昇天したに違いないのだ。

　そうであればいいと、強く願った。

「大丈夫だよ、イシュアン。きっと天国で見ててくれるよ」

「ひどすぎるだろ。勝手にぽっくり逝いくなんて……」

「──お二人とも、そこにいらっしゃいましたか」

　理人は振り返った。

　ツグノが細長い布包みを抱え、斜面を上がってくるところだった。

　墓前に立つ理人たちを見て、彼はわずかだが表情を緩めた。

「きっと、老師も喜んでおられるでしょう。ともに五英雄を拝はい命めいしたお二人に、このように悼いたんでいただけるのですから」

「ば、馬鹿か？　悼むとか、そんなたいそうなことしてないからな」

　言いながらイシュアンは、真っ赤な目をぬぐって鼻をすすった。

「リヒト殿。こちらが、お預かりしていたものです」

「ありがとうございます。すみません」

「なんだ？」

「ほら、頼んでたやつ」

　理人は、ツグノから包みを受け取った。

　その場で包みの紐ひもをほどくと、見覚えのある柄が顔をのぞかせた。




　──破は魔まの聖剣。




　魔神アルゴスの封印にかかせない聖剣だ。

「……きれいですね……」

「ハギリ老師は、毎晩こちらの剣を出しておられました」

「そうなんですか……」

　ツグノが言う通り、柄の根元にはめこむ宝ほう珠じゆは失われているが、刃やいばともども曇り一つない。ずっと手入れをしてくれていたのだ。

「おいリヒト。なんか他にも挟んであったぞ」

「え？」

　イシュアンが、横で包んでいた布をひっくり返していた。

「手紙みたいだ」

「そんなまさか」

　ツグノが即座に否定した。しかし理人は、イシュアンから渡された紙し片へんを受け取った。後ろから覗のぞき込んだツグノが、息をのんだ。

「ろ、老師の筆ひつ跡せきです……！」

　そこには、少しだけ震えた美しい筆ひつ致ちで、こんな言葉がつづられていたという。




　リヒト・アイカワ。名も無き勇者の子よ。

　あるいは彼ではない、新たな聖剣の継承者よ。




　この手紙が読まれているということは、直接合あい間ま見みえることはかなわなかったということになりましょうな。残念ですが、いたし方ありませぬ。女神パナティーアの作りし世界は有限。拙僧の生も、ここまでであったということでございましょう。

　実に、実に良きものであったと自負しておりまする。

　ただ今は、破魔の聖剣を再び必要としている、この世界を案ずることの方が先決でありましょう。

　進みなされ、若わこう人どよ。後悔やためらいを振りまきながら。

　己の心に克かつ者にこそ光は注がれる。

　有限の中の確かな幸いをその手でつかみ取りなさい。

　健闘を、祈る。

　心から。




「……健闘を、祈る……こころ、から……」

　文字が読めない理人の横で、イシュアンが手紙を読み上げている。途中で何度もつかえながら、それでも懸命に伝えようとしてくれている。

　こらえないと、理人も視界がにじんだ。

（……わかってますよ。ハギリ老師……がんばります……）

　理人たちは何かに耐えながら、かつての仲間の声なき声せい援えんに、耳を傾けたのだった。





　　　　　＊＊＊






「……グラリア、ですか？」

「はい。たぶん、こちらの寺院の管かん轄かつ内ないだと思うんですけど。道はわかりますか？」

「ちょっとお待ちください」

　理人の依頼に、ツグノは執しつ務む室しつの後ろの棚から、巻物のような大型地図を取り出した。

　これから先の行きかたを確認したかったのだ。

　テーブルの上に、地図が広げられる。

「まだ新しい村らしくて、僕の地図には載ってないんです」

「そうですね……グラリア村でしたら、このまま東へ山を下って、そこから北東──イエンマルドの国境を目指せばいいと思います。下山さえすれば数日でたどりつけると思いますよ。土地自体は平へい坦たんですから」

「ありがとうございます。助かります」

「そこに聖剣の宝珠があるとか」

「そうです。彼女のところに行こうと思います」

　指し摘てきされた場所への道のりを、頭に叩き込む。

　これから訪ねるべき人の名前は、切り拓ひらく者、《女おんな剣けん士し》ラーナ・エルン。比するものなき凄すご腕うでの傭よう兵へいであり、今は開かい拓たく村むらのグラリアという地に腰を落ち着けているという女性だ。

　聖剣から分けた宝珠は、彼女が保管しているとハイダルは言っていた。

　それにしても──とツグノがつぶやいた。

「……魔神が蘇よみがえるんですね」

　地図を見据えたままのささやきは、想像以上に重く響いた。

　理人も深くうなずいた。

「たぶん、封印は完全に壊れてます。山や森に、かなりの数の魔ま獣じゆうが出てきてますから」

「そこまでですか。むろん我々とて、ただ手をこまねいて見ているつもりはありません。ハギリ老師の遺い志しを継ぐワイトの僧侶。いつでも出陣できる準備はしております」

「それが──あの装置ですか？」

　理人は、いま窓越しに見えている光景に言及した。

　おおよそ寺院には似つかわしくない、巨大な鉄の塊かたまりが並ぶ風景だ。今は整備の最中らしく、僧侶たちが周りで動き回っている。

　ワイトの僧兵の戦いは、己の肉体と信仰心、そして刃を持たぬ武器のみというのが教義だったはずだ。以前の旅では見えなかったものである。

　ツグノは何も言わずに目だけで笑った。それが彼らの覚悟の証あかしのような気がした。

　老師なき後の寺院のあり方。そして世界の守り方。

　そのまま理人が、ツグノと握手をかわして別れようとした時である。

「──すいません、あと一つ」

　ツグノに呼び止められた。

「なんですか」

「私は……王宮とのパイプがあまり太くない人間なのですが、たしかあなたのお連れ様は──」

　理人は、その先を言わせなかった。

　ツグノがしたのと同じように、目で言葉を制する。

「なにも言わないでください。今は」

　そう。言わないでほしい。今はまだ。

　奥の院の出口には、イシュアン・トロールが待っていた。

　彼女は待ちくたびれたように腰に手をあて、口をとがらせる。

「遅いぞこら」

「ごめん」

　ふざけてローキックを入れられた。

「なに坊さん相手に話し込んでたんだ」

「ちょっとね。地図の確認とか、ご挨拶とかいろいろ」

「ほんと出来すぎ君だなおまえは」

　理人はむしろ心配になってたずね返した。

「イシュアン。つかぬことを聞くけど、藤ふじ子こ不ふ二じ雄おって知ってる？」

「は？　なんだそれ」

「知らないよね。そうだよね」

　やはりドラえもんが流入しているわけではないらしい。イシュアンは不可解そうな様子で理人を見上げた。

「なんでもいいけど、早くしないと日が暮れるぞ。アイネのところに寄らないと、ニナに拗すねられるんじゃないのか」

「了解。わかってるよ」

　針は飲みたくない。針は。

　理人は、肩にかついでいる布包みを持ち直した。

　腰の『月の滴』に加えて、今はこの『破魔の聖剣』がある。

　ハギリ老師は進めと言った。いくら迷いがあっても。泣きたくなっても。それでも進めと。

　ならば目の前に広がる、長い長い下界への石段は、次の目的地への最初の一歩だ。

「行くぞ、グラリアへ」

「うん。ラーナに会いに」

　二人は、並んで歩きはじめた。
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　寺院の山を降りて、さらに北東へと進路を取る。

　このあたりまでやってくると、六年前でも立ち入らなかった荒こう野やになるが、今は少しずつ人の開拓がはじまっているらしい。不毛な砂まじりの原野を、乾いた一本道が貫いていく景色は壮そう観かんなほどだ。

　何より山を越えたところで気候も大きく変わってしまったらしく、いきなり上から照りつける日差しが、なにもない地面に反射して痛いぐらいだった。

　空と地平線が溶けて、陽炎かげろうができている。

「……いやあ。ほんとになんにもないよね。暑いし」

「もう他のどの町に行くより、イエンマルドに行く方が近いからなー」

　幌ほろの暗闇の中から、イシュアンが言った。そちらはとても涼しそうだ。

「国境……外国なんだよね」

「砂の野郎どもの国だ」

　正直、理人はよくわからない感覚だ。国境。国の境。地続きに別の国があるというのは、いったいどんな感じなのか。

　はたしてその『国境』なるものの上には、運動会のラインのように線が引かれ、お子様ランチのような旗はたでも立てて区別しているのだろうか？

「なんかあいつら、最近調子のってるから、できれば鉢はち合あわせはしない方がいいぞ」

「やっぱりそうなんだ」

「ルガリアと一緒で、ウィルタミアの子分してた時間が長いからな。今はちょびっとだけでかくなって、口うるさくつつきまわすのが趣味になってる感じだ」

「ふうん……上から下から、ハイダルも大変だ」

「まあそのうち？　トロール商会の商品をがんがん送り込んでやるから関係ないけどさ」

「経済戦争が起きるね」

「上等だひれ伏すがいい」

　理人は、彼女に背中を向けたまま笑った。

「イシュアンの夢だ」

「じゃ、おまえは？」

　何気なく聞かれた。

　理人。お前の夢はなんなのだと。

「僕、は……」

　ぼくはただ。ただぼくは──君が。

「──っと、今はそれどころじゃないぞリヒト」

　理人は──正直、少しだけほっとした。まともに答えずにすんだから。

　イシュアンが、荷台の上で身を起こす。

　理人たちの進行方向の地平線で、陽炎に混じって砂煙が立ち上っていた。一瞬、竜たつ巻まきか何かと思ったが、違う。渦の中で、異様な大きさのシルエットがうごめいていた。

　理人も目を細める。

「魔獣？」

「それしかないだろ」

　御者台の理人の肩に体重を預けながら、イシュアン。

　ワイト寺院を出た後も、アルゴスの魔獣とは、その後も定期的に遭そう遇ぐうしてきた。

　一番心配していた魔獣の『進化』だが、身軽な二人旅に戻り、互いの連携も馴なれてきたこともあり、少しずつ対応できるようになっていた。

　理人たちは、「行くぞ」と手持ちの武器を持って駆け出した。

「最後！」

　イシュアン・トロールが繰り出したワイヤーが、巨大な蟻あり型の魔獣の脚を縫ぬいとめる。そこに理人が走った。半透明の『月の滴』を一閃して、相手の首に刃を叩き込む。

「──砕けろ！」

　加圧で爆散した魔獣は、そのまま砂と一体化して消えた。目立った宝石はいっさい出てこなかった。

「終わったよイシュアン！」

「よーしよし。ごくろうごくろう」

　イシュアンは、つけていた砂除けのゴーグルを、首まで下ろしながら言った。

「前より時間は短縮できてるんじゃないか」

「でも動きはまた微妙に変化してた気がする。あと、他に人を襲ってない魔獣だったよ」

「それはいいけどな……うげ、口ん中まで砂が入ってやがる」

　綺麗な金髪を白っぽくさせ、イシュアンは情けない声を出している。

　荒野に出てきてから、ほとんど馬車の荷台に引っ込んで出てこないわけだ。彼女は見るからに色素の薄い顔立ちで、日中の強い日差しと乾かん燥そうした気候が、予想以上にこたえているらしい。

「まあ、しょうがないよね。雨でも降ればいいんだけど」

「あっちー……着替え……全部脱いで水浴びしたい……くっそ」

　理人は、できるかぎり聞かないふりをしていたのだが。

「──なあおい。おまえ、いまろくでもないこと考えてなかったか？」

「は、な、なにいきなり」

「ふざけるなっての。もうおまえのいるところで脱いだりしないからな！　今のは単なる言葉のあやだ！　あや！」

「知らないよ。やりたいなら好きなところで入ればいいじゃないか」

「あーやだやだ。どうでもいい口きいて理解があるふりするのを偽善って言うんだぞ。こっちはさんざんがまんしてるんだからな。ざらざらのぎとぎとのずるんずるんのべとべとでも忍にん耐たいの一言で」

「だから頼んでないって」

「じゃ、おまえ脱いでもいいのか？」

「う」

「ここで脱いでもいいのか？」

「いやそれは」

「ほら！」

「ずるいよいきなり！」

　イシュアンが憤ふん慨がいするので、理人は理人で馬車へと退散した。

　本当に意味がわからない。どうしてこんな話になってしまうのだ。

　働いて渇いた喉のどをうるおそうと、馬車の中に置いてあった水すい筒とうを取り出そうとした。

　しかし。

「あれ、水筒──？」

　理人は荷台の中を覗き込み、目当ての水筒が見当たらないことに気がついた。

　やがて、もっと大きな違和感にも気づいてしまう。

「イシュアン」

「なんだいったい！」

　いまだお腹立ちのイシュアンに向かって叫ぶ。




「聖剣がない！」




　イシュアンの顔から、吸い取るように血の気が引いていくのが、はっきりとわかった。おそらく、自分も似たような顔色をしているに違いない。

　彼女は速攻で馬車に駆け戻ってきた。理人なぞいないものの勢いで荷台に取りついた。焼き尽くす勢いで中を凝視する。荷台の下もすばやくチェックする。さらには屋根の上も。

　そして、ジャンプで地面に着地した。

「さっきまでは絶対あったよね。なんでだろう」

「喋しやべるな──」

　イシュアンは地面に両手をついたまま、何か考え事をしているようだった。

　あたりは砂混じりの原野だ。背よりも高い木と言えば、オリーブや月げつ桂けい樹じゆにも似た、強い乾燥にも耐える種類だけが、ごくわずかに生えているような状態だ。近くには身を隠す岩場もない。

　ここに野盗が近づけば絶対に気づく、と思うのだが──。

「見えた」

　イシュアンがつぶやいた。

　こちらが問い返すより早く、イシュアンは原野に駆け出した。

「イシュアン！」

「ほわぁちゃあああああああああああああああああ！」

　彼女は原始的な叫び声を上げながら突進。ある所で地面を強く蹴りつけ、走り幅跳びの勢いで数メートル先へと跳躍する。

「うぇえ！」

　すると、着地先の地面が悲鳴をあげた。

　理人はわけがわからない。もうもうと立ちのぼる砂煙がおさまると、イシュアンが小さな子供の首根っこをつかまえているところだった。

（え、子供？）

　いきなりその場に出現したように見えた。

　当人は、聖剣の布包みと水筒を両腕に抱え、じたばたと暴れている。

「いてっ、いてーっつんだよ！　はなせよバカ！」

「バカはおまえだ。けっきょくつかまってんだからな、このぼんくら！」

「うるせー！」

　十歳前後の少年だ。砂色の帽ぼう子しと、砂さ塵じん除よけのゴーグル。だぶだぶの大きな同色のマントを着込んでいる。

　服どころか顔まで砂まみれな上、ひどく痩やせてはいるが、気だけはものすごく強そうだ。

「おーいリヒト！　この通りだ。とりあえずモノは無事だぞ」

「……大丈夫？」

　理人は二人のもとに駆け寄った。この場合、大丈夫は剣と少年の両方にかかる。

「見ろリヒト。こいつったらな、こうやってマントかぶって、地面に伏せて私たちが通り過ぎるの待ってたんだ。せこい真似しやがって」

「へえ、すごいな」

　素直に感心してしまう。

　まさしく保護色のカメレオン少年だ。日本式で言うならニンジャマスターの称号を与えたいところである。それを見つけたイシュアンの手しゆ腕わんもすごい。

「へっ、オレにかかればざっとこんなもんさ」

「いばるな」

「いてーなバカ！」

　イシュアンに後頭部をはたかれ、少年は叫んだ。

「それでおまえ、名前は？」

「名乗る名前なんかねえ」

「お・な・ま・え・は？」

「…………ティーダ・エルンでございます閣かつ下か」

「よろしい」

「おみ足をどけていただけると、当方といたしましても僥ぎよう倖こうにございます」

　イシュアンにブーツの靴くつ底ぞこで踏みつけられながら返答する姿は、涙ぐましいというか、野生のサルの調教シーンを見ているような気分だった。

　なつかしい気にさせられるのは、昔のイシュアンに似ているからかもしれない。顔がというよりは雰囲気が。こちらは完全に少年のようだが。

　しかし──。

「ティーダ・エルン？」

　ただの偶然にしては、気になる苗みよう字じだった。

「もしかしたらだけど……君ってラーナ・エルンとは、何か関係ある？」

「……なんだよ兄ちゃん。うちのオヤと知り合い？」

　ピシャアアアアン！

　理人たちは、背後に稲いな妻ずまを光らせ、絶叫したくなった。

「ちょっと待てリヒト！　どういうことだ聞いてないぞ、こんなでかいガキがいるなんて！」

「僕だって聞いてないって！」

「そもそも結婚してたのか」

「まさかそんな」

　あのラーナが。あのラーナが。ラーナがラーナがラーナがラーナがラーナが。

　理人たちが『ラーナが』だけで思考停止し混乱する様を、ティーダはけげんそうにながめている。

「……なんかよくわかんねえけど、オレ、ラーナとは血のつながりないぞ」

　え？

「ムラの施設にいる連中は、みんなラーナのこと母ちゃんて呼んでるし、苗字がないやつは母ちゃんの苗字名乗れって言われてるんだ」

　よって自分はティーダ・エルンなのだと彼は説明した。

　この少年は両親をなくしていて、ラーナがなんらかの形で面倒をみている、ということらしい。たずねると、少年はうなずいた。

「そだよ。たぶんオレが一番年上。下はあかんぼまでいる。最さい古こ参さんはまた別のやつだけど」

「ティーダ。僕らはさ、君のその……お、お母さんに会いにグラリア村に行く途中だったんだ。彼女が傭兵だった頃にお世話になったんだよ」

「げ。なんだよそれ。サイアクじゃん」

　ティーダは顔をしかめた。

「……うわー、本気でしくじったか。まじ変なのに手ぇ出しちまった……」

「こんなところに一人でいたら危ないよ。できれば一緒に村まで行った方が安全だと思う。案内してくれると助かるんだけど」

「そりゃ、いいけどさあ……」

　イシュアンの顔をうかがいながら、ティーダは了解する。もはや自分には選択の余地なぞないと思っているらしい。

「……あのさあ、兄ちゃん」

「ん？」

「うちんとこの母ちゃん……ラーナに会ったら、今回のことは内緒っつーか、お手て柔やわらかに話してくんない？　あのひと怒るとすんげえ怖いんだよ。意外かもしんないけど」

「へえ、意外なんだ」

　理人としては、そちらの方が意外だった。

　切り拓く者、《女剣士》ラーナ・エルンは、一言で言うなら苛か烈れつな戦士だった。

　物腰は野生の豹ひようのように隙がなく、性格も切れ味の鋭い刃そのもの。剣一本で身をたてる厳しさを味わいつくしているというか、それ以外は何も信じていないと言わんばかりの女性だった気がする。

　旅の終わり頃にはだいぶ打ち解けたが、理人が覚えているのはつねに集団から一歩離れ、夜は剣を支えに眠る彼女の姿だ。あるいは剣の指導を受けている時の、容よう赦しやのない鬼おに軍ぐん曹そうモードでもいい。

　怖かった。美人でいい人だけど凄みがありすぎた。理人にとってのラーナはそんな人だ。

「うん。だってふだんはにこにこおっとりしてるじゃん」

「にこにこ！」

「おっとり！」

　またもや衝撃のフレーズを聞いてしまった。

「趣味は料理と刺し繡しゆうだし……」

　理人とイシュアンは、互いに顔を見合わせた。

「おい、やっぱりおかしいぞリヒト。暴れ牛に脳みそ蹴けられて別人にでもなったのか？　あの切り裂き妖怪ズンバラリーナが」

「いや、人間変わるときは変わるっていうし……たぶん……」

「にしたって刺繡におっとりはないだろ」

「たださー、盗みとかそういう悪さすると、いきなり枝に逆さ吊りにして包ほう丁ちよう研とぎはじめるんだ」

　理人たちは、なぜかとても安心した。

「「良かったラーナだ」」

「良いの？　なにが良いの!?　オレが逆さ吊られても良いっつーの!?」

「やっぱラーナはそうじゃないとな」

「それでこそだよね」

　意味わかんねえとティーダは暴れた。

「さ、納得したし行こうかティーダ」

「安心して吊られてこい。今より背がのびるぞ」

「い──や──だ──っ！」

　少年の悲痛な叫びを道連れにして、理人たちは馬車に戻ったのだ。

　そんな彼に案内してもらったグラリア村は、本当に小さな開拓村だった。

　不毛きわまりない大地の中で、涙ぐましい努力を重ね、防砂の植しよく樹じゆを行い、柑かん橘きつの果樹栽培や畑はた作さくも行っているようだ。中部の平原に比べて実りが追いついていない様子が気になるが、畑にはトマトにも似た小ぶりな赤い実ができていた。

「……ついた」

　理人と同じ御ぎよ者しや台だいに座って、ティーダがたどたどしく語る。

「へえ。ティーダたちの家はどのあたり」

「おく。きょうかいっぽい。ぼろい」

「…………」

「ちょーぼろい」

　恐怖が達たつ者しやな口を無口にさせるのだろうか。ティーダの体はこわばり、顔からは完全に血の気が引いている。

　理人は苦笑いするしかなかった。

「なあ、大丈夫だよティーダ。ちゃんと謝ればラーナだってそんな無体な真似は──」

「ぼく！　おトイレ行く！　いますぐ！」

「ちょっ」

　少年はやおら立ち上がると、馬車から離脱。

「すみやかに──っ！」

　叫びながら村の外へと逆走していく。

「こらおまえ、逃げるなああ！」

　イシュアンが、そんな少年の背中を追いかけていった。

　乗りそこねたのが理人である。

　いったいどうしろというのか。気づけば御者台の上でたった一人、『待った』のポーズを取り続けている自分がいた。

　十分たち。二十分たち。

「……はあ」

　イシュアン。理人はため息まじりに頭を切り替える。ああ君はどうしてそうなんだ。魔獣に関してはあれだけ冷静なのに。

　とにかく来ないというなら、先に行くしかないだろう。あまりのんびりもしていられないのだ。

　幸い、施設がどこにあるのかは聞きだしてある。さして広くもないメインストリートを、馬車で進んでいくことにした。

　道行く人はまばらだが、みないぶかしげに理人を見やる。その服装を見ても、余裕のある暮らしをしている人は少なそうだ。

（ラーナは、どうしてるかな）

　そして目当ての建物が近づくと、道路の真ん中で、子供が泥ダンゴ作りにいそしんでいた。

「あっ、なんかしらないひとだ！」

「しらないひときたよしらないひと！」

　エプロンを泥だらけにしたお子様たちが、いっせいに立ち上がる。

　わらわらと、まるで見み世せ物ものの勢いで、周りに集まってきた。

「しーらなーいひーと、しーらなーいひーと」

「どーこーのー、だーれー」

「おてがみもってくるひと？」

「ちがうよブドウ屋さんだよ。ブドウがかいてある」

「ぶどうやさん？　ぶどうのひとなの？」

　理人は、彼らに怪け我がをさせないように馬車を止めた。

「こんにちは」

「「「こんちは！」」」

　なんと素直なお返事か。

「僕は、リヒトって言うよ」

「リヒトー？」

「リヒトなぶどうやさんなの？」

「あのね、ここにラーナ・エルンってひとはいる？」

「おかーちゃんのことー？」

「うん。たぶんそう」

　ニナより少し小さいぐらいの女の子は、うれしそうに泥のついた手を叩いた。

「いるよー。いまごはんつくってる」

「そっか。いそがしい時にお邪魔しちゃ悪かったかな」

「だいじょーぶ。きてきてー、こっちー」

　女の子は仲良しの子を連れ、はしゃぎながら敷しき地ちの中に入っていった。

　理人は馬車から降り、彼女たちの後をついていくことにした。

　他の子供たちは、ものめずらしそうに理人のことを見送っている。

「ブドウ」

　ぽそっとつぶやくので、手ぶらが少しつらい。ごめんなさい八や百お屋やじゃないんです。食べ物屋じゃないんです。

　念のため、聖剣の包みは持っていくことにした。これもやはりブドウではないけれど。

　門かど柱ばしらには、『グラリア希望の家』と書いた札が下がっていた。

「リヒト、こっちこっち！」

「ごめん」

　理人は慌てて足を早める。

　一見したところ、施設は派遣神官がいない教会の建物を、後から改装したように見える。聖堂は、全員で食事をとる食堂に。神官の居住館は、子供たちの住居に。庭では鶏にわとりやヤギも育てている。

　建物の大きさに比べれば、子供の定員はオーバー気味だろうか。

　彼女たちは母屋おもやの横、厨ちゆう房ぼうの勝手口らしい扉を開けて入っていった。

「ラーナぁ！」

「なあに、あなたたち」

　──この声は。

「ごはんはまだよ。こっち来るときは、手をちゃんと洗ってちょうだいね」

「そじゃなくてね。んとね、おかーちゃんにおきゃくさーん」

「お客様？」

　内から扉が開いた。

　中からトマトとニンニク風味のスープの香りがただよってくる。

　そして、使い込んだかまどの前に立っていたのは、ロングスカートに白いエプロン姿。お玉を握った五英雄、ラーナ・エルンである。

「まあ！　あなた。リヒト！　リヒトなのね？」

　彼女は目を丸くしてこちらの名を呼んだ。

「どうしたの。さ、入って入って。そんなところにいないで、もっと近くで顔を見せて。まあほんとに大きくなったのね」

「……ど、どうも」

「ねえラーナ。これ食べてもい？　あじみしてもい？」

「だめよマリにリマ。かわりにこれあげるから。二人で内緒で食べなさい」

「やったー」

　ラーナは鍋の隣に置いてあったフライパンから、焼いた芋いもを二きれ取り出して、少女たちに与えていた。二人は大喜びで台所を飛び出していった。

「ね、見てよ。味見なんて言葉覚えちゃって、つまみ食いの理由が欲しいだけなんだからちゃっかりしてるわ」

　しみじみ苦笑しているラーナを見ていると、喋しやべる言葉が出てこない。何かの間違いかと疑いそうになる。

「いっけない。リヒト、そっちのオーブンを見てくれる？　焦げちゃってない？」

「え、これ？　うわちっ」

「やけどしないで気をつけて！」

「わ、わかった」

　慎しん重ちように鉄製の焼き釜がまの蓋ふたを開ける。中は大きなグラタンのようだった。

「どう？」

「……あとちょっとって感じだけど」

「いいわちょっとね。ありがとう。ついでにそっちの棚から小麦粉も出しておいてくれる？」

「はあ」

「ありがとう助かるわー」

　ラーナはにこにこ笑っている。

　小麦粉の袋をテーブルに置くと、次は棚の片づけ。窓ふき。ランプの傘掃除。次から次に用事を言いつけられる。

「……お、終わったけど」

「はいじゃそこ、座って。汚いけど」

「…………うん、わかった」

　ようやく作業台の椅い子すをすすめられる。

　理人がおとなしく座ると、ラーナも手近な椅子を引いてその場に腰掛けた。

　彼女はお玉を両手でもてあそんでいたが、ふいに目つきを鋭くした。

「いつこっちに戻ってきた」

　低く、落ち着いた声こわ音ねだった。理人がよく知る、強い女剣士のそれだった。












　理人は何かを言うより前に、安あん堵どの息を吐き出した。

「…………ほんと良かった。ラーナだった……」

「ふざけたことを言うな。どっちもあたしだよ」

　無理があると申し上げたい。いや、べつに優しい彼女も悪いわけではないのだが。

「……ちょっとなんていうか。剣士のイメージが強かったからさ。ギャップが」

「それでガキの相手がつとまるなら苦労しないだろ」

「大変みたいだね」

「正直、魔獣相手に切り結ぶほうがよっぽどわかりやすい」

「そこまで言う」

「言う。こういうところで笑うっていうのはな、剣百本よりも便利なスキルなんだ。赤ん坊から気難しい親父おやじまでいなせる。汎はん用よう性せいがとても高い」

　笑うことすら技術なのか。

　言っていること自体は同意できるのだが、それをあのラーナが口にしていると思うと感かん慨がい深い。

　あらためて見る彼女の目に、鬱うつ屈くつした影はなかった。

　きっと自分の意思で、今の生活を選んだということだろう。

「ラーナ。ここにはいつから？」

「……三年前ってところか」

「そっか」

　彼女は魔神を封印した後、ウィルタミア内外を放ほう浪ろうして回り、討伐で得た報ほう奨しよう金きんは、ほとんどここの運営につぎ込んだらしい。

　それで親代わりとはすごすぎる。脱だつ帽ぼうするしかなかった。

「僕は、こっち来たのはつい最近なんだ。ハイダルに喚よばれてさ。魔神の封印がほころび始めてるみたいだって」

「ああ。そんなことだろうと思ったよ」

　まるで、遠くに放り捨てるようにラーナは言った。

　なぜだろう。そういうセリフのときだけ、わずかにトゲが混じった気がした。理人の気のせいだろうか。

「えっと、それとさ。この村に来る途中でさ、ティーダって子に会ったよ」

「ティーダ？」

「うん。ここの子なんでしょう。村まで案内してもらったんだ。今は、ちょっといないけど」

「ティーダ……あれはおまえに迷惑をかけなかったか？」

　ぎくりとした。

　理人はすぐに笑顔でごまかそうと思ったのだが、ラーナの眼がん光こうはそれを見逃さなかった。

「──わかった吊るす」

「ちょっとちょっとラーナ！　勘かん弁べんしてやって。頼まれたんだ」

「いいや。甘やかすとあれのためにならない。さんざん注意したのに懲こりないのが悪い。吊るす」

　ああ、ごめんよティーダ。

　理人は心の中で少年に謝った。もう無理だ。冷れい徹てつな処刑人の顔をしているラーナは、もはや考えを変えないだろう。

　それにしても、と思う。

　使い込んだ厨房にただよう料理の香り。調理器具のお玉にエプロンに。

　何度見ても感想は同じだ。

「やっぱりラーナはすごいよ」

「……何が言いたい？」

「素直に受け取ってよ。王宮で騎士団に入ったりとかはしないと思ってたけどさ、それも全部蹴って施設の手伝いとか普通できないよ。かっこいいと思う」

　するとラーナは、予想外に眉まゆの根をよせた。

「いい加減にしろ。かっこいいものか。ただ単に報むくいが来ただけだ」

「報い？」

「あたしにはね、剣しかなかった。他になにもなかった。人を斬って魔獣を斬って、最後は魔神にも挑んだ。でも、それだけだ。魔神にくらった傷のせいで、前と同じようには剣がふるえなくなった」

　衝撃の一言だった。

「──そんなの、聞いてない……」

「本当に微妙な違いだよ。でもあたしはね、そんなことを気にして悟られないがために、おまえたちの前から離れたんだ。怖かったんだよ。魔獣のいない楽な世界を放浪して逃げた」

「ラーナ……」

「逃げて逃げて、逃げ続けて、そうやってわかったのは、救った気になった世界の全ぜん貌ぼうだよ。この世に平和なんてまったく訪れちゃいなかった。本当だよリヒト」

　沈ちん黙もくの間にことことと、野菜スープが煮える音だけが響く。

　彼女の言葉の意味を、うまく飲み込むことができない自分がいた。

　そんな馬鹿な話があるものかと。はねのけたくて反発したくてたまらなくて。

「アルゴスが封印されて魔獣がいなくなってもね、いたっていう痕こん跡せきは長く残るんだ。邪気の浄化が完全に行われなければ、そこに人は住めない。野生の獣が奴らに嚙かまれて眷けん属ぞく化かしていれば、被害の範囲はさらに広がる。山奥の水源が汚染されて、汚染に気づかないまま井い戸ど水みずを飲んだ村がどうなると思う？　ばたばた人が倒れるのが理解できてない村もあったよ。残ったのは年とし端はもいかない子供ばかりだったってこともあった」

　表できゃあと、子供たちの歓声が響いた。

「他にも、魔獣に親を食われて路上に暮らしてた子供たちとか、村ごと難民化してる一団とかに会ってさ。どうにもにっちもさっちもいかなくなって、どうせならまとめて落ち着ける場所でも作るかって。そうやって気がついたら、こんな場所でみんなに混じって、村づくりに必死になるはめになってた……」

「僕は……」

　同じころ、平和な日本で家と学校を往復していた。

「正直いまのあたしは、ハイダルにもハギリにも、絶望しか感じられない。王おう城じように陳ちん情じよう書しよをさんざん送っても、杓しやく子し定じよう規ぎの返事しか返ってこない。あいつ本人に届く前に、部下が始末してるのかもしれないけどさ。魔神が復活するから協力しろって？　もう魔獣はいなくなったのですから、神官の派遣は取りやめますなんてぬかしてたのはどこの誰だ。浄化もされずに野放しの土地がどれだけ残ってると思ってる！」

　ラーナの憤いきどおりは、目の前で起きた不条理を、許すことができないからかもしれない。

　多くのものを、見送ってきてしまったから。

「ハギリもそうだ。あのでかい寺院の中にこもって、表に出ることをやめちまった……何を書いても返事も来ない……」

　理人は、その件に関してだけは、伝えられることがあると思った。ハギリ老師の死という事実を。

　だけどそれは、ワイト寺院の最大の秘匿事項でもあった。

　葛かつ藤とうする理人の前で、ラーナはわずかだが表情を緩めた。

「すまないね。おまえに愚ぐ痴ちったってはじまらないな。当たって悪かったよ」

「ううん。そんなことないよ。僕が知らないことばかりだった」

「あたしだって同じだよ。こんな風になるまで、一つの場所で生きていくのがどれだけ難しいかなんて考えたこともなかったんだ」

　互いに見つめ合う。それ以上の言葉が出てこない。

「ラーナ。僕は──」

　カンカンカンカン！　と、けたたましい鐘の音がこだました。

「なに」

「警報だ。意味は、外敵の襲撃──」

　理人は、最後まで聞くことなく、厨房を飛び出した。

　施設の庭には、大勢の子供がいた。もともと遊んでいた者。音を聞きつけて顔を出したばかりの者。

「みんな危ないから、部屋に戻りなさい！」

　厨房の中から、ラーナが叫んでいる。

　理人は、施設を飛び出した。

　村の男たちが、荷馬車に大勢乗り合って移動していく。理人は、その横を併へい走そうした。

「何かあったんですか!?」

「魔獣が出たらしい」

「────！」

　日焼けした農夫は、鍬くわのかわりに大型の機械弓クロスボウを持っていた。似たように武装した村人が、厳しい顔で武器を握り締めている。

「本格的なのは久しぶりだ。ちくしょうどうなってる。いまはドーラの畑のところまで来てるらしい」

「僕も行っていいですか!?」

「おめえ誰だ」

　息が切れそうになり、叫ぶように答える。

「ラーナ・エルンの仲間です！」

　男はわずかに目を見開いた。

「乗ってけ」

　それだけだった。理人は走る馬車に飛び乗った。







「──いいか、集まったものから配置につけ！　矢を受け取ってどんどん射うて！」

　村の端では、指揮を執とる男の号令のもと、すでに迎げい撃げきがはじまっていた。

　畑の残土で塹ざん壕ごうが作ってあり、防砂の林をなぎ倒して侵入してくる魔獣に向かって矢を放っていく。

　理人は馬車から飛び降りたものの、人数が多くて魔獣の様子がよく見えなかった。これ以上進むのをあきらめ、端にあった納屋を見つけてよじのぼる。

（──いた。見えた）

　魔獣は、以前にも戦った蟻型の魔獣だった。数は三匹。何本かは胴体に矢が当たり、片目をつぶされているものもいた。

「射て！」

　農民たちが放つ射撃が、魔獣のぶ厚い装甲に突き刺さる。

　どうやら彼らが使っているのは、イシュアンが錨銃アンカーガンにも使っているような、特殊素材の矢らしい。小さな開拓村のくせに、騎士団なみの練れん度どと装備だ。思わず舌を巻く。

　しかし、戦況は楽勝というわけにもいかないようだった。確実に当たってはいるが、数と勢いで押されている。魔獣を殺すには、急所を徹底的に潰つぶすことが必要なのだ。

「くそ。このままじゃこっちまで踏み込まれるぞ」

「無理すんな！　ここは捨てて拠点を一つ後ろに移せ！　市街に入れる前に殺せば俺たちの勝ちだ！」

「「了解！」」

　男たちは、小気味よく声を上げ、前線を支える一部以外は、いっせいにまた一つ後ろの畑へと下がっていく。

　屋根の上の理人は、戦場が移動していくさなかにいた。

（やられてく）

　最前線から、最後の矢が放たれる。後ろの塹壕へ、決死の覚悟で走っていく農民たち。

　魔獣が吼ほえた。外がい殻かくの隙間から、どす黒い邪気が吹き出る。地面の作物が一瞬で蒸じよう発はつした。理人は、納屋の屋根から飛び降りた。

「──おい、おめえ！」

「バカ危ないぞ！」

「早く逃げろ！」

　そんな村人たちと、魔獣の間へと立ちふさがる。

　背中から、絶叫まじりの警告が飛ぶ中、理人は『月の滴』を抜いた。

　瞳を怒りで赤くした魔獣が、土ぼこりをあげ進んでくる。

　怖いかもしれない。危ないかもしれない。だから理人は、真っ向から剣を構える。

「斬・波・殲・滅」

　唱えると同時に、耳のピアスが鋭く光った。

「──斬り飛ばせ！」

　かつて見た剣筋と、まったく同じ軌き道どうで剣を走らせる。光を通す素材のせいで、それは何も動いていないように見えただろう。

　魔獣の体が、理人の両脇をすり抜けていく。そのまま三歩進んだところで、いっせいに切り裂かれた体が、畑の上に転がった。

（──できた）

　理人は剣をおさめて息をついた。

　振り返ると、塹壕にいた村人たちが、あっけにとられたようにこちらを見ている。

「あ、あの、終わりましたよ！　大丈夫です！」

　理人がそう言うと、一拍置いて、ほどけるように歓声があがった。

「いよっしゃあああああ！」

「やったなおめえ！」

「よくやった！」

　やったやったと喜び合い、その場に飛び跳ねる者さえいた。

　理人が歩いていくと、乱暴に頭をかきまわされ、もみくちゃにされた。やめてくださいと言っても聞いてくれない。

「おまえすげえな。ほんと若いのにえらい腕だ」

「ああ。なんか昔のラーナ見てるみてえだ──」

　その瞬間、いきなり一帯が、水を打ったようにしずまりかえった。

（──あれ？）

　理人だけが、周りの変化についていけない。

　ただ目の前には、取り返しがつかないことのように固まる発言者と、それを見つめる男たちの姿があった。

　どうしよう。どうすればいいんだろう。助けを求めるようにあたりを見回すと、天の助け。見知った人がいた。

「ラーナ！」

　彼女は、道の木陰に立っていた。「おいで」とばかりに手招きしてくる。

　理人は走った。

「──良かった。ちょっとなんだかよく分からなくて」

「いろいろあるのよ、こういうところでは。うまく流してあげて」

　愛あい想そうがいい方の声音で、彼女は笑った。

「……喜んでくれたなら、いいんだけどさ。なんか余計なことしちゃったかな」

「ううん。とんでもない。あなたが一秒でも早く倒してくれたおかげで、被害は畑の収穫をあきらめるぐらいですんだんだから」

「な──それって大変じゃ」

「大変だけど仕方がないわ。そうやって定住する者は魔獣と戦ってきたんだから」

　理人は、そういわれてからあらためて周りを見た。

　外部から魔獣が進入してきた道のりは、表面が炭化して蛇だ行こうした道のようになっていた。砂を防ぐ林はなぎ倒され、他はすべて畑やあぜ道だった。邪気が振りまかれたあたりは、特に黒く変色している。

　これが──仕方ない？

　確かに村の中心部に来る瀬せ戸と際ぎわで、侵攻は食い止められたけれど──。

「ましよ、リヒト」

　確信をもって、ラーナが言った。

「ここの人たちは、昔から知ってるの。住処すみかを奪われ家族を殺されるより、怖いことなんてないって。だからみんな命が助かったってほっとしてるところよ。誰ひとり死なずにすんだ。助かって良かったって心の底から震えてる。その感謝は本当よ、リヒト」

「……ラーナ……」

「わたしにできることは、そういう人たちに今までの経験を話して、自衛する方法を教えてあげるだけ。本当にそれだけなのよ」

「教えるだけ？　だってラーナは強いのに」

「見て、これ」

　ラーナはそう言って、着ている長いスカートの裾を持ち上げた。

　理人は目を見張った。

「え……」

「ただのドジよ。すごく雨が降ってた日でね、峠とうげで脱だつ輪りんした荷馬車を戻そうとしたの。中に汚染のひどい水を飲んじゃった子がいて、教会の神官のところに行くまでのんびりもしてられなかったのよ。そしたら、わたしだけ間違って崖がけから落ちちゃって。だからもうあの頃みたいな剣は絶対ふるえない。ラーナ・エルンはドジで間抜けでやさしい、子供たちの『おかあさん』なの」

　彼女の右足が、別の素材に変わっていた。

　どうして気づかなかっただろう。彼女は厨房の中でも、理人を働かせるばかりで一歩も動かなかった。重いオーブンを覗かせて、高い棚の上の小麦粉を取らせて、そして今も、理人をこの場に呼びつけ、移動をできるかぎり避けていた──。

「──さっきの技ね、見たよ。あれはあたしの剣だね」

　それは剣士の声。理人に剣を授けたその人の言葉。

「……うん。そう、だよ。ラーナの、剣だ」

「おまえの中で生き続けるなら、それでいいよ……」

　彼女は理人の手のひらに自分の手を重ね、その場で目を閉じた。その目から、静かに涙がこぼれるのを、理人は見守ることしかできなかった。







　切り拓く者、《女剣士》ラーナ・エルンは、一言でいうなら苛烈な戦士だった。

　剣を頼りに剣に生き、理人たちの旅路は、彼女の加勢で大幅に向上したと言っていい。まさしく目的を果たすための傭兵であった。

『……ラーナぁ』

　あれはいつだったろう。素人しろうと勇者の理人は、よく彼女に剣の稽けい古こもつけてもらっていた。素人だけに、その腕は未み熟じゆくな上に根性も足りない甘ったれで。

『もう。まだやんのお。もう腕動かないよ』

『やる。残りあと二百回』

『鬼ぃ！　悪魔ぁ！』

『オニアクマなんて魔獣は知らない』

『バカぁ！』

『つべこべ言うな』

　泣いてもぐずっても、決して容よう赦しやはしなかった。とにかく見捨てたりはしなかった。

『死にたくなかったら強くなれ』

　教えてくれたのは生きる方法。彼女のすべて。

　そして、獣の鳴き声が響く夜。遠すぎる旅路にくじけそうなとき。夢に見るのは家族のこと、学校のこと。この先に待つ魔神討伐の不安。すべてがないまぜな気持ちに押しつぶされそうになりながらも、それでも眠れたのは彼女のおかげだ。

『……ラーナ』

　毛布の中から見る彼女は、焚たき火の光の中で一人浮き上がっていた。

　決して剣を手離さないその横顔。

『寝ないの？』

『まだいい』

『あのさ……』

　おずおずと、理人は続けた。

『昼間の稽けい古ことかで、上手にできなくて、ごめんなさい』

　ラーナは笑わない。けれど、切れ長の瞳がかすかに優しくなった気がした。

『明日も早いよ』

『……うん。おやすみなさい』

　彼女がその腕に抱えていた剣は、常に圧倒的な強さで敵を切り裂いた。まだ未熟だった理人たちのことを守ってくれた。

　強かった。美しかった。そして優しかった。

　最後はその剣すらも奪うというのなら、女神の慈じ悲ひは本当に穴だらけだ。







「……これが、預かってた宝珠。あと、本当に少ないけど薬と携帯食。足しにして」

「ありがとう」

「気をつけて」

　ラーナから、施設の厨房でバスケットを受け取った。

　バスケットの中には、布に包まれた干し肉やチーズ、そして巾きん着ちやく袋ぶくろなどが入っていた。

　聖剣の宝珠は、その巾着の中にあった。逆さにして取り出すと、ピンポン玉ほどの丸い宝石と、古い銀貨が現れる。

「コイン？」

「言い伝えのお守りよ。金は右。銀は左を司つかさどる。左の心臓を守ってくれるってね」

「へえ……」

「これでも肌身離さず持ってたのよ。現役の頃は」

　初耳だった。彼女がそんな験げんをかつぐような人間だったとは。

　宝珠の方は、中に炎をそのまま閉じ込めたような、複雑な色味だった。以前に写真で見た、ファイヤオパールが近いかもしれない。角度によってその濃淡も、微妙に変わって見える。

　理人が持ってきた聖剣本体の柄には、この宝珠をはめこむ穴が開いていた。ためしに理人は、その穴に宝珠をはめこんでみた。

　かちりと硬い音がした。直後、鈍い振動が利き手にまで伝わってくる。

「……大丈夫みたいだ」

「あらためてあなたを使い手に認識したみたいね」

　そういわれても、理人はあまり実感がなかった。

　理人にとって聖剣とは、強力な武器であると同時に、扱いに気を使う厄介な剣というイメージの方が大きい。

　決して凡ぼん人じんの身で制御しきれるものではないというか。

「聖剣は、意思があるものなの？」

「あら、リヒトはないと思っていたの？」

「わからないよ。あの時はぶっつけ本番だったんだ」

　本当に、無我夢中で倒しに行ったのである。

　本来の聖剣の担い手だったはずのラーナなら、もう少しうまくやれていただろうとは、今でも本気で思うのだ。

　そうすればあの『事故』も起こらなかったのではと。

「そうね……はじめてだったならそう思うかもね。それならきっと、これから聞こえてくるはずよ。聖剣の声」

「これから？」

「ええ。聖剣の意思や、思いみたいなものが。そして、こちらからも伝わるはず。あなたの思いに聖剣が応えてくれるわ。一番いい形で」

　ラーナは笑った。

　理人は半信半疑で、手の中の剣を見つめるしかなかった。やはり剣というより、知らない生き物の生態を聞いたような気分だった。

「それじゃあ、リヒト──」

「うん。行ってきます。ラーナも元気で」

「元気で」

　彼女は軽く理人の背中に手を回した。ぽんと一度だけ、背を叩いた。

　理人はバスケットを持ち直し、施設の厨房を出た。

　庭には、あれだけいたはずの子供の姿がなくなっていた。唯一、少年が一人、鶏の世話をしていた。理人と目が合うと、ぺこりと会え釈しやくをした。

　とめていた馬車に飛び乗り、そのまま発進させると、

「──おーい」

　イシュアン・トロールの声がした。

　彼女は走る馬車を待ち構えていて、途中から平行して走り、そのまま御者台のところに飛び上がってくる。

「──いやあ、参った参った。死ぬほど走らされたぞあのガキンチョに」

「イシュアン」

「いやまあ、最後は絞めてやったから良しとするかな。くくく。逃げ足でこのイシュアン・ブリリアント・トロール様に勝とうだなんて百年早いっての。ところでどこ行くつもりなんだ？　宝珠をもらいに行くんじゃないのか？」

「その件ならもう済んだよ」

「え？」

　理人は、驚くイシュアンに淡く笑んだ。

「村に魔獣が来てさ、みんな忙しいみたいだし。早めにお暇いとましようと思うんだ」

「あ、あ──」

「弁当とかも持たせてもらったから、後で食べよう」

　自分がティーダを追いかけることばかりに気を取られていたと、いまさら気づいたようだ。気まずそうに目を泳がせる。

「……あー、その、なんていうか……ラーナは一緒に来れないのか？」

「残念だけど無理みたいだよ。子供たちもいるから、ごめんって謝ってた」

　村の出口に向かって、馬車が走っていく。

　戦場となった畑に、大勢の村人が駆り出されていた。

　ようやく実が熟うれはじめた作物が、ずたずたになぎ倒されていた。それを丁寧に取り除き、荷車に載せて運んでいく。小さな子供も、そこではたくさん手伝っていた。施設にいたリマとマリもいた。額に汗が光っている。

「魔獣の遺い骸がいに直接触るなよー」

「手袋を忘れるなー」

　黙もく々もくとした地道な作業だ。

　ここからさらに、邪気で汚染された土ど壌じようの浄化が待っている。うまくいかなければ土ごと入れ替える必要があるかもしれない。

　同じ作物を再び実らせるまで、途方もない手間と時間がかかるだろう。

　今まで見たことがあっただろうか。ずっとそこにいる村人たちと、出ていく自分。理人たちはいつも風のように通り過ぎる側だった。

「無理って言ったって。ちょっと薄はく情じようじゃないのか。世界の危機なんだぞ──」

「ねえ、イシュアン」

　──この世に平和なんてまったく訪れちゃいなかった。本当だよリヒト。

　ラーナの言葉が、耳の中でこだまして離れないのだ。否定したい理人の気持ちをあざ笑うかのように、鮮やかに。

「……僕はさ、六年前……アルゴスを倒すために、けっこう大きなものを支払った気がしてたんだ。元の世界で適応するのが大変だったとか、そういうのもあるけど、でもそれだけじゃない。もっといっぱい、取り返しのつかない、大事なこと──」

　なのにどうして、いまここにいる村の人たちは、いなくなったはずの魔獣の害に振り回されているのだろう。

「それでもさ。それでも引き換えに平和になったのならいいって思ってた。大きな代だい償しようを支払うだけのことはあったって納得させてた。でも、けっきょくこうなるんだったら」

　理人は片手で顔をおおった。隣の彼女にだけ聞こえるような小声で。

「僕が救った世界っていったいなんだったんだ……？」

　荒れた大地を、馬車が進む。村人の働く声から、少しでも逃れるように。遠ざかることができるように。

　空には、パナケイアの二つの太陽。そしてはるか先には、アーマット岳の鋭い稜りよう線せんがかすんで見えるような気がした。

　あの中心に『蟲の孔』がある。

　因いん縁ねんの土地だった。
















　キィ──ン！

　金属バットで打ち上げた硬こう球きゆうが、高く高く弧を描いて飛んでいく。

「打ったぁ！」

「行ったぞ理り人ひと！」

　大だい歓かん声せいがあがる中、七番レフトの理人が懸命に走る。

　場所は西東京の多た摩ま川がわグラウンド。調ちよう布ふパイレーツＶＳ狛こま江えブレーブス。それぞれの陣営には、チームメイトに保護者が鈴なり。

　試合は八回の裏、一点リード。ひさしぶりに出してもらった練習試合だった。

　理人は汗をかきかき走って走って、それでも追いつかずに横っ飛びのジャンプ。

　左手を懸命にのばして球を捕ろうとするが、球は理人のスパイクの三センチ後ろを、無む残ざんに通過した。

「あ────」

　盛り下がる声。球はてんてんと川に向かって転がっていく。

　カバーに入ったチームメイトが、必死に球を追いかけていくのを、理人はなぜか他ひ人と事ごとのように眺めていた。







　けっきょくまあ、試合は負けた。

　あの一発を呼び水にして、ずるずるとミスが連れん鎖さするという、素敵な展開のもとで。

　帰りの道のりは、『戦犯・相あい川かわ理人』を糾きゆう弾だんすることに費やされたと言っていい。

　みんなそろって用具を載せた自転車を押しながら、夕焼けで赤らむ土手を歩いていく。ぞろぞろ、ぞろぞろ、微妙に肩を落として。

「あーあ。ぜってー勝つと思ってたんだけどなあ」

「カントクむちゃくちゃ怒ってたぞ。レンケイ悪すぎだって」

「つか理人だろーどう考えても」

「そうだ理人だ」

「理人だ理人」

　話は堂々巡り。けっきょく最後は理人をつつくことで終わるのである。

　理人は集団から一歩遅れた最後尾で、同じように自転車を押して歩いていた。

　逆転負けの走りとなったミスの責は甘んじて受けるし、彼らの憤いきどおりをぶつけられるのもやぶさかでもない。しかし、あまりに似たようなことばかり言われ続けるので、ついつい本音がぼそりと。

「……べつにどうでもいいじゃん、試合なんて……」




「「ああ!?」」




　──理人はすぐさまにこりと笑った。

　チームメイトたちは、つまらなそうにまた歩き出す。

「もうさ、コンビニいってアイス買っちゃおうぜアイス」

「いいの？　しかられね？」

「オレにっくまーん」

「じゃ、おれパピコ！」

「あーあ。ぜってー勝つと思ったんだけどなあ」

「カントクむちゃくちゃ怒ってたぞ。レンケイ悪すぎだって」

「つか理人だろーどう考えても」

「そうだ理人だ」

「理人だ理人」

　どうしてみんなそんなに真剣になれるんだろう。理人は本気でわからなかったのだ。

　実際このあと、理人はリトルリーグのチームを辞やめている。

　もともと有望な選手というわけでもなく、勉強の遅れを気にしていた両親は、理人の選択を喜んだが、本当のことを打ち明けられる人間は誰だれもいなかった。

　あの頃理人の体を支配していたもの。

　太陽はなぜ二つじゃなくて一つなのか。

　どうして僕はここにいるのか。

　魔神を倒すことより大事なことって何がある？

（どうして僕は、あのとき）

（あのとき　　していれば）

（僕は）

　日増しにふくれあがる疑問だけが、理人の小さな体を支配していた。

　まるで知らない怪物が育つように。





　　　　　＊＊＊






　胃がねじ切れるような不ふ快かい感かんに耐えると、建物の内装が変わっていた。

　理人たちの目の前には、以前とは違う顔の魔術師たちが立っている。

「ようこそ、北のバルムへ！　転移完了です」

　愛あい想そうのいい、若い魔術師だった。しかし、酔った理人には笑い返す余裕もない。黙って進もうとすると、向こうが心配そうに声をかけてきた。

「大丈夫ですか？　かなり顔色がお悪いようですが──」

「……大丈夫。気にしないでやってくれ。苦手なんだ転移が」

　かわりにイシュアンが答えてくれた。

　理人はおかげで、口を開くことなく前へ進むことができる。

　転移門の建物を出てから、彼女に小声でささやいた。

「…………助かったよ」

「無理はするなよ」

「うん。でも行こう、イシュアン。もう少しだ」

　旅をはじめたばかりの頃に比べれば、身に着けた装備も薄汚れているだろう。野や盗とうに襲われることもあるまい。

　実際、グラリア村で聖剣を完成させてからは、『蟲むしの孔あな』があるアーマット岳目指して一直線。かなりの強行軍になっていた。

　原野を抜けて転移門のある街を訪れると、さらにウィルタミア北部の都市バルムへとショートカットをする。そこからふもとの町まで寝る間も惜おしんで移動すると、馬車を置いて最後の装備を固めた。一気にアーマット岳へと踏み込んだのだ。




「──出たぞ、魔ま獣じゆうだ！」




　そこは吐く息も白くなる、アーマット岳の中腹。

　木々や足元には、ところどころに残雪が目立つ。

　イシュアンの号令を聞くまでもなく、理人は先頭へと飛び出した。足場は悪いが、目標めがけて斜面を駆け上がる。

　魔獣は灰色の毛に覆われた、熊にも似た姿をしていた。向こうは周りの空間をゆがませ、こちらに向かって氷のつぶてを放ってくる。理人は歩みを止めなかった。つぶてというつぶてを体に受けながら、そのまま抜ばつ刀とう。剣を振りぬく。

　ザン！　と焼けた鉄を水につけるような音を響かせ、魔獣は目の前からすべて消滅した。邪気一つ残さない。

　──終わった。

「おし。やるな、リヒト」

　後ろから、イシュアンがねぎらいの言葉をかけてきた。

　理人は剣を鞘さやにおさめた。

「もう私が入るまでもないじゃないかって──ぎゃあっ」

「？」

「顔。ち、傷だらけじゃないか。気づいてないのか」

「……ああ」

　理人は、ぼんやり拳こぶしで頰ほおをぬぐった。確かに氷のかけらをあちこちにくらって、かなり痛々しい見た目になっているかもしれない。

「まあ、そのうち治るし……邪気はもともときかない体た質ちだし……」

「おまえの痛つう覚かくはどうなってる！」

「いや、痛いものは痛いんだよ？」

「じゃあ避ける努力ぐらいはしろ」

「それも面倒っていうかさ……」

　実際、もう痛みも引いてきているのだ。

　老ろう師しから受けた超回復のステータス補助は、まだ継けい続ぞくしている。いちいち攻撃を避けて戦いを長引かせるより、大ダメージが与えられる聖剣で、さっさと始末してしまいたい気持ちのほうが大きかったのだ。その方が手っ取り早いし、効率もいい。

「この剣、すごいんだよ。今までとは威い力りよくが段違いだ」

　イシュアンがため息をつく。

「……なんだかおまえ、聖剣もらってから戦い方が捨て鉢ばちになってないか？」

「そうかな。そんなことないよ」

「噓うそつけ。大味の一言で片付けられる感じじゃないぞ」

　理人はあいまいに笑った。そのまま目の前の山道を歩き出す。

　聖剣の恩おん恵けいは本当で、いまのところ、ラーナが言うような『声』なるものは聞こえてこない。ただ黙って、理人の思うまま道中を助けてくれるところが、むしろありがたかった。

「こっちから話かけないとひとっこともしゃべらなくなったし、私とおまえじゃ歩幅が違うのも無視してガンガン歩くし、腹ん中でやたら考えこむし」

　かわりに歩くイシュアンの声が、だんだんと小さくなっていく。

　やがて、ダタダダ、っと駆け寄る音がして、また音量が上がった。

「とにかく先に先にっていうかさ……ちょっとペース早すぎだ少し戻せ……！」

「遅れていい理由なんてないよ」

　理人は、後ろにいたイシュアンに言った。

「みんな待ってるんだ」

　そう。進まなければならない。魔神アルゴスを封印して、少しでもこの世界を楽にする。そのためにここまでやってきたのだ。

「……ったく、わかったよ」

　イシュアンは、口を尖とがらせ押し黙った。

　ただ黙々と、かつて登った山道を踏みしめていく。ときおり現れる魔獣は、主に理人が最短で倒した。要所要所では立ち止まり、『旅のしおり』で登山ルートを確認する。無む駄だな行程は、いっさいなかった。

「お。なあリヒト、あれ見ろあれ」

　イシュアンが、ふたたびこちらの袖そでを引いた。

「かわいいぞ。白きつねの親子だ！」

　かなりはしゃいだ声を出している。

　たしかに理人たちが歩いている、山道の斜面に、白い毛皮の銀ぎつねに似た生き物がいた。岩場の隙間から、親子ともどもこちらを見ていた。白きつねというのか。

　野生の生き物らしい、澄んだ瞳だった。

「かわいいね」

「よし決めたぞ。ちょっとここらで休んで観察して、隙あらば餌え付づけとか、もふったりとかもふったりとか全面的にもふったりとか──」

「イシュアン・トロール」

　理人は短く言った。

「遊ぶのは後にしよう」

　イシュアンは、斜面に腰をおろそうとした体勢で止まった。

「で、でも」

「携帯食は無駄にできないし、野生の生き物を餌付けするのはよくないと思う」

　まごうことなき正論であったと思う。イシュアンは本当にしぶしぶ、つまらなそうにまた立ち上がって歩き出す。

　これでいいのだ。気まぐれな天才肌で、興味のあることに突っ走るのは、イシュアンの悪い癖くせだ。こちらでも脱線しないように気をつける必要があった。

「……ちょっとぐらい、休んだっていいじゃないか。この石頭」

「もうちょっとだけがんばったら休憩しよう」

「もうちょっとっていつ」

「あと一時間ぐらい」

「そこまで、がんばれ、ないから、いってるん、だ──」

「────！」

　理人は何事かと振り返った。その目の前で、イシュアンが地面に倒れこんでいく。

「イシュアン！」

　理人は慌てて、その体を受け止めた。彼女の全体重が、両腕にのしかかった。

「大丈夫、イシュアン！」

「…………さわ、ぐな。あたま、いたい……」

　力のない声で、イシュアンがつぶやく。

　顔にかかる髪を振り払おうとして、その手が理人に偶然触れた。たったそれだけでわかるほど、彼女の体温は熱かった。

「いつからこんな……」

「今朝から、だんだんと、かな……でも、ここまでなるなんて思わ、なくて」

「どうしてもっと早く言わなかったんだよ」

「聞く耳なんて、持たなかったじゃないか。ずっと前むいて急いでて……」

　カウンターをくらった気がして、理人は唇くちびるを強く嚙かんだ。

　あらためて見る彼女の顔色は、紙のようだった。そのくせ体は、ひどく熱をもっている。

　だるい体を引きずって、ここまで来たのだろうか。来させてしまったのだろうか。

　気を引く言動も、はしゃいだパフォーマンスも、すべてこれを訴えたかったから──。

「ごめん、イシュアン。今日はここまでにして一度戻ろう」

　イシュアンは小さく顎あごを引いた。うなずく気力もないのかもしれない。

「後ろ、乗れる？　おぶってくよ」

「……少し休めば、大丈夫だ……」

「辛つらいと思うけど、今だけがまんして。ほんとにごめん」

　理人は彼女の腕を支えて、自分の肩をつかませた。そのまま小柄な体を背中に乗せてしょい上げる。

　ひと一人を背負っての下山になるが、少しでも早く人里に戻った方がいい。

　理人は自分で自分に言い聞かせ、やってきた山道を引き返した。

　それが最大のミスになると、そのときは気づかなかったのだ──。







　早く、早く。一分でも早く。

　無駄のない行程は、より早くが目標になった。

　端はし々ばしに雪の残る足場の悪い道を、急ぎながら降りていく。途中で魔獣が現れれば、やむなくイシュアンを置いて聖剣で迎え撃つ。そこでかかった時間を気にしながら、また山道を下るのだ。

（もう少しペースあげないと）

　はじめの太陽が山の峰みねに入って、隠れはじめる。予想していたよりも、相当早い。

　急いで、急いで、とにかく急いで。

　山は登るよりも、下山の方が危険だとはよく言われている。つま先に全体重がかかり、ペース以上に足が動いてしまう。呼吸が速まるのは、疲労で息が上がってくるからか、それ以上に気持ちが急せいているからか。へたに足を止めると、両りよう膝ひざが笑ってくるのは参った。

　いいから歩け。止まっている場合か。

「うわっ」

　足元の道が、ふいに崩れてすべり落ちそうになる。

　山の急斜面を、石のかけらが転がっていった。

「……だいじょうぶか？」

「──だ、大丈夫。平気。ごめん起こして」

「むり、するなよ……」

　耳元でイシュアンのささやきが聞こえた。熱にうかされたように小さな声だった。

　──無理などしているつもりはない。とにかく彼女をまともな場所で寝かせてあげたい。それだけなのだ。

　だが、現実はもどかしかった。下れば下るほど道は細く険しくなり、視界は暗く悪くなっていく。

　登って来たときは、ここまで悪路じゃなかった気がするのに──。

（──まさか）

　頭をよぎったのは、一つのパターン。最悪の結論だった。

（道……間違えた）

　一気に心しん拍ぱく数すうが上がった。

　逸いち早はやく下山することだけを考え、一直線に進んできたが、どこかでわき道に入り込んでしまった可能性はないだろうか。それならいつから？　どれだけ戻ればいい？　本当に今日中に下山できるのか。

　ばくばくと、自分の心しん臓ぞうが脈打つのを意識した。

（……大丈夫。落ち着け）

　必死に言い聞かせる。リカバリーできない失敗なんてない。

　とにかく背中のイシュアンを地面に降ろして、荷物から『旅のしおり』を取り出して、現在位置を確認するのだ。

　あと数十分もすれば、この山も完全に闇に包まれるけれど。それでも──。

　なんとか体の震えをおさえようとしていると、薄闇の先に、なにか光るものを見た気がした。

（蛍ほたる？）

　こんな場所のこんな時期に。

　しだいにその明かりは、三つ四つと、あちらこちらに広がっていく。

　本当に蛍のようで、それにしては強い光だった。

（村……？）

　理人は、光に誘われ歩き出した。

　そしてそこは信じがたいことに、本当に民家があったのだ。

　山の斜面を切り開いて作った小さな土地と、わずかばかりの平地に、丸太と漆しつ喰くいとかやぶき屋根を組み合わせた家が、何軒も建っていた。

　何度も幻まぼろしを疑ったが、景色は変わらない。理人が見た光は、日没にともない中の住人が明かりをつけたからのようだ。

　ゆっくりと坂道を──明らかに人によって整備された小道を降りていく。

（こんなとこに、村なんてあったんだ……）

　煙えん突とつからは、細く煙がたなびいている。切った薪まきが、裏手の壁際に積んであった。きちんと、人が住んでいる気配がする。

「ん……」

　背中のイシュアンがみじろぎした。理人はわれに返って、目についた家へと足を速めた。

　一番手前の家に近づいた。ドアに呼び鈴がないので、片手でドアを三回ノックした。

　ほとんど祈るような時間だった。せめて、イシュアンだけでも屋根のある場所で休ませてもらえるといいのだが──。

「はい、どなた様──」

　ドアの向こうから、年配の女性の声がした。

「──っ、あの、すみませんこんな時間に。実は、道に迷ってしまって」

「あらやだ」

「連れも体調を崩してしまったみたいで、できれば休ませていただけると──」

　みなまで言う前に、ドアが開いた。

　そこにはふっくらとした丸顔の、日焼けした顔の老ろう婦ふ人じんがいた。

「いったいどんな具合なんだい──いやだまあひどい顔色だこと。熱はあるの？　あるんだね？　いいから中に入って入って。ちょっとあんたあ！　大変だよ早く来ておくれ！」

「……なんだいったい、騒そう々ぞうしい」

「大変なんだって！　見てちょうだいよコレ」

　部屋の奥から、パイプをくわえた老人が、薄い頭をかきかき現れた。彼女の夫のようだ。

「お客さまだよ。ひどい熱みたいなんだ」

「そりゃあ、いかんな。とにかくそんなとこにおらんで。入ってもらえ」

「ああやだやだやだやだ。着替えとお湯と──寝ね床どこの用意をするからちょっと待っててくれよ──ああやだやだ」

　ばたばたと取って返していく老婦人。「やだやだ」が口くち癖ぐせらしい。

　かわりに老人が、理人たちをソファへと案内する。

　理人は、イシュアンをソファにおろした。彼女は背もたれに背を預けることもできずに、ぐったりと横たわった。

「こりゃいかんな」

　そうして見渡す部屋の中は、質素ながらもきちんと清せい潔けつだった。暖だん炉ろに火がついていた。

　──とにかく、助かった。

　理人は心底ほっとして、気づけばその場に膝からへたりこんでいた。

「おおいばあさん！　こっちまでダメそうじゃぞ！」

　遠くで老婦人の悲鳴が聞こえた。







　イシュアン・トロールは、その日からまるまる三日寝込んだ。

　高熱とともに滝のような汗が出て、夢と現うつつの間を行き来するようにうなされている姿を見ているのは、理人としても辛かった。しかし、着替えや汗を拭ふくような看かん病びようは、男手に任せられないと、老婦人の方に締め出されてしまい、理人は待つことしかできなかったのだ。

「いやでもね、とにかく辛しん抱ぼうしときなさい。やだやだ」

　グーリンダと名乗る老婦人は、繰り返しそう言った。

　ほとんど祈るような日々だった。

　だから、イシュアンが倒れて四日目の朝、彼女の熱が下がったと聞いた時は、死ぬほどうれしかったのだ。

　理人は、今まさにご相しよう伴ばんにあずかっていた朝食のスプーンを置くと、行ぎよう儀ぎが悪いのも気にせず二階へと突っ走った。

「ちょっとおまえさん」

「イシュアン！」

　階段を二段抜かしで駆け上がり、二階の客室──ずっと入室を許されなかった部屋のドアを開けた。

「イシュアン……」

　彼女は、すでにベッドの上に起き上がっていた。

　白い寝巻き姿で、ひとまわり痩やせたような気がするが、頰ほおには赤みが戻っていた。

「……よう。おはよう」

　はにかむように笑んだその体を、理人は感極まるあまり抱きしめてしまった。

「な、おい！　いきなりナニ」

「ごめん。ほんとごめん。あと、すごい良かった……」

　抱きつかれたイシュアンは、居い心地ごこち悪そうにじっとして、「……臭におっても知らないぞ」と耳元で言った。

「平気だよ」

「認めるなよくさいのかよ」

　ぜんぜんまったくかまわなかった。

　──こんな風に、出だしから対応を間違えたのがまずかったのかもしれない。

　たどりついた村はヒルデ村といい、アーマット岳で一番『蟲むしの孔あな』に近い人里だろうという話だった。イシュアンの回復を待っている間、理人は特にすることもなく、あちらこちらの村人から話を聞いた。

　一番話す機会が多かったのは、やはりグーリンダの夫、カズンズだ。

　彼はこの村で唯一の皮ひ革かく職人で、六十をとうに過ぎた今でも、自宅脇の工房で靴くつや馬具の修理をしているという。理人は工房の椅子に座って、そんな彼の仕事ぶりをよく見物した。

「──こんなところに村があるなんて、知らなかったですよ」

「まあ、特段知らせてもおらんからな。知られたら面倒なこともある」

「ですよね。魔獣が入ってきたりしないんですか」

「この村にいる限りはな。なんか知らんが地ち脈みやくの問題らしい」

「地脈？」

　こつこつこつと。使い込んだカズンズのハンマーの、革を叩く音が工房内に響く。

　基本は朴ぼく訥とつ、かつ酒好き。以前に肝かん臓ぞうを壊して、グーリンダに強い酒を制限されていることだけが、唯一の不満だという。

　こまやかな細工がほどこされた彼の仕事は、そのほとんどが村の中で使うためのものらしい。もったいないとしか言えなかった。

「ああそうじゃ。このあたりにだけ、不ふ思し議ぎと歪ゆがみが出にくい穴場ができあがっとると言われとる。行商や猟りように出る連中は、その地脈の上だけを選んで出かけるんじゃ」

「熟じゆく練れんの業わざって感じですね……」

「そんでも十年ぐらい前は、さすがに里を捨てるのを覚悟したぐらい魔獣だらけじゃったもんだが。逃げようにもこの村から一歩も出られんかった。兵ひよう糧ろう攻めをくらった気分じゃったさ」

　山の頂上に、魔神アルゴスが夢む幻げん城じようを持っていた時代だ。笑い話にするにも過か酷こくな頃だろう。

「……大変だったと、思います……」

「まあわしらは、なんだかんだ言って承知の上じゃったがな。うちの息子と娘は、そんな暮らしが嫌で出ていきおったわ。いまだに戻ってきやしない。まったく親おや不ふ孝こうもんが」

　カズンズは、自分の手元を見ながら、吐き捨てるように付け足した。

「……それじゃ、ま。リート。そろそろ行くか」

「あ、はい」

　偽ぎ名めいを呼ばれて、理人は反応した。

　彼らは仕事が一段落すると、たいてい村内に一いつ軒けんだけある居酒屋に集まった。

　店と言っても、目立つ金銭のやりとりはほとんどない。すべてツケでまかなわれていて、だいたいは店特製の麦酒や蜂はち蜜みつ酒しゆをあおるのだそうだ。

　今回は、理人も顔を出していいことになっていた。

　ありがたいことに、今日はイシュアンの快かい気き祝いを開いてくれるのだそうだ。




「──はいじゃあ、めでたき今日の日を祝して、乾かん杯ぱい！」




　乾杯！　とにぎやかな声が、天井の低い店のあちこちであがった。

　隣にいる人の声も聞こえづらいほどの盛せい況きようぶりだ。狭い店内とはいえ、ほぼ満員に近い。

　祝い事ということもあるせいか、男性陣の奥方も多く顔を出している。

　テーブルだけではこと足りず、酒さか樽だるまでジョッキを置く台として置いてある始末だ。理人は雰囲気に気け圧おされてしまい、店の端の方に突っ立っていた。

「おいどうしたー、リートよ。おまえさん、ちゃんと飲んでるか？」

　横からバンと肩を叩かれた。

「す、すみません」

「だめだだめだだめだあ。そんなんじゃあ。男ならがつんと飲めがつんと！」

「はあ……」

　声をかけている男──たしか猟りよう師しのアーヴィンさんとか言うらしい──は、すでに何度目かもわからない乾杯の音頭のせいで、目つき・ろれつともに怪しくなっている。

　理人が露ろ骨こつに引いていても気づかないあたり、正しよう真しん正しよう銘めいの上じよう機き嫌げんな酒飲みであることは間違いないようだ。

（そういわれてもさ）

　こちとら、齢よわい十七。どうにも未成年飲酒の罪悪感から抜けられず、はじめに注がれた麦酒の一杯目も空けられずに、愛想笑いでごまかしている出で木き杉すぎ君なのだ。

「とにかく飲めよ。せっかくの祝い事なんだから。ほら」

「あ」

　そんな。どぼどぼといっぱい。

「な？」

「あははは……」

　コップを握る手にまで酒をあふれさせながら、理人はひきつり笑いを浮かべるしかない。

　店の中は、どこもかしこも上機嫌な人でいっぱいだ。

「ありがとうございます……」

「ああその意気だその意気。それともなんだ、大事なイシュアちゃんがどうしてるのか気になって落ち着かないか？　ん？」

　その時だった。入り口の扉が、ベルの音とともに大きく開いた。

　振り返った理人は、驚きのあまり、我が目を疑った。

「さあみんな見て見て！　主役のご登場だよ！」

「……あ、あの、あんまり押さないでくれると……」

「あらやだやだ。なあに言ってるのいまさら！　しゃきっとしてしゃきっと！」

　──若い女の子が、新しく店に入ってきた。

　名前はたぶん、イシュアン・トロールだろう。グーリンダその他女性に背中を押されて、店の中へと歩いてくる。

　自信がないのは、顔がそうでも服装が信じられなかったからだ。

　なにしろ胸の下で切り替えの入った赤と白のエプロンドレスと、膨ふくらんだ袖の真っ白い刺し繡しゆう入りブラウスである。

　アーヴィンが、陽よう気きに手を振った。

「よーう。治って良かったな、イシュアちゃん。ずいぶん寝込んでたそうじゃないか」

「……はあ、その切はどうも……」

「主役の登場を祝して、乾杯！」

　またもや乾杯のコールが方々でこだまする。

　イシュアちゃん──やはりイシュアンなのだろう──は、そのあいだ赤いスカート姿で、エプロンドレス姿で、ひどく所在なさげにあたりを見回し、ついには端っこにいた理人を見つけることに成功した。

「……リヒト……」

「イシュアン……」

　恥はじも覚悟と言った情けない形相で近づいてきた。

　近くで見て、確信する。これはどう見てもイシュアンだ。そしてどう見ても女の子だった。

「…………なんていうか、その……」

「見え透いた慰なぐさめはいらないぞ。グーリンダのやつが貸してくれた着替えが、これしかなかったんだ……」

　イシュアンは、大きく肩を落としてうなだれている。

　しかし言うほど悪くないというか、むしろ可か愛わいいんじゃないかという感想が浮かんだ。小こ柄がらな体に、素朴で可愛らしい衣装が本当に似合っている。すぐにイシュアンに悪いなと思って、心の奥底にしまいこんだけれど。

　なにか一杯も飲んでいないのに顔が熱くなってきた感じで、必死に別の話題を探す。

　とりあえずコップをテーブルに置いて、手を拭いた。

「……なんかさ、いい人でよかったよね、ここの村の人たち。おかげで助かったようなもんだけど」

「よすぎて馬鹿じゃないかって思うぐらいだ」

「ちょっ。せっかく助けてもらったのにその言い方は──」

「親切心で片付けていいのか？　本気で？」

　イシュアンは、恨めしそうに理人を見上げる。そんな上目遣いも、今は可か憐れんさが際立ってしまう。

「そんなにおかしいのかな……」

「だってな、連中ときたら……ああもういいっ。とにかく飲むぞ。早いとこ酒飲まなきゃアレには耐えられないっての」

　イシュアンは、いきなりテーブルに置いてあった理人のコップを引き寄せる。

　さすがはパナケイア人。飲いん酒しゆ喫きつ煙えんの法律はここにはないらしい。

「ほどほどにしたほうがいいよ。病み上がりなんだから」

「小こ姑じゆうとかお前は」

「イーシューア！」

　明るい声がかかった。イシュアンが、遅かったとばかりに、口についた麦酒の泡をぬぐった。

　村のご婦人たちだった。にこにこと満面の笑みで近寄ってくる。

「さあ。今日こそちゃんと聞かせてくれる？」

「な、なんのことやら」

「またまたー。ちゃんと打ち明けてくれれば、私たちだって心構えが違うわ。こんな村だから、似たような子たちがたまに来るの。大丈夫、どんなことがあっても二人を応援する気持ちに狂いはないわよ。そこは誤解しないでちょうだいね」

「応援？」

　理人がつぶやくと、貫かん禄ろくあるご婦人たちは、いっせいに理人を見た。思わず声につまった。

「もちろん、あなたからでもいいのよ、リート君」

「え？　え？」

「むしろ紳しん士し的てきってやつでしょうよ。そうよ女の子だけに言わせちゃかわいそうだわ」

　そうよそうよと賛同の声があがる。

　本気で意味がわからなかった。彼女たちは、真剣な顔で続けた。

「けっきょくのところ、おうちの人に反対されちゃったんでしょう。あなたとイシュアちゃん。結婚に反対していたのはどちらのご家庭？　それとも両方？　片方が外国人だと難しいわよねえ」

　──脳みそを、巨人の棍こん棒ぼうで殴られたような衝撃だった。

「け──」

　結婚。

　駆け落ち。

　若い男女が手に手を取って。許されない恋のために。

（僕と）

　ともに旅を続けた相あい棒ぼう。

（イシュアン）

　無言で隣を見た。

　イシュアンの気まずげな顔が、これ以上なく真っ赤になっていた。

　遅れて理人も、カッと頰が熱くなる。

（…………うわ、やばい）

　自分でも、止めることができなかった。

　イシュアンが言っていた言葉の意味が、ようやくわかった。ヒルデ村の村人が、やたらと親切だったのは、理人たちが単なる旅人ではなく、親に反対されて山に逃げ込んだ駆け落ちカップルだと思っていたからだ。

　そんなことも気づかずのん気に笑っていた自分は、本当に馬鹿──。

「あはは。照れちゃってまあ！　恥ずかしがることなんてないのに。お似合いよ、あなたたち」

「そうよそうよ。女神様が反対したって私たちは応援するわ」

「いや、すみません！　ほんとに僕たちそういうんじゃないんです！」

　慌ててまくしたてた。

「またまたぁ」

「誤解です。違うんですぜんぜん！」

「でも」

「関係ありません、本当です。本当に本当です。本当ですったら!!」

　ふと気づけば。

　理人はテーブルを平手でがんがん叩き、怒鳴るに近い勢いになっていた。

　店の中が、しんと静まりかえってしまう。

　驚きのあまり、口を開けるご婦人たち、以下村人の姿があった。

「……え、それじゃあ……」

「あなたたちは、どうしてこんな高いとこまでやってきたの……？」

　まずいと思った。

「この先には、『蟲の孔』しかないのに……」

　ざわざわと、戸惑いに不ふ審しんの空気が混じりはじめるのが、はっきりわかった。このままでは不信感がつのりすぎて収拾がつかない。

「いや、あの、僕は……」

　実は自分は五英雄の一人、《勇者》リヒトで、山頂の魔神を再封印しに来たのだと、あらためて告げていいものか。この疑惑に満ちたまなざしの中で。

「もーう、リー君たらあ。みんな怖がってるじゃない！」

　いきなりイシュアンが、横から理人の腕にしがみついた。

「マジメだからお堅かたいんですよ。でもでも、私と一緒にいるときだけは、すっごい優しいんですよ！」

「あららー、そうなの。それはあてられちゃったわねえ」

「ふふふ。ほんとにすごい素敵な人なんです。それなのに、うちのパパったらひどいことを……ぐすっ」

「ああ泣かないでイシュアちゃん」

　満面の笑みで愛あい嬌きようを振りまいたかと思えば、急に顔を曇らせ涙ぐんだりする。

「リー君」

「は、はい」

「私、つかれちゃったみたい……」

　そりゃあいけないと、村人たちの方が慰めにかかる。

「リート君。ほら、ぼさっとしてないで。家まで送ってあげて」

「ぼ、僕がですか」

「他に誰がいるんだい。しっかりしなよ旦だん那なになるんだろう」

　イシュアンは、理人にしがみついたまま離れない。

「気をしっかり持ってね、守ってもらうんだよイシュアちゃん」

「あたしたちがついてるからね」

「ありがとうございます、おばさまたち……うれしいです……」

　そのままイシュアンと腕を組んだまま、店の外へと出た。

　ぎくしゃくと、同じ体勢で十数歩ほど一緒に歩いた直後、理人たちは、いっせいに膝ひざをついた。

「…………………………………………だあっ」

「……………………つかれた」

「…………なんて真似させるんだおまえ」

「それはこっちのセリフだよ……いきなりあんな」

「他にどうすれば良かったと思う？」

　間近で問われて、理人はうっと詰まるしかなかった。

　一気に冷や汗をかいた気がする。

「……ずっとああだったの？　その……」

「ああそうだよ。目が覚めた時から、連中の言ってることはずっと一緒。変わってない。オヤに結婚反対されて思いつめてる、心しん中じゆう希望の駆け落ちカップルだって」

「……知らなかったよそんなの……」

　頭がくらくらしてくる。

「どうしよう。早く出た方がいいのかな」

「私もそう思うけどな……」

　イシュアンの声は、珍しく歯切れが悪かった。

「何か理由が？」

「ネックは体力だよ。悔しいけど、今の私の力でアルゴスのところに行くとしたら、正直足手まといにならない自信がない。ロスになるのは分かるけど、回復する時間がほしい。もうちょっとだけでいいんだ」

「そっか……」

「手間かけさせてすまない」

　病み上がりの今はまだ、この村の中にとどまっていたほうが得とく策さくかもしれない。

　二人で、恋人同士のふりを続けながら。

「……まあ、おまえが良ければが前ぜん提ていっていうか、まず間違いなく不快な思いをさせるとは思うけど……」

「そんなことない！」

　反射的に答えて、イシュアンがはっと顔を上げた。自分もはっとした。

　そこにいたのは、剣も武器も持たない少年と少女だった。隔へだてるものも、言い訳できるものも何もなかった。

　イシュアン・トロールという異性を意識して、同じぐらいに相川理人という異性が意識されていた。それがわかってしまった。

　イシュアンは何も言わず、月明かりに浮かび上がる頰だけが朱に染まった。

「べつに不快とかそんなことなくて、僕は迷惑じゃないっていうか、その」

　ああ違う違う違う。そんなことが言いたいわけじゃない。

　へたに言えば嫌われる。そう思っていたから、ずっと明言することを避けていたけど。でもそうじゃなくて。

　僕が本当に言いたいのは。

「……すごい、可愛いと、思うよ。その格好」

　君が起きてくれたとき、ほんとにほんとにうれしかったんだ。

　失われると思えば、心臓が止まるほど。

「ほんとに？」

「噓ついたら針千本だ」

「……よく、わからないなこういうのは」

　吐と息いきのようにイシュアンが囁ささやいた。それでもいいよ、好きだから。

　不器用な二人は、しゃがんだまま両手をつなぎ合う。しばらくはその手元ばかり見て時間が過ぎてしまった。それでも一度目が合ってしまえば最後、そのままどちらともなく唇を重ねた。

（おいおい知っていけばいいって言ってましたよね。アイネさん）

　相棒としてのイシュアンじゃない、異性としての彼女。

　はじまりは仲間で、冒険の先輩で。ハイダルに次ついで、二番目のパーティーメンバーだった。

『ばっかだなあ。このちびったれ』

　そんな言葉が口癖で。年の近さと十センチ五ミリの身長差のせいで、ずいぶんと小ばかにもされた気もする。

　だけど女の子だとわかってしまってから、意識するのを止められなかった。

　今ある思いに名前をつけるとするなら、きっとこういうことなのだろう。彼女が恋しいとか愛いとしいとか、たぶんそういう名前に近いもの。
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「──よお。元気か、坊ぼう主ず！」

　村の中を歩いていると、猟師のアーヴィンとすれ違った。

「こんにちは！　なにか手伝いましょうか」

「いいっていいって。今は嬢じようちゃんのとこいてやりな」

「おばさんたちのとこに行っちゃってるから近寄れないんですよ」

「そりゃあ辛いな。ひでえ結界だな。なんならこっちで一仕事やってくか」

「お願いします」

　そんな縁えんで、たわいもない世間話をしながら、アーヴィンの家で薪まき割わりをしてみたり、また別のところでは、雨漏りの修理でおっかなびっくり屋根に上ったりした。

　一通り手伝いを終えると、礼の燻くん製せい肉にくなどをもらって家路へつく。

　イシュアン・トロールの回復を待つ間、理人は理人でやることがなかったので、すっかり各家庭の下働きが板についてしまった感じだ。

　そのイシュアンはといえば、今日は女たちに混じって、井い戸ど端ばたの仕事を手伝っていた。

　例の赤いスカートにエプロンをつけ、地面に座ってタライいっぱいの芋の皮をむいている。

　近づいて目が合うと、彼女はうれしそうに微笑んだ。

「よう、リヒト」

「──休んでなくて平気？」

「これぐらいはしないと、逆になまるからな」

「それ、今日の夕飯になるの？」

「たぶん。グーリンダの得意料理だって。私にはよくわからない」

「楽しみだね」

「私が間違えさえしなければな」

　イシュアンはまた笑った。

「良かったよ。この感じなら、すぐに元通りになりそうだ」

「──いやああああ！　だめだめだめ！　まだだめよ！」

　周りの女たちの方が、金切り声をあげた。

「女の子に無理はさせちゃいけないわ。病み上がりをなめちゃいけないんだから。ねえ!?」

「は、はあ……」

　大騒ぎでダメダメと言ったあげく、イシュアンが剝むこうとしていた芋とナイフまで取り上げ、タライを持って立ち上がる。

「とにかく安静にね」

「なんなら一生ここにいてもいいからね」

「よく話し合うんだよ。生きてればなんとかなるからね」

　そう言いながら、せかせかと遠ざかっていってしまうのだ。

　残されたのは、梯子はしごを外され手持ち無ぶ沙さ汰たのイシュアンと理人である。

「……なんだかな」

「よっぽど心配してくれてるんだよね……」

　そうとしか言いようがない。本当に一歩外に出たら、そのまま『蟲の孔』に向かって一直線。心中されてしまうとでも思っているのかもしれない。

　こうなると、本当に出て行く時を想像したくないぐらいだ。天地がひっくり返りそうな大騒ぎになりそうである。

「……グーリンダたちが心配性なのは、自分たちに覚えがあるからだ」

「え？」

　イシュアンが、ぽつりと言った。

「ここの村の半分は、死ぬつもりでアーマット岳に迷いこんできた人たちだって、グーリンダが言ってた。それこそ恋がかなわない人たちとか、子供を育てられなくなった人とか、王の命令に背いて魔神討伐から逃げてきた兵士とか。もう半分は、そんな人たちの子孫」

　はじめて聞く話だった。

「それ、本当なの？」

「ああ。だからここは、これからもこの先も、地図にない隠れた里でなきゃいけないんだってさ。迷い込んできた人だけでも、無条件に受け入れてあげるために」

「そうなんだ……知らなかったよ」

「私だって知りたくなかったさ。なんか、こっちが出ていったとたんに、大変なことになりそうっていうかさ……」

　ああ、イシュアン。その危き惧ぐはとてもよくわかるよ。

　理人は、ため息まじりに彼女の横へ腰を下ろした。

「これ、さっきアーヴィンさんとこでもらった」

「に、肉」

「ごめん。断れなかった」

「この馬鹿が。どうしてそう情がうつるような真似を」

「ほんとごめん」

「出ていきづらくなるじゃないか」

　そういう彼女とて、理人が知らないような大事な話を女たちから聞いてしまっているのである。

「……もういっそ住む？」

「リヒト！」

「冗談だけど」

　今はまだ冗談ですんでいる。今はまだ。

　こういう時の、以前よりも拳一つぶんだけ近い距離は、確かめた心の距離感だった。あからさまに触れ合ったりはしないけれど、心地よい場所はここで。

　何もかも忘れて、それ以上にすがりついてみたくもなるけど。

「……僕らは今、休んで力をためてるだけだ。目的を忘れたわけじゃないよ」

　まるで言い訳のように繰り返す。それだけのやましさが、あるからかもしれない。

「そういえばイシュアンさ、今度、ここで祭りがあるって聞いた？」

「ああ、聞いた聞いた。みんな、私のぶんまで衣装作るって言って聞かないんだ」

「へえ、いいな。見てみたいよ」

「ほんとかっ」

　思いのほか、イシュアンの方が反応した。食い入るようにこちらを見つめ、ふいにカッと顔を赤くしてしまう。

「なに、それ」

「…………いや、どうせ大したことないってわかってるからな。変に期待してもきっとがっかりするぞ。うん」

　脂あぶら汗あせをだらだら流しそうな勢いで弁べん明めいをしているイシュアンを見ていると、理人までもだえそうになった。

「ちょっとおい、笑うなよっ」

「……笑って、ないよ」

　たとえうつむき肩を震わせているおかげで、笑っているようにしか見えなくても。

「くそ馬鹿リヒト」

「ごめん」

「干し肉食って窒ちつ息そくしてろ」

　理人はしばらくそうやって、可愛い彼女の隣にいた。自然に右手が触れたので、その手を握り返した。

　小さな隠れ里から見える空は、とても澄すみ切って綺麗だった。

「……なあ。リヒト」

「ん？」

　イシュアンが言った。

「もしはじめからちゃんと女だったらどうなってたかな」

「どういうこと？」

「たとえばだ。世界に危機なんて迫ってなくて、私には両親が健けん在ざいで、農園の娘とかで、盗賊なんかやってなくて、スカートはくのが普通で、普通におまえに会うんだ」

「危機じゃない……魔神がいないってこと？」

「そう」

「ごめん……それだとたぶん、僕はこっちに召しよう喚かんされてない……」

「あ」

　はじめて気づいたとばかりに、イシュアンがつぶやいた。

「ああ、そっか……そうだよな……」

「普通に興味あるけどね……そういうのも……」

　理人は異世界パナケイアに召喚などされていなくて、普通に小学生をしていて、夏休みの市民プールの帰り道に、彼女と出会う。

　──どうしたらそんなことができるのか、皆目見当がつかないけれど。

「無理があるよな……」

「うん」

　たぶん、そんな夢む想そうに思いを馳はせてしまうほど、今の状態が今までと違いすぎているのだろう。特別な、神様が気まぐれにくれたような空白期間に理人たちはいる。

　早く通り過ぎなければならないのに、それが惜しいことも本当で。

「前にさ、おまえは私に言ったよな。自分が世界を救った意味はどこにあるのかって」

「え」

　びっくりした。そんな泣き言、てっきり聞き流されていたと思ったのに。

「あ、あれは──」

「あれからずっと、私も考えてるんだ。考えて考えて……ほんとにすごい考えてるんだけど……ごめん。たぶんそれは、私の口から言っても伝わらないんだ。だから、ここでは別の理由を言うぞ。いいか？　魔神アルゴスが現れて世界をむちゃくちゃにする。聖剣の救世主がそれを倒して救う。でもまた現れて倒しに行く。繰り返しだよ。だけど、そんなめちゃくちゃにも意味はあるんだ。だっておまえは魔神アルゴスがいなきゃこの世界にやってこなくて、私は、おまえに会えなかったから」

　理人は、彼女を見返した。

　彼女は、少し泣きそうな顔をしていた。でもはっきりと理人を見つめ返していた。

「ひどい、利り己こ的てきな理由だ。私にしか通用しない」

　理人は首を横に振った。そんなことないよと呟いた。かすれた声で。

　彼女の思いやりがうれしかった。思われている自分がうれしかった。

　自分まで泣きそうになるから、それ以上の思いは、つないでいる右手越しに届くといいと思った。

　ありったけの思いをこめて、願う。

　たとえそれが、感じたそのままの意味では伝わらなくても。
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「……ぐるじい」

「がまんおし」

「死ぬ」

「そんなひどい言葉ばっかり使わないの。せっかく綺麗に支度できたんだから」

「いやほんとこれきつ──ぐえええ」

　いったいなにごとだというのが本音だった。

　祭りの当日。理人はカズンズ邸の二階にいて、締め切った客間のドアの向こうから、拷ごう問もんを受けているかのようなイシュアンの悲鳴が聞こえてくるのだ。

「はい息すってー」

「ぐえええええええええ」

　本当に大丈夫ですか。

　病み上がりの彼女を心配するあまり理人は、こっそりドアを開けようとしたのだ。

　カカカカカ！

　その瞬間、ドアから金属製の簪かんざしと櫛くしが立て続けに飛んできた。理人の髪の毛数本持っていき、すべてが廊下の柱に突き刺さる。

「──覗のぞきは、だめ」

　女の低い声が複数、隙間から聞こえた。理人は、直立不動のまま、かくかくとうなずくしかなかった。

　右向け右で、部屋から遠ざかる。

「はいもう一回」

「ぐええええええええ」

　知らなかった。祭りって怖いんだ。

　ヒルデ村の祭りは、総出の準備ではじまった。理人は男手の一つとして、会場の設営に借り出された。

　中央の広場に何本も柱を立てるため、ロープを巻いたり引いたり打ちつけたり、参加してみればそれなりに忙しい。

「──まあ、こういうのは終わった後の一杯のためにやるもんだ」

「だな」

「そういうもんですかね」

「そういうもんだ。さあ行くぞ」

　カズンズやアーヴィンなどに混じり、せーのの合図でロープを引く。そこで三本目の柱が、地面に対して垂直に持ち上がった。

「あの──カズンズさん。これって、なんの意味があるんですか」

　理人はたずねた。

　持ち上げる柱は継ぎ目のない白木の一本柱で、ところどころに彫ちよう刻こくもしてあり、いかにも重要そうに見えるのだ。かと言って、なにかの建けん材ざいのように使われるわけでもないようで。

　カズンズは木き槌づちでロープを固定させながら、こちらを一いち瞥べつして言った。

「残りあと二本あるっていや、わかるだろ」

　いやわかりませんって。

　しかしカズンズは、ふたたび自分の作業に集中してしまう。職人肌の男とはこういうことなのだろうか。食い下がろうにも、とても聞ける雰囲気ではない。

　謎なぞの柱の固定がすべて終われば、女性陣が出てきて、細かな飾りつけがはじまる。今度は居酒屋のテーブルと椅子を、広場にすべて出せと指示が飛んだ。

　理人は、腕まくりして駆け出した。

　そうやって西に東に設営に駆け回って、気がつけば夕方近くになっていた。そこでいったん家に戻れと暇を出された。

「──え、いいんですか？」

「その格好じゃ祭りもくそもないだろうが」

「ああ」

　納得する。汗と埃ほこりまみれの自分。たぶん人が近づいたら顔をしかめる気がする。

「顔、洗ってきますね」

「服も替えとけ。かみさんが用意してるから」

「わかりました！」

　カズンズの忠告を聞きながら、大急ぎで走り出す。

　すでに会場には、村人が集まりはじめているようだった。

　夫妻の家に戻り、洗面所で顔と手を洗った。カズンズの言っていた言葉を思い出し、二階にあてがわれている客室の並びに向かった。

「イシュアン？　いる？」

　返事はない。すでに部屋を出ているようだった。そのまま隣の自分の部屋へ向かう。

　言われた通り、そこには新しい服が吊るして用意してあった。祭り用の装しよう束ぞくらしい。

　いつも着ているコートを置いていくのは気になったが、せっかくの好意なので使わせてもらうことにした。

　家を出る頃には、理人と似たような格好をした村人が、大勢広場に向かって歩いていくのが見えた。女性はいつもより念入りに洒落しやれめかし、広場では料理がふるまわれ、中央では焚き火と音楽がはじまっている。

　祭りの夜、今こ宵よい会う人はみな美しいと言ったのは、誰だったか。国語の教科書で読んだ気がする。

　炎の明かりに白木の柱が浮かびあがる。その周りで、着飾った村人たちが舞い踊る。この光景だってきっと当てはまるはずだ。

「すっげ……」

　日本の盆踊りとはまた違う迫力に、思わず独り言が出てしまった。

　ただただ天然のステージを見物していた理人だったが、驚いたのはこの後だった。

　五本の柱の周りで踊っていた村人たちが、なんの合図もなく左右に退しりぞいた。そして、柱の奥から長いベールを引いた少女が、花を振りまきながら登場するのだ。

（あ──イシュアンだ）

　ベールからドレスから靴くつにいたるまで、すべてが白い衣装だった。一見、なんの飾り気もないように見える布地だが、炎の明かりの当たり具合で、同じ純白の絹きぬ糸いとで刺した刺繡が、全面に浮かび上がる。気が遠くなるほどの手仕事である。

　イシュアンは緊張しているのか、こわばった顔で一歩一歩、真剣に進んでいく。籠かごの花を右、左と順序良くまきながら、五本の柱の周りを一周していった。

　そして、




「今日の善き日を讃えよ。勇気ある者たちに祝いの舞を。幸い、あれ」




　硬い声音でそう言うと、静まり返っていた場がふたたび沸わき立った。

「さあ、女神の祝福はなされた」

「讃たたえよ歌えよ！」

　誰かが口々に叫んだ。今まで以上の勢いで人々が踊りの輪に飛び込み、楽器の音色が高らかに響く。












　理人は、イシュアンと話したかった。踊り回る村人たちとぶつからないよう、大回りしながらイシュアンを探した。

「リヒト！」

　声は、探す後ろから聞こえた。彼女も同じように理人を探していたらしい。

「イシュアン！」

　慌ててきびすを返した。勢いのあまり転びそうになりながら、白いベールの少女のところへ走った。

「大丈夫か？」

「平気だよ。ていうかびっくりした──」

　あらためてイシュアンと向き直る。

　ここまで走ってきたせいで、頭のベールがくしゃくしゃに乱れている。それも気にならないぐらい、真っ白い彼女は周りから浮き上がって見えた。

「……あんまり、じろじろ、見るな」

「珍しいから」

「珍品で悪かったな」

　そういう意味ではないのだけれど。

「あんな出番があるなら、教えてくれればよかったのに」

「こうやってからかわれるから嫌だったんだ。グーリンダのやつが無理やり──」

「綺麗だよ」

　さらに、びっくりした猫のように目を丸くした。

「にゃ、にゃんだって？」

「綺麗。ほんとに」

　ぎゃあとイシュアンは叫んだ。むきだしの肩や二の腕をかき抱き、赤面しながら半歩下がる。

「そういうあられもない言葉を使うんじゃない！」

「いつから綺麗が卑ひ猥わいな単語になったんだろう……」

「だから言うな！　この出来すぎが！」

　きゃんきゃん抗こう議ぎされると、むしろつつきたくてたまらなくなってくるのだが、これはいじめになるのだろうか。

　ためしにこういうのはどうだろうか。

「イシュアン」

「なに」

「大好きなんだ」

「！」

　彼女は真っ赤な顔で絶句した。なるほど、こうなるのか。

　イシュアンは、ほとんど酸さん素そ不足のように息を荒らげ、うるんだ目でにらみつけてくる。

「……もういい。おまえみたいな外げ道どうには教えてやらない！」

「え、なにが」

「この祭りの意味だ。どうせ聞いてないだろうから教えてやろうと思ったのに」

「なにそれ。知らない。教えてよ」

「知るか。そのへんのオヤジにでも教えてもらえ」

　そう言ってテーブルで飲み食いしまくっている一帯を指差すのである。

「……イシュアン。謝るからさ」

「さっさと！」

　理人はため息をついた。

　仕方なく、理人はおかんむりの彼女を置いて、目についた酔っ払いのおっさん──アーヴィン氏のところに近づいたのだ。

「……こんにちは」

「おお、リートじゃないか！　ちゃんと食ってるかあ？」

　上機嫌のアーヴィンおじさんから、親しん愛あいの印で骨付きの肉をもらう。しばしその場で無言でかじった。

「よおし、合格。いい食べっぷりだ」

「……ありがとうございます。それでですね」

「しっかし見たかー？　綺麗だったよなあイシュアちゃん。いやあ女神様の降こう臨りんもかくやって感じで。ほんといい嫁さんもらって幸せだよオマエ。うちのときたら生意気だビヤ樽だるだで……」

　おっさんらしい愚ぐ痴ちと絡みがひとしきり続く。

　理人は、話の切れ目に無理やりねじこんだ。ほとんど押し売り営業マンのノリだった。

「それでですねアーヴィンさん、ちょっと聞きたいことがあるんですが」

「んあ？」

「この祭りって、いったいなんのために開かれてるんですか？」

　するとアーヴィンは、思いがけない質問だったらしく、アルコールで充血した瞳をしばたたかせた。

「なにって……そりゃあオマエ、あれだ。目の前の五本柱を見りゃわかるだろ」

「……不勉強ですみません。わからないんです」

「わかんねえのか。そういやオマエ外国生まれだって言ってたな。じゃしかたねえか。ほんとあいつら薄はく情じようだからな」

　話が飲み込めない理人だったが、どうやらウィルタミアでは有名な祭りらしい。そしてそれ以外の国では、そこまでではない可能性もあると。

「いいか、リート。耳かっぽじってようく聞けよ。この国じゃな、絶対に忘れちゃいけねえ、どえらい方々がいらっしゃるんだ。彼らがいなけりゃ今もない。それぐらいの大人物だ。その名もハイダル・ワムー──」

　イシュアン・トロール。

　ラーナ・エルン。

　リヒト・アイカワ。

　そしてハギリ。

　まるで謳うたうように嚙み締めるように朗ろう々ろうと。

「五人の英雄。五つの功こう績せき。ここにある五本の柱は、五英雄にささげる感謝の証だってな」

　柱の前で、人々が踊っていた。うれしそうに。楽しそうに。

　理人の周りから、いっさいの雑音が消えた気がした。

「この世がどんづまりの危機の時にさっそうと現れて、魔神アルゴスを封じてくれたんだ。どれだけ感謝しても足りねえよ。だからオレたちウィルタミアの人間は、こうやって今生きていることを柱に見せるんだ。ふだんはなかなか会えない方々だからな。五英雄よ、あんたに救ってもらった命は無事でいるぞ、ちゃんとここでやってるぞってな」

　やめろやめろやめろ。こんなところで。酔っ払いのおっさんの前で泣いてどうする、自分。

　かっこ悪いにもほどがあるぞ。

「…………魔獣」

「なんだって？」

「魔獣、また現れるかもしれませんよ。邪気の汚染だって、ずっと心配しなきゃいけない。ほんとにこの世界、救われてますか？」

「おまえなあ！」

　精一杯の虚きよ勢せいに、アーヴィンは声を荒らげた。

「自分じゃ何もしてねえくせに偉そうなこと言うな！　そういうセリフは、本気で命をかけたことがある奴だけ吐けるんだ。逃げなかった奴だけが吐けるんだ。違うか!?」

「僕は」

「英雄は逃げなかったんだ。どれだけ恐ろしくても、どれだけつらくても、最後まで踏みとどまったんだ。オレたちのために命をかけてくれた。嵐や飢き饉きんだって、一度や二度で終わるはずがねえだろうが。そんでもその時やってくれた奴の恩を忘れるような人間じゃねえぞオレたちは。馬鹿にすんな！」

　本気で怒ったような口調で言われるので、うつむく理由ができた。すみませんとつぶやいた。

「わかりゃあいいんだよ、わかりゃあ」

「ほんとに、すみません……」

「だいたいオレだってな、そう偉そうな口はきけねえんだ。魔神討伐に足がすくんで逃げた口だからな」

　──意外なことを、聞いた気がした。

　王命にそむいて逃亡した兵士がいると、イシュアンから聞いたことはあったが──。

「だから余計にだ。やれないことをやってくれた連中には頭が上がらねえ。すげえんだ、五英雄ってのは」

「……ありがとうございます」

「あ？」

　理人はそのまま、深く頭を下げて場を辞した。そうしないと本気で何かが決けつ壊かいしそうだった。

　にぎやかな祭りの音が響く中、あらためてイシュアンの姿を探した。

　彼女は祭りの熱気から離れた、広場の隅の切り株に腰掛けていた。

　理人を見つけると、女神パナティーアの衣装を着た彼女は、目だけで淡く微笑んだ。

「……理由、聞いてきたか？」

　理人は小さくうなずいた。

　これか。彼女が言っていた、『私の口からはいえない理由』とは──。

「じっさい目で見ると違うよな。わざわざこんなことしてくれて、照れくさいっていうか、みんなすごいなっていうかさ」

　そう。すごいのだ。すごいという彼らがすごいのだ。

　祭りの中で、五本の柱が炎に照らされている。柱に向かってたくさんの心が注そそがれている。

　そんなにたいそうな人間じゃないですよと、理人が言うことに意味はないのだ。彼らにとっては、世界が壊れず継続していること自体が奇跡なのだから。

　きっと自分は、いまこの瞬間を忘れないだろう。必死に涙をこらえている自分。その近くに彼女がいること。祭りの音。心臓の音。アーヴィンの怒鳴り声すらも。

　イシュアンが、立ち上がって両手をのばした。こちらの頭を引き寄せて抱きしめる。そうして理人ははじめて、心の底から泣いたのだ。

　世界は六年前も今も、切れ目なく続いている。良くも悪くも、存続してしまっている。それをなしたのは理人たちで、だからこそ今ここで祭りの火を見ることができるわけで。

　きっと戦うことに意味はあったのだろう。魔神がいないと会えなかったと、そう言ってくれたイシュアン・トロールと同じぐらいに──。

「イシュアン」

「ん？」

「僕、魔神を倒すよ」







　そう。それは誓いの言葉。絶対に絶やしてはいけない。世界はこの先も続かせる。僕の意思と僕の手で。

　決意の後の旅立ちは、人々がまだ眠っている早朝にした。

「準備できた？」

「大丈夫」

「体調は？」

「今んところ平気」

「よかった」

　お互い元の装備に戻り、カズンズの家の玄げん関かんを出る。

　祭りの余韻が残る中、書置きと礼金だけを夫妻の居間に残していく──無礼と薄はく情じようさに関しては、何度わびても足りないだろう。

「あれでよかったかな。もうちょっとお金とか、なんとかならなかったかな」

「あれ以上増やしたら怪しまれるだけだぞ。金盗んで逃げてきたのかとか」

「そうなんだけどさ……」

　それでもなんとか、少しでも心配をかけない方法はないだろうか。そう思ってしまうのは、ここの世話になりすぎたからかもしれない。

　まるで夢のような数日間だった気がする。だけど決して夢ではない。多くの物を受け取ってしまった。自分の中にある本音に気づいてしまった。

　だからこそ、理人は理人の夢を終わらせなければならないのだろう。ああして広場に残る、五英雄の柱の名にかけて。

「リヒト」

「うん。行こうか、イシュアン」

　そう言って振り返る顔は、もう恋人同士のそれではない。少年と少女以前の、目的を果たす冒険者の顔に戻るのだ。

　ふたたび二人、山頂を目指して歩き出す。

　お互い黙々と足を進めた。魔獣が出現した時は協力し、ルートの確認は特に慎重に行った。

「そこ、足場悪いよ。気をつけて」

「わかった」

　山中で一度仮眠を取ると、翌日の昼前には六年前の決戦の地──アーマット岳山頂付近にたどりついた。

　そこは火山岩と氷に覆われた、白と灰色の世界だ。

　草木は一本も生えておらず、視界の奥に壁のようにそびえる急きゆう勾こう配ばいを登りきれば、その下は何もない奈落が待ち受けている。いわゆる世界一の大穴、『蟲の孔』だ。

　地を這うように吹きつける風は、冷たいを通り越して痛い。

　たどりついたと思うと同時に、理人は異変に気がついた。

　いや、逆だ。変わってないことに気がついた。

「見ろ、あれ……」

「うん……夢幻城ができてない……」

　以前にやって来たときには、視界を覆う勢いで浮かんでいた、魔神の根ね城じろが存在していなかった。

　封印は完全に壊れていると思っていたのに。

　イシュアンが、その何もない上空を見ながら歩き出した。

「つまりどういうことだ……まだ封印の効力は残ってるってことか……？」

　理人は、そんな彼女の後をついて歩く。

　見れば見るほど、綺麗な後ろ姿だった。真っ直ぐにのびた背筋。風になびく金色の髪。できれば一分一秒でも長く、この時間が続けばいいと思った。同時に、早くすべてが終わってしまえと願う自分もいた。

　そしてある一定のところにまで来た時点で、理人は彼女と影がかさなるほどに体を密着させた。

「え……」

　イシュアンの驚きの声が、間近で響いた。愛しい彼女の声。

「なん……で……」

　背後の理人は、できるだけ冷静な声音でつぶやいた。

「……これが正しいんだ。たぶん」

　ずるりと、彼女の心臓を刺し貫いた聖剣を引き抜く。

　鮮せん血けつが地面を染めた。





　　　　　＊＊＊






　賢さかき者、《魔ま術じゆつ師し》ハイダル・ワムーは、王宮の執しつ務む室しつで、部下の報告書に目を通していた。




　──界かい渡わたりの調査報告。

　──イエンマルド国境付近で、大規模な竜たつ巻まきが発生。

　──ウィルタミア国こく籍せきの商隊とイエンマルド国籍の商隊が、同時に発見。人的被害はなし。

　──災害現場に散さん乱らんした物品の一部を、イエンマルド側の商隊が持ち帰る。

　──物品の文字が解読できなかったため、遺い跡せきの盗掘品の可能性あり。抗こう議ぎするも受け入れられず。




（……物別れに終わる、と）

　途中で細かい字を追うのに疲れ、しばし目をつぶる。

　閉じたまぶたの裏でも、読み終わった文字が点てん滅めつしていて参った。

　ハイダルは、椅子の上で首を回す。

　仮にも魔術師の身で、書類仕事ばかりで肩が凝るが、いまごろ魔神を追っている人間がいることを思えば、泣き言は言っていられない。何よりこれに関して言えば、ハイダルが私的に集めている情報なのである。

「そうですよね、リヒト……」

　異世界の住人、相川理人をこの地に喚よび出すとき、試し算さんしていた被害予想よりも影響が少なかったのだ。どこかでそのしわ寄せは来ていないかと探し続けているが、今のところ大きな被害は出ていないようだ。商人同士の喧けん嘩かですむなら平和である。

（──もっとも、調べられるのは国内だけですが）

　ハイダルはつい自じ嘲ちようする。

　いざ国境を越えてしまえば、ハイダルだけの権限で調べるのにも限界がある。

　しょせんは王と円えん卓たくに縛られる身。どこかで割り切る必要があるのは分かっているのだが、その線引きは難しいのだ。

　思えば自分は、この『割り切る』というのが非常に苦手な人間だった。

　ハイダルは、書類を置いて椅子から立ち上がった。

　ここウィルタミア魔術師の最さい高こう峰ほうに君くん臨りんする者として、執務室は十分にしつらえられている。豪ごう奢しやな椅子。窓から見える王宮の庭。すべてが完璧に整いすぎて、人を拒絶するためにあるかと思うほどだ。

　そんな孤独を製造する機械のような書棚の一角に立つと、そのうちの一冊を取り出した。

　本の中に書かれているのは、ウィルタミアが魔神アルゴスといかに戦ったかの記録である。

　失われた町や村の名前、戦死した貴族、騎士や魔術師などの名前も、一定の位の者は記してあった。

　めくってもめくっても、膨ぼう大だいな量の土地や人名の羅ら列れつが続くが、とあるページだけはすぐに開いた。もう何度も開いて、跡あとがついているからだ。

　いつ見ても、このくだりに来ると胸が痛む。

「……もう、六年なんですね……」

　活字の上を、そっと指でなぞった。

　思い出を悼いたみなぞるように。




　イシュアン・トロール。宝王歴二七六年没。享年十一歳。
















「これが正しいんだ……たぶん」

　目の前でその体がくずおれていく。

　引き抜いた聖剣の切っ先を見つめ、理り人ひとは六年前の出来事を思い出していた。








【宝ほう王おう歴れき二七六年　アーマット岳山頂・夢む幻げん城じようにて】






　それは、冒ぼう険けんの終わり間近。




「あるべき場所へ還れ、混こん沌とんの魔神よ──！」




　ドン！　と体中がしびれるほどの衝撃がきた。『破は魔まの聖剣』により切り裂かれた核が、急速に縮んでいく。まるで隔かく壁へきを失ったジェット機だ。周りの闇や穢けがれを猛スピードで吸い込んでいく。

（まずい、もってかれるよ……！）

　吹き荒れる嵐の中、理人も核の中へ吸い込まれそうになったが、浮遊する聖剣にしがみついて必死に耐えた。

　主を失った夢幻城が、端から壊れていく。いくつもの瓦が礫れきや植物が、眼下の『蟲むしの孔あな』に落ちていくのが見えた。

　そしてその中に、理人は。

「────」

　ひどく見覚えのある、派手な赤い服が混じっているのに気づいたのだ。

　理人は、気づいた瞬間、全身が総毛立つのを感じた。まさかあの服は。あれを着ているのは。

《盗とう賊ぞく》イシュアン・トロールが、『蟲の孔』の中に落ちていく。中空で体をばたつかせ、ワイヤーを繰り出し、あたりのものにしがみつこうとしているけれど、すべてが落ちていく中では落下の勢いも止められない。

　助けにいきたかった。なのに、体は核の逆風にからめ捕られ、まともに身動きすることもかなわない。

　動け聖剣。頼む動いてくれ。

「イシュアン！　イシュアン！　イシュアン！」

　絶叫する声すら、風圧に遮られる。

　孔の底で、イシュアンの体が仰あお向むけになる。

　そこではっきりと目が合った。気のせいなんかじゃない。




　──助けて。




　はっきりとそう言ったのがわかった。

「イシュアン──────────────────────っ!!」

　忘れられない。そのまま奈な落らくの底に消えていった相あい棒ぼうの姿。絶望に満ちた青い瞳のこと。




『蟲の孔』、とは。

　遠い昔に無数の島がぶつかり、今の大陸を構成する時につながりそこねてできたという、世界一の大穴だ。創そう造ぞう神しんにして繰り回しの神でもある女め神がみパナティーアの、行き届かない綻ほころび部分でもあると言われている。

　どちらにしろ、その穴は深く底も無く、落ちて生還できた人間は皆無である。




　──そして。

　ふと気がつけば、理人は地面に転がっていた。

　あたりは殺さつ風ぷう景けいな火山岩が広がるばかり。急きゆう勾こう配ばいの斜面に突き刺さった聖剣のおかげで、かろうじて体が『蟲の孔』の底へ落ちずに引っかかっている状態だった。

　おそらくはアーマット岳山頂、『蟲の孔』の火口付近だ。

　空は、非常によく晴れていた。死し闘とうを繰り広げた『夢幻城』の姿はなく、もう何年も見えなかったという、雲ひとつない青空だけが広がっている。

（つまり）

　理人は成し遂げたということだ。

「ほんとに……？」

　つぶやきながら、起き上がる。体の上にまで小石がかぶさっていて、ぱらぱらと音をたてて下へ落ちていった。

「あぶな……」

「──いやあ、リヒト！　そこにいましたか！」

　ハイダルが、魔術師の杖を片手に斜面を降りてくる。

「無事ですか。怪け我がはありませんか」

「う、うん……だいじょうぶ」

「それは良かった。まったくよくやりました！」

　彼は赤い眼めをしていた。そして、くしゃくしゃの泣きそうな顔で（この顔つき自体はなじみがあるものだ）手をのばし、理人の体を強く抱きしめる。

「……じゃあ、ハイダル。魔神はほんとに」

「はい。封印されました。リヒト、あなたのおかげです！」

　言葉だけでは、まだよく実感がわかなかった。それでも斜面の上から、ハギリ老ろう師しやラーナのような仲間が降りてくるのが見えると、胸の奥が熱くなった。

「僕、勝ったんだね……」

「そうです」

「やったんだね……」

「ええ。やりました」

　かわりにイシュアン・トロールを見殺しにしてしまったけど。

　ああ。理人は目をつぶり、続けて腹の底から力のかぎりにわんわんと泣いた。

　いなくなってしまった相棒を思い、自分の罪を責め、いつまでも涙は枯れなかった。





　　　　　＊＊＊






　ハイダル・ワムーは、唯一失われた仲間について、今でも後悔している。

　一番剣の腕に長たけていたラーナ・エルンが負傷し、二番手の相あい川かわ理人が聖剣でとどめを刺す役を負うことになった。

　当時理人は、十一歳。まだ幼く、経験も足りない理人のためにと、できうるかぎりのサポートを施ほどこしたが、万全ではなかったのだろう。

『あのままじゃダメだ。助けねーと！』

『イシュアン！　だめです！』

『止めんな！　オレが行く！』

　理人をサポートしなければと飛び出していった、同い年のイシュアン・トロールを制止しきることができなかった。そのまま行方ゆくえごと見失い、そこに魔神の封印による、夢幻城の崩壊が重なった。

　ハイダルは、とっさにラーナとハギリをつれて、夢幻城を離り脱だつするので精一杯だったのだ。

（そうです。反対側の火口で、リヒトを見つけた時は助かったと思ったのですが……）

　しかしその理人の口から、イシュアンは『蟲の孔』に落ちたと聞いてしまった。

　彼は落ちていくイシュアンを、最後まで見てしまったらしい。聖剣につかまったまま、身動き一つ取れずに。

　魔神は封印され、王都に帰き還かんしたハイダルたちは歓かん待たいを受けた。その時に王から拝はい命めいした『五ご英えい雄ゆう』の称号は、亡くなったイシュアンも含まれている。今も民衆は彼女を含めた、五人を英雄視して敬っている。

　王都のメインストリートを埋める、数え切れないほどの民衆と花はな吹雪ふぶきを覚えている。一方でウィルタミア国王からメダルと報ほう奨しよう金きんを受け取りながらも、どこかうつろだった理人がいた。なんの言葉も届いていないように見えた。しだいに笑顔を取り戻し、ハイダルの手配で元の世界へと帰っていったが、本当にそれでよかったのか。

　相川理人は、気弱だが心優しい子供だった。

　過か酷こくな旅は彼を勇者に成長させたが、あのときの心の傷は埋まっていないのではないだろうか。

『いいよ、ハイダル。頭を上げなよ。魔神なら僕が始末をつけてくるから』

　笑うことが格段に上手くなった少年の心が、いまだ壊れたままかもしれない──そんな危うさを感じて仕方がないのだ。

「リヒト……」

　問いかけたくてたまらない。

　あなたの旅は順調ですか？

　あなたはいま、何を望んでいますか？

　どこに心を置いていますか？





　　　　　＊＊＊






　あふれ出る血が少なくなり、しだいに地面へと吸い込まれていく。

　そんな変化を、理人はまばたきもせず見つめ続けた。

　イシュアン・トロール──それによく似た『何か』が、もがき動かなくなっていく様を。

「……ハイダルの家の前で、君が現れたときは息が止まるかと思ったよ。だって君はあのとき死んだはずだったんだから」

　そう。穴に吸い込まれて二度と戻らない。ちゃんとこの目で見たのだ。

　その瞬間、『何か』のつま先がぴくりと動いた。

　次にうつぶせの体が、ゆっくりと寝返りを打つ。鮮せん血けつに染まった全身で、それはうっすらと笑った。

「へえ……それならなんでこんな茶ちや番ばんを続けた？」

「君を監かん視しするため……なんて白々しいか。単に生きていてほしかったからだよ。決まってるじゃないか」

「英雄殿のおっしゃるセリフとは思えない」

「かもしれないね。失格だ。昔からそうだったよ」

　理人は抵抗なく答えた。

　弱くて臆おく病びようで、簡単な現実を受け入れることさえできない。

　実は『蟲の穴』の途中に引っかかっていて無事だった。そもそもが見間違いだった。都合のいい夢む想そうを、当時からどれだけ見てきただろう。

　夢に見て飛び起きて、何も変わらない現実に慟どう哭こくしてきた。

　後悔はいつも理人の身を焼き、思い出は理人のことを責め続けた。疲れていたのだ。突かれ続けてきたのだ。六年も。

　そこに理人の後悔を解放するような『現実』が現れたら、すがりついてもみたくなるだろう。

「……都合のいい夢だったとしても、イシュアンと一緒にいるのは楽しかった……」

「なおさらわからないな。それなら最後まで夢におぼれていればよかったのに。なんなら考え直させてあげようか。この体と思し考こう回かい路ろはね、イシュアン・トロールという少女が、順調に成長していれば手に入れたに違いないものだ。非常に純度が高い彼女の未来の姿だよ。私にならそれができるからね。君が愛したのは十七歳のイシュアン・トロールで、君に送った言葉、ささげた笑顔、すべて噓うそいつわりなく彼女自身が考え選択したことだ。彼女は自分の意思で君のことを愛していた。そこは安心してくれていいんだよ」

「その彼女が教えてくれたんだ。夢のために世界を壊すわけにいかないって」

　目を細める。

「歪ゆがみは──けっきょく歪みだから」

　そう。おかしいところはあったのだ。

　ハイダルの調査隊レベルで魔神の復活がささやかれたばかりだというのに、どうしてすべての行く先で、あれだけ大量の魔ま獣じゆうと遭そう遇ぐうしたのか。

　あれが普通というなら、世界はもっと混乱していてもいいはずなのだ。

　つまり、全ては偶然などではない。おそらくは目の前にいる少女こそ、魔獣を生み出す『歪み』そのものなのだ。魔神の封印の綻ほころびから切り出された、魔神の一部と言ってもいいかもしれない。

　再び封印をほどこしに来るであろう理人のやましさや後悔につけこみ、目的を果たさなくさせるために自らやってきた──。

　理人の答えを聞くうちに、少女のいびつな笑みが、ますます奇怪に歪んだ。

「はは。そうか」

　言った瞬間だった。耳をつんざくほどの爆ばく音おんとともにふりまかれたのは、驚異的な量の邪気だった。

「あははははは！　おかしいな。実におかしい！」

　理人が頭を振って顔を上げると、魔神の少女が高く跳ね上がっていた。

　聖剣で突かれた傷はそのままに、常人離れした跳躍力で後方へと着地する。

「勝手におぼれて、勝手に抜け出す！　これもまたヒトのすることか。なんたる理り不ふ尽じん。なんたる不条理。私はまた一つ学んだぞ、名もなき者よ！」

　理人は、魔神を見据えて『破は魔まの聖剣』をかまえる。

「迷ったのにはまだ理由があるんだ。君こそどうしてここまで僕につきあった？　殺す機会ならいくらでもあっただろう」

「聞きたければかかってくればいい」

「わかった。おまえを封印する。魔神アルゴス──二度と蘇らないように」

「おもしろい！」

　聖剣の宝ほう珠じゆが光り、うなりをあげる。理人は一直線に駆けた。

　イシュアンの姿をした魔神に向かって、絶対的な破魔の剣を叩き込む──。

「！」

　瞬間、刃が相手の二の腕にめりこみ、次の瞬間にははじき返されていた。

（返された!?）

　魔神が動く。力みのない、舞うように自然な動作だった。がら空きの理人の胴どう体たいに、魔神の拳こぶしが突き刺さる。

　衝撃に息が止まる。後方へ飛ばされ、岩に叩きつけられた。

　片かた膝ひざをついて踏みとどまるが、口から血があふれた。

　魔神は平然とこちらを見下ろしている。

（どういうことだ？　聖剣が……きかない？）

　わけが分からない。理人を見る相手の口元がつり上がる。はっきりとこちらを見ながら嗤わらった。

「やっぱりさっきの疑問に答えようか。なあリヒト。私はね、とても悔しかったんだよ。せっかくこの地に復活できたというのに、みなが私のことを封印してしまったじゃないか。いったい何がいけなかったと思う？　私に何が足りなかったと思う？　私は学ぶことにしたんだ。おまえのことも観察することにした。六年前に私を封じた聖剣の担にない手、勇者リヒト・アイカワ。君を殺しはせずに、その一挙手一投足をつぶさに見守ってみることにしたんだ」

　イシュアンを構成していた顔が、徐々に崩れていった。

　背中が盛り上がり倍にふくれあがり、その次は右手。左手。右足に左足。最後は胴。そして頭と。

　肉体のあらゆる箇所が巨大化していき、その姿は奇き怪かいな幼児のフォルムに近くなった。

「おまえの思考。おまえの太た刀ち筋すじ。横でずっとずっとずーっと。とてもおもしろかったよ。そしてもう怖くなくなった。おあいにくさま。あはははは」

　まるで赤ん坊が言葉を獲得し、成長しながら目の前にあるものを貪どん欲よくに取り入れているかのように。

「進化しているんだよ、私たちは」

　イシュアンの時に言っていた言葉を、魔神はふたたび繰り返した。

　理人は奥歯を嚙かみ締めた。

　魔神が、肥ひ大だいした両手を広げる。指先の空間が歪み、そこから大量の魔獣たちが現れた。

　いびつな咆ほう哮こうをあげ、いっせいに理人へと襲い掛かる。

（体は回復してきてる──いける）

　理人は剣をふるって迎え撃った。次から次へと、魔獣たちを斬り捨てていく。

「私は学んだ。前より強く進化した。だけどおかしいね」

　斬っては次へ。斬っては次へ。

　絶え間なく魔獣はあふれ出るけれど、それでも前へ。

「おまえは弱くなった。五人から一人ぼっちになってしまった」

「うおぉおおおおお！」

　横よこ薙なぎに振った聖剣が、魔獣をまとめて両断する。

　猛もう毒どくの邪気を全身に浴び、視界が魔獣だけに染まっても、理人は剣をふるい続けた。それだけがもはや、理人を突き動かす存在理由だったからだ。

（たとえこのまま、体が動かなくなってもさ）

（その瞬間まではあがき続けるよ）

（最後の最後まで）

（見ててくれるかな）

（イシュアン──）

　ごめん。

　アーマット岳山頂の地面を埋め尽くす勢いの魔獣が、理人の周りに押し寄せてくる。前より魔神との距離が開いてしまった。急がないと。早く手を動かさないと魔獣を倒さないと。

　──キィン！

　高い音が響き、剣の切っ先が吹き飛んだ。

（剣が）

　鋭い角の魔獣と相対していたときだった。

（……折れた……聖剣が……）

　もはや、全身の色もわからないほど疲労した先の出来事だった。

　剣の先端二十センチを失って、けれど頼れる武器はこれしかない。わかっていた。理人が動揺している時間はわずかだった。すりきれた心で泥のような体を動かし、また目の前の魔獣を屠ほふりにかかる。

　戦って、戦って、もっともっともっともっと──。

　だがその瞬間、猛毒の邪気に満ちた魔獣の群を、真っ白い光線が撃ち抜いていった。

「なんだ!?」

　魔神が驚きよう愕がくの声をあげる。

　理人は、肩で息をしながら顔を上げた。




「「「この声は、神の意思なり」」」

「「「この意思は、神の声なり」」」

「「「滅されよ。滅されよ。滅されよ」」」




　地を這はうような響きが、山頂の風にのって届いてきた。

　それは大量の人間によって唱えられる、女神パナティーアにささげる祈き禱とうの調べだった。

　右から、左から、後方から。

　かつてのハギリ老師を思わせる僧服の男たちが、集団で現れた。

（あれは）

　間違いない──ワイト寺院の修しゆ行ぎよう僧そうたちだ。




「「「この声は神の意思なり神の声なり」」」

「「「ひとつ心に託たくされよ」」」

「「「滅されよ。滅されよ。滅されよ」」」




　彼らの先頭には、巨大な鉄の砲ほう台だいが掲げられている。僧侶たちの祈禱に合わせ、大砲からは発光とともに帯電した銀球が射出。魔獣の密集地帯で炸さく裂れつした。

「なんだ。なあ、あれはなんだリヒト！　私に教えろ！」

　魔神は見たこともない装置の登場に混乱している。

　理人はもちろん、言う気はなかった。おそらく『イシュアン』の時にも見てはいないはずだ。あれはワイト寺院でツグノを筆ひつ頭とうにした修行僧たちが、秘ひ密みつ裡りに開発していた対魔獣用兵器である。

　ハギリの死後、ただ手をこまねいて見ていたわけではないとツグノは言っていた。想像以上の力だ。

「ぅおーい、お坊様方ぁ！　あれ見てくださいあれ！　あそこにリートがいます！　間違いねえです！」

　しかも、砲台の下にいる男。あれは僧侶ではなく、ヒルデ村の酔っ払い猟りよう師し、アーヴィンだ。元ウィルタミアの逃亡兵。

　魔獣の間にいる理人と目が合うと、アーヴィンは大きく手を振った。

「ちょっと待ってろー。いますぐ助けてやるからな！　いや助けるんはオレじゃなくてお坊様方だがな」

　アーヴィンの報告を、笑いもせずに聞いているのはツグノだ。

　彼は、あらためて理人を見てうなずいた。

「以上だ、リヒト殿どの！　われらワイトの僧兵、力及ばずながら老師の遺思を継ぎ、貴き殿でんの助けとなるべく参上仕つかまつった！　存分に腕をふるわれよ！」

　応！　と修行僧たちの声が重なった。山頂にこだまするほどの数だった。

「かかれ！」

　群をなして魔獣の軍団に攻めかかる。

「リヒト！　答えろ！」

　攻防がはじまる中で、魔神だけが子供のように癇かん癪しやくを起こす。

　実際、彼女は子供なのだろう。まだ幼く、分別もなく、知っているものも少ない。生まれて間もない幼い魂たましいだった。そして理人たち人間は、それよりほんのわずかだけ年上だった。

　──六年前から今日この日まで、世界は良くも悪くも継続している。確かに時を経て、あの頃のように五人そろった英雄はもういないのかもしれない。ここに来れたのは理人一人きりかもしれない。

　それでも継ぐものはいる。引き継いでいるものはいる。こんな風に。

　生きていくのだ。たとえどんな形になっても。

「……アルゴス。おまえたちが進化するように、僕らも変わっていくんだ。何度変わろうが必ずその上へ這い出てやるよ。断言してもいい」

　聖剣の宝珠が、こうしている間も光り続けていた。その光は柄を経て刀身へと注がれ、まるで欠けた刃を補うように揺らめいている。

　優しい色の光だった。

（ラーナ）

　これがラーナの言っていた聖剣の『声』？

　理人は再び魔神へと向かっていった。あたりの魔獣が僧たちにより抑えられていく中、折れたままの聖剣を振り上げる。

「私に聖剣はきかない……！」

「──届け！」

　手に持つ剣が、こちらの声に応えるように振動した。柄の宝珠が熱いほどに光り、欠けた刃を補っていた光が、本物の刃へと実体化する。より長い七色の刀剣──完全な聖剣の形に。

「なんで。なんでなんで、なんんでええええ！」

　魔神が絶叫した。

　理人の剣が、肥大した魔神の体を両断する。その中心にある核も、一緒になって破壊する。

「みんな、伏せろ！」












　衝しよう撃げきがきた。

　魔神の核の消失と同時に、その肉体が急速に縮んでいく。歪みから呼び出した魔獣の体も、その中へ吸い込まれていく。僧侶をはじめとした理人たちは、巻き込まれないよう地面に伏せて必死に耐えた。

　すべての視界が、白く白く染まっていく──。




　──そして。

　ふと気がつけば、その場にいるのは人の形をした者ばかり。

　魔神アルゴスも、その使役する魔獣も、アーマットの山頂から完全に消え失せていた。

　はじめに声を発したのは誰だったろう。

「……きえた」

　そう誰かが小声で言った。

　それからしばらくして、隣にいる者が拳をつきあげる。続く者がいくつか。さらに誰かが歓かん喜きの雄おたけびをあげる。手を取り合って喜ぶ。

「やった！　勝った！」

　ついにやった、やったと。それは連鎖し勢いを増し、爆発的に伝わっていく。

「我らの勝利だ！」

「勝ったぞ！」

「──リヒト殿！」

　歓声が鳴り響く中、僧侶のツグノがこちらに駆け寄ってくる。うれしそうな顔だ。だから理人は、軽く手を上げてから、彼らから背を向けた。

　誰も視界に入らない山の斜面を、一人で踏みしめるように歩いていく。

　一歩一歩。

　今だけなら許される。この数歩を進む間だけなら許される。

　嘆なげくことも呪うことも。

　きっと今だけなら。

（ちくしょう）

　魔神アルゴスは再び退けられた。人類は勝った。世界は救われた。でも、イシュアン・トロールはもういない。

　どんなに望んでも望んでも失われてしまったのだ──。




「ちくしょおおおおおお！」




　脳のう裏りに彼女の笑顔が浮かんで、それを幻なのだと己の意思で塗ぬりつぶすことさえ痛くて痛くてたまらなくて。

　死んでなんてほしくなかった。あのまま泣き笑う彼女と生きていたかった。

　たとえ放置すれば世界が崩壊する虚きよ像ぞうだとしても、それでも彼女に恋したのは本当だったのだ。

　ツグノたちに、こんな気持ちを知らせるわけにいかなかった。だから今だけがまんして飲み込まないといけない。表に出してはいけない。つぶさないと。

（つらいよ）

（でも）

　飲み込んで。

（つらいよ）

　飲み込んで飲み込んで。

　自ら肉を絶つ感触がよみがえり、思い出に心がきしんで悲鳴をあげても。それでも。

　勝手ににじんだ涙をこらえて空を見上げ──そこで理人は、不思議なものを、見た。

「は────」

　山頂のはるか上空から、何か黒いものが落ちてくるのだ。

　理人は慌てて両目をぬぐった。それでもやはり見間違いではなかった。

　あれは──。

（人間!?）

　一気に目がさめた。

　しかも落下地点は、『蟲の孔』の中だ。放っておいたら、ただではすまない。

　理人は聖剣を握り直しながら、火口の斜面を駆け上がった。柄の宝珠が呼応するように光る。理人の体が、飛ひ翔しようの風に包まれた。重力が半減したところで、斜面を蹴けった。そのまま一気に飛んだ。

（やっぱり人間だ）

　空から落下してくるその人は、全体がぼんやりと白く発光していた。まるで光の繭まゆに包まれているようだった。

　いかにも冒険者らしい装備は、薄汚れてぼろぼろだ。理人はほとんど体当たりするようにその体を抱えると、火口の反対側へと飛んで着地する。

　砂の地面に降ろして、理人はあらためて我が目を疑った。

「……これ……」

　イシュアンだ。

　イシュアン・トロールだ。

　しかも、この間まで一緒に旅をしていた彼女のものとも違う。もっと前。その装備は、六年前のラストバトルの時に着ていたものに相違なかった。あのとき、理人がどれだけ手を伸ばしてもつかめなかったものだ。

　そして、顔立ちや体の方は、しっかり六年分成長しているように見える。今のイシュアンに近い。

（どういうことだ……？）

　訳がわからず、彼女を前に考えこんでいると、

「……ん」

　理人の前で、当のイシュアンが身じろぎした。理人はびくりと固まった。

「……おまえ、だれ……？」

　薄目を開けてたずねてくる。

　理人は、おそるおそる答えた。

「僕は……理人だよ……」

「リヒト……え、うそ！」

　イシュアンは、がばりと起き上がった。

「噓じゃないよ。君が穴に落ちてから、たぶん六年たってる」

「六年……えええ？」

「ほんと、びっくりするかもしれないけど」

　イシュアンは目を白黒させ、自分の体を調べはじめた。すっかりきつくなってしまっている衣服や、服の内側にできた少女らしい胸の膨らみなどを確かめて、すっとんきょうな驚きの声をあげている。

　最後は自分の胸元をおさえて、ハの字眉まゆの泣きそうな顔になった。

「どういうことだ……？　オレ、どうしちゃったんだ」

　それはこちらのセリフだ。本当に、どういうことかと神に問いただしたい。

　たしかに底なしの穴に落ちたはずの相棒が、六年たってから天から降ってくるのだ。そんな馬鹿みたいな都合のいいことあるわけがない──。

（いや）

　ちょっと待て。




　──女神パナティーアは創造の神。しかし同時に繰り回しの神とも呼ばれておりまする。

　──節約の名人なのです。限りある材料で、世界をより広く作り上げた。




　その瞬間、ハギリの声がはっきりと脳裏によみがえった。この世界の仕組みを岩の上から教えてくれた時のことだ。

　もしかしてと思った。

　この世界ははじめから、容量リソース不足の限界を抱えていると言われている。パナティーアが、容量以上に巨大な世界を作ってしまったからだ。それゆえ永えい久きゆう無む限げんというものは存在せず、必ずどこかで破は綻たんか揺り戻しが起きるとハギリも言っていた。

　ということは、だ。

　穴においても、『永久に落ちる底なしの穴』などというものは存在しないのかもしれない。

　クエドラのマップだって、果てや無限を用意するかわりに、東西南北をドーナツ状につないでいるのだ。今回のように、天と地がループ状につながっていたっておかしくないだろう。

　六年かかるぐらいの巨大ループだとしても。

「……はは……」

　吐息のような笑いが漏れた。

「ファンタジー万歳……すごすぎ……」

「なんだよおまえ。わかったんなら説明しろよ！」

　問題は、そんな単純な仕組みなら、他に気づくか助かる者がいてもいいことだろう。

　理人が考えられる回答は一つだけだった。

　理人は、イシュアンの前にしゃがみこんだ。

「イシュアン」

「ん？」

「きっとね、イシュアンのお父さんとお母さんが守ってくれたんだよ」

「……父ちゃんたちが？」

「そう。それのおかげ」

　彼女がその右手につけている腕うで輪わ。今はなんの光も放っていないけれど、上空ではずっと点滅を続けていた。

　それは『思い出の護まもり』といい、彼女の亡き両親が遺のこしてくれた魔法の品マジツクアイテムだった。当人の死にいたる危険を、高確率で回避してくれると言われている。

　ものとしては、魔神戦に投入できるぐらいの最強防具だ。一時は貸してくれると言っていたが、理人は断った。生死を分けたのはそこだろう。

　おそらく、普通の人や生き物は、これだけの長いあいだ、落下し続けることはできまい。そうなる前に消滅するか息絶えてしまうだろう。だけど、イシュアンは違った。彼女がつけていた強力な防具のおかげで、その長時間のループを耐え抜いたのだ。ずっと命が失われるのを回避し続けてくれていたのだ。

「父ちゃんたちが……」

「うん。ぜったいそうだよ」

　イシュアンは不思議そうに、光を失った自分の腕輪を見つめていた。が、間近でそそがれる理人の視線に気づいたらしく、決まり悪げに顔を赤くした。

「……なに？　イシュアン」

「べ、べつに」

　彼女はそっぽをむいてうつむいた。

「……顔がぜんぜんちがうから、見慣れなくてびっくりしてるだけだ」

「そっか。そうだよね。ごめんね」

　本当に詐さ欺ぎだろう。

「あーもーわっかんねーよもう！」

　かんしゃくを起こしているその姿さえ、理人はうれしくて愛いとしくてたまらなかったのだ。申し訳ないぐらいに。

「イシュアン、あのさ」

「なんだよっ」

　振り向いた彼女のことを、力いっぱい抱きしめる。

「ん～！　ん～！」

「おかえり、イシュアン・トロール！　待ってたよ！」




　ずっとずっと、この言葉を贈りたくてたまらなかったのだ。
















　ウィルタミア王国の筆ひつ頭とう魔ま術じゆつ師し、ハイダル・ワムーの邸てい宅たくは、王都内の下町寄りに存在する。

　現在その屋敷の中では、メイドや執しつ事じたちが、右に左に歩き回っていた。

「──いた？」

「いや、いないですね」

「そんな──」

「ああすいません、リヒト様。いいところにいらっしゃいました。イシュアン様を見ませんでしたか？」

「なに、いないの？」

「そうなんです。困りました。もうじき先生もいらっしゃるのに」

「そのあたりにいないかな」

「だったらいいんですけど──」

「僕、ちょっと見てきますよ」

　──そんな風に安請け合いをして、理り人ひとは屋敷の中を探す役を買って出たのだった。

　魔神アルゴスの再封印を終えて帰き還かんして。理人とイシュアンの二人は、そろってハイダルの屋敷に身を寄せているところだった。

　理人はまるで猫の子でも探すように、適当に声をかけながら、思いつく部屋や庭などを見て回っていく。ドアを開け、窓を開け、ふたたび廊下に戻るも見つからない。

「イシュアン！　いないの？」

　返事はない。

　困った理人はポケットから伝家の宝ほう刀とうカニカマ──いや、金貨を一枚取り出し、ためしに誰もいない廊下の真ん中に投げてみた。

　一秒、二秒。三秒。とりあえず、反応はなし。

（……当たり前か。ばかばかしい。レベルを考えろって話だよな──）

　あの当時でも、イシュアンはハイレベルの盗とう賊ぞくだったのだ。己の浅はかさにため息をつき、投げたコインを拾いに行く。

　その後ろを、忍び足で歩いていく気配があった。

　理人は背後を目もく視しで確認すると同時に、新たに持っていたコインを一枚、前方に向かって投げつけた。

「いて！」

　見ていないので適当だったが、手ごたえがあった。

　一方で、理人の視界には、廊下を横切り窓に向かって歩いていく猫の姿がうつっている。

　猫はにゃーおと鳴いて、窓の桟に置かれた餌えさを食べはじめた。つまりこれは囮おとりだ。

「いってえー。なにすんだよリヒト」

「……イシュアン」

　再び前を向けば、廊下に落ちたコインの前でおでこをおさえるイシュアン・トロールの姿があるのだ。

「ちょっと情けなくない？　落ちた小こ銭ぜにで出てくるって」

「まさか拾いにこないだろうと思ってるけど裏をかいて出てくるだろうなと思ってるけど実は出てこないだろうなと思ってる相手のさらに裏をかいてみたと見せてさらにその裏の裏を」

「どつぼにはまるってこういうこと言うんだろうな……」

「なんだと？」

　そういう彼女は、言動さえ勘かん定じように入れなければ、りりしい令れい嬢じようと言っていい姿をしている。

　発見時はぼさぼさだった金髪を梳すき、紺色のリボンで留め、服は高価な女性用の乗馬服。これでドレスさえ着れば完璧だろうと、マナーの教師は太たい鼓こ判ばんを押すぐらいだ。

　もっとも、本人の激しい抵抗により、その野望は決して果たされていないけれど。

「みんな探してるよ。先生が来るんだって？」

「あいつ口うるさいから嫌いだ」

「心配してるんだよ、イシュアンのこと」

「わかってるけどさ」

　現在、イシュアン・トロールは、六年という時じ差さを埋めるべく特訓中なのだ。

　ハイダルの手配で大勢の家庭教師をつけられ、知識や言葉遣い、立ち振る舞いにいたるまで口を出されるので、ときどきこうして爆発する。具体的には授業から逃亡を図ったりする。

　イシュアンを診しん察さつした医者の見立てによれば、やはり今の彼女の精神のベースは、十七ではなく十一歳のそれらしい。ただし、一方では十一歳らしからぬ洞どう察さつ力りよくや理解力も備えていて、非常に『まだら』だということだった。

　なぜ落下のサイクルが六年だったのか、本当にあの出現が一巡目だったのかは議論が分かれているところだ。

　ともあれ、高度の魔法の品マジツクアイテムで守られて六年間落下し続けることが、心身の発達にどんな影響を及ぼすかなど、誰も知らないのだ。手探りで試していくしかなかった。

「……しんどいよね。ごめんね」

　彼女に目線を合わせて謝ると、イシュアンは「べつに」とそっぽをむいた。

「おまえに謝られるほうがもっと嫌だ」

　その気の強さも負けん気も、幼いあの頃を思わせつつ、ついこの間まで一緒にいた彼女となに一つ変わらないから。理人は嬉うれしいような泣きたいような気持ちを抱えるのだ。尊さに胸をつまらせながら。

「オレ……じゃない、私はな、助けたくておまえを助けたんだ。今回だってな、おまえがめそめそ泣いてる声が聞こえたから出てきてやったんだ。それだけだなにも変なことなんてない」

「うんうん……その意気で早く育ってね……」












　こっそりとつぶやく。

　イシュアンは不思議そうに首をかしげた。理人は笑んだ。

　でもねイシュアン・トロール。君は知らないかもしれないけど。




　君が救った世界に君がいる。

　僕が救った世界で笑っている。




　それこそがかけがえのない奇き跡せきなのだと、僕は知っているんだ──。









あとがき






　この話を書くまで、ドラえもんの出で木き杉すぎ君の名前を、出来杉君だと思いこんでいました。どうりで一発で変換できないわけだよ……。

　それはともかく、どうもこんにちは。竹たけ岡おか葉は月づきです。ファンタジーですが出木杉君が大いに関係ある話です。

　小学校の男の子が、異世界を冒ぼう険けんして世界を救う！　なんていうのは、児じ童どう書しよや子供向けアニメでよくある王道シチュエーションかもしれませんが、『パナティーア異い譚たん』ではあえて《その後》に焦しよう点てんをあてて作ってみました。

　冒険の舞台は、旅の終わりから六年後。半ズボンの小学生は、制服姿の高校生になり、背ものび声変わりも果たし、そうしてあらためて行ってみた異世界は、記憶の中にあるものと大きく変わっているかもしれません。新しい敵に新しいミッション。かつて一緒に戦った相あい棒ぼうが、とびっきりの美少女に成長している、なんてハプニングもあるかもね……フフフ。

　今回はキャラクターから話のオチまで、一気にまとめて出来上がったので、今さらキャラを変えようなんて思いませんが、出木杉ではなくスネ夫やジャイアンタイプに性格をこじらせた理り人ひとのバージョンもちょっと見てみたい気がしました。たぶん魔神が困りまくるだろうなあ……。




　最後に、謝しや辞じを。

　まずはイラストの屡る那な様！　本当に引き受けていただきありがとうございました。細かなところまで丁寧なお仕事に、作者は幸せをかみしめております。続いて新担当Ｓ様。別件の打ち合わせでいきなり新プロット持ち込んですみません。これからもよろしくお願いいたします。その他、この本を送り出すのに携たずさわった全ての方へ。どうもありがとうございます。




　続きはそうお待たせしないうちに、お届けできる予定です。出木杉君勇者リヒトの二度目の旅を、引き続きお楽しみください。

　それではでは！
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